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第 1 章  緒 言  

第 1 節  研 究 の 背 景  

1 - 1  日 本 の 疾 病 構 造  

第 二 次 世 界 大 戦 直 後 に お け る 日 本 の 主 な 死 因 に は 、 結

核 等 の 感 染 症 な ど が あ が っ て い た が 、 医 学 や 医 療 の 進 歩

お よ び 公 衆 衛 生 の 向 上 な ど に よ り 、 感 染 症 等 に よ る 死 亡

者 数 は 急 激 に 減 少 し た 。 感 染 症 等 に よ る 死 亡 者 数 の 減 少

と と も に 、死 因 も 悪 性 新 生 物 、心 臓 病 、脳 卒 中 な ど の 生 活

習 慣 病 が 上 位 を 占 め る よ う に な り 、現 在 で は 、死 因 の ５ 割

以 上 を 生 活 習 慣 病 が 占 め て い る 状 況 で あ る ( 1 )。ま た 、第 二

次 世 界 大 戦 直 後 と 比 較 し 、 現 在 の 総 死 亡 者 数 は 大 き く 減

少 し 、 平 成 2 9 年 の 平 均 寿 命 は 、 男 性 が 8 1 . 0 9 年 、 女 性 は

8 7 . 2 6 年 と 、 第 二 次 世 界 大 戦 直 後 の 昭 和 2 0 年 代 の 男 性

5 0 . 0 6 年 、 女 性 5 3 . 9 6 年 よ り 3 0 年 以 上 延 び て い る ( 2 )。  

そ れ に 対 し 、日 常 生 活 に 制 限 の な い 期 間（ 要 支 援 や 要 介

護 を 必 要 と し な い 期 間 ）と 定 義 さ れ て い る 健 康 寿 命 は 、平

成 2 8 年 に お い て 、 男 性 7 2 . 1 4 年 、 女 性 7 4 . 7 9 年 で あ り 、

男 性 お よ び 女 性 と も に 平 均 寿 命 よ り 1 0 年 近 く 短 い ( 3 )。こ

の 理 由 の 一 つ と し て 、糖 尿 病 、脂 質 異 常 症 、高 血 圧 性 疾 患

等 の 生 活 習 慣 病 の 患 者 数 が 、こ の 2 0 年 間 で 大 き く 増 加 し

て い る こ と が あ げ ら れ る ( 4 )。現 状 、日 本 人 の ４ 人 に １ 人 が 、

糖 尿 病 も し く は 糖 尿 病 の 可 能 性 を 否 定 で き な い 予 備 群 で

あ り 、日 本 人 の 1 0 人 に １ 人 が 高 血 圧 症 を 有 し て い る こ と

が 報 告 さ れ て い る ( 4 ;  5 )。  

こ の 疾 病 構 造 の 変 化 に 伴 い 、 生 活 習 慣 病 に 関 す る 医 療
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費 は 年 々 増 加 し て お り 、現 在 で は 、国 民 医 療 費 の ３ 割 以 上

を 占 め る 状 況 と な っ て き て い る ( 6 )。そ の た め 、生 活 習 慣 病

の 発 症 お よ び 重 症 化 に 大 き く 影 響 し て い る こ と が 報 告 さ

れ て い る 生 活 習 慣 へ の 対 策 が 望 ま れ て い る 。 そ の 中 で も

特 に 、生 活 習 慣 病 発 症 の 要 因 の １ つ で あ る 食 習 慣 は ( 7 )、発

症 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る こ と が 明 ら か に さ れ て い る

た め 、日 本 に お い て 、重 要 か つ 早 急 に 対 応 す べ き 課 題 の １

つ で あ る 。  

 

1 - 2  日 本 に お け る 食 教 育  

 2 1 世 紀 の 日 本 を 、 す べ て の 国 民 が 健 や か で 心 豊 か に 生

活 で き る 活 力 あ る 社 会 と す る た め に 、「 2 1 世 紀 に お け る 国

民 健 康 づ く り 運 動（ 健 康 日 本 2 1）」が 、壮 年 期 死 亡 の 減 少 、

健 康 寿 命 の 延 伸 お よ び 生 活 の 質 の 向 上 を 実 現 す る こ と を

目 的 に 、2 0 0 1 年 に 定 め ら れ た ( 8 )。健 康 日 本 2 1 は 、生 活 習

慣 病 お よ び そ の 原 因 と な る 生 活 習 慣 等 の 中 で 、 国 民 の 保

健 医 療 対 策 上 重 要 と な る 課 題 に つ い て 、 2 0 1 0 年 度 を 目 途

と す る 目 標 等 を 提 示 し 、 国 民 が 主 体 的 に 目 標 を 目 指 し て

取 り 組 む こ と を 推 進 し た ( 8 )。  

2 0 1 3 年 度 か ら は 、健 康 日 本 2 1 を も と に 、少 子 高 齢 化 や

疾 病 構 造 の 変 化 が 進 む 中 で 、 生 活 習 慣 及 び 社 会 環 境 の 改

善 を 通 じ て 、子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、つ ま り 、乳 幼 児 期 、

青 壮 年 期 、高 齢 期 等 、人 の 生 涯 に お け る 各 段 階 全 て の ラ イ

フ ス テ ー ジ に 応 じ て 、 健 や か で 心 豊 か に 生 活 で き る 活 力

あ る 社 会 を 実 現 し 、 社 会 保 障 制 度 が 持 続 可 能 な も の と な
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る よ う 、2 0 2 2  年 度 ま で を 目 途 と す る「 2 1 世 紀 に お け る 第

二 次 国 民 健 康 づ く り 運 動 （ 健 康 日 本  2 1（ 第 二 次 ））」 が ス

タ ー ト し た ( 9 )。  

ま た 、 2 0 0 5 年 に 、 国 民 が 健 全 な 心 身 を 培 い 、 豊 か な 人

間 性 を は ぐ く む こ と が で き る よ う に な る こ と を 目 的 と し 、

日 本 国 民 の 食 事 お よ び 食 習 慣 に 関 す る 初 め て の 法 律 と な

る 食 育 基 本 法 が 制 定 さ れ た ( 1 0 )。 食 育 は 、 様 々 な 経 験 を 通

じ て 、「食 」に 関 す る 知 識 と「 食 」を 選 択 す る 力 を 習 得 し 、

健 全 な 食 生 活 を 実 践 す る こ と が で き る 人 間 を 育 て る こ と

と 定 義 さ れ て い る ( 1 0 )。  

さ ら に 、 国 と し て 食 育 を 推 進 し て い く た め に 、 2 0 0 6 年

に ５ か 年 計 画 で 、「 ① 国 民 の 心 身 の 健 康 の 増 進 と 豊 か な 人

間 形 成 」、「 ② 食 に 関 す る 感 謝 の 念 と 理 解 」、「 ③ 食 育 推 進 運

動 の 展 開 」、「 ④ 子 ど も の 食 育 に お け る 保 護 者 、教 育 関 係 者

等 の 役 割 」、「 ⑤ 食 に 関 す る 体 験 活 動 と 食 育 推 進 活 動 の 実

践 」、「 ⑥ 我 が 国 の 伝 統 的 な 食 文 化 、環 境 と 調 和 し た 生 産 等

へ の 配 慮 及 び 農 山 漁 村 の 活 性 化 と 食 料 自 給 率 の 向 上 へ の

貢 献 」、「 ⑦ 食 品 の 安 全 性 の 確 保 等 に お け る 食 育 の 役 割 」の

７ つ の 基 本 的 な 取 組 方 針 を 提 示 し た 食 育 推 進 基 本 計 画 が

策 定 さ れ た ( 1 1 )。  

2 0 1 1 年 に は 、 2 0 11 年 か ら 2 0 1 5 年 ま で の ５ か 年 計 画 と

し て 、 第 ２ 次 食 育 推 進 基 本 計 画 が 策 定 さ れ 、「 ① ラ イ フ ス

テ ー ジ に 応 じ た 間 断 の な い 食 育 の 推 進 」、「 ② 生 活 習 慣 病

予 防 及 び 改 善 に つ な が る 食 育 の 推 進 」、「 ③ 家 庭 に お け る

子 ど も へ の 食 育 の 推 進 」 の ３ つ が 重 点 課 題 と さ れ ( 1 2 )、 生
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活 習 慣 病 の 患 者 の 増 加 に よ る 医 療 費 増 加 の 問 題 を 改 善 す

べ く 、 幼 児 期 か ら 高 齢 者 ま で の 一 貫 し た 食 教 育 が 推 進 さ

れ た 。  

さ ら に 、 2 0 1 6 年 に は 、 第 ２ 次 食 育 推 進 基 本 計 画 の 取 り

組 み を も と に 、「 ① 若 い 世 代 を 中 心 と し た 食 育 の 推 進 」、

「 ② 多 様 な 暮 ら し に 対 応 し た 食 育 の 推 進 」、「 ③ 健 康 寿 命

の 延 伸 に つ な が る 食 育 の 推 進 」、「 ④ 食 の 循 環 や 環 境 を 意

識 し た 食 育 の 推 進 」、「 ⑤ 食 文 化 の 継 承 に 向 け た 食 育 の 推

進 」の ５ つ を 重 点 課 題 と し て 、第 ３ 次 食 育 推 進 基 本 計 画 が

策 定 さ れ た ( 1 3 )。 第 ３ 次 食 育 推 進 基 本 計 画 で は 、 第 ２ 次 食

育 推 進 基 本 計 画 に 引 き 続 き 、 生 活 習 慣 病 の 発 症 お よ び 重

症 化 を 予 防 し 、健 康 寿 命 の 延 伸 を 実 現 す る た め に 、子 供 か

ら 成 人 、高 齢 者 に 至 る ま で 、生 涯 を 通 じ た 食 育 を 推 進 す る

こ と が 重 要 で あ る と し て い る 。  

つ ま り 、現 在 の 日 本 に お い て 、生 活 習 慣 病 の 発 症 お よ び

重 症 化 の 予 防 を 目 的 と し た 食 教 育 は 最 重 要 課 題 で あ る と

考 え ら れ て お り 、 こ の 課 題 に 対 す る 取 り 組 み が 必 要 と さ

れ て い る 。  

平 成 2 9 年 食 育 に 関 す る 意 識 調 査 で は 、国 民 の ８ 割 が 食

育 に 関 心 が あ る と 回 答 し て い る と と も に 、 関 心 が あ る 理

由 で 上 位 に あ が っ た の は 、「 生 活 習 慣 病 の 増 加 が 問 題 に な

っ て い る た め 」 で あ っ た ( 1 4 )。 つ ま り 、 国 民 は 、 生 活 習 慣

病 の 予 防 お よ び 改 善 の た め の 食 生 活 に 大 き な 関 心 を 寄 せ

て お り 、生 活 習 慣 病 予 防 に つ な が る 要 因 を 検 討 し 、国 民 に

適 切 な 情 報 を 提 示 し て い く 必 要 が あ る 。  
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1 - 3  朝 食 欠 食 と 生 活 習 慣 病  

 朝 食 を 摂 取 す る こ と は 、 食 物 繊 維 、 ビ タ ミ ン B 1 お よ び

葉 酸 の 摂 取 量 の 増 加 や 、 脂 質 摂 取 量 の 減 少 な ど の よ う に 、

健 康 的 な 食 習 慣 の 予 測 因 子 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る

( 1 5 ;  1 6 ;  1 7 )。言 い 換 え る と 、朝 食 欠 食 は 、食 物 繊 維 や ビ タ ミ

ン 類 の 不 足 お よ び 脂 質 の 過 剰 摂 取 へ つ な が る 恐 れ が あ る

こ と を 意 味 し て い る 。ま た 、諸 外 国 の 成 人 に お い て 、朝 食

欠 食 の 継 続 は 、 体 重 増 加 に 影 響 す る こ と が 報 告 さ れ て い

る ( 1 8 ;  1 9 )。さ ら に 、日 本 人 成 人 に お い て も 、朝 食 欠 食 と B M I

の 増 加 の 間 に 関 連 が み ら れ る こ と が 報 告 さ れ て い る ( 2 0 ;  

2 1 )。加 え て 、朝 食 欠 食 は 、肥 満 ( 1 9 )、高 血 圧 症 ( 2 2 ;  2 3 )、脂 質

異 常 症 ( 2 3 ;  2 4 )、 イ ン ス リ ン 抵 抗 性 お よ び 糖 尿 病 ( 1 9 )、 心 血

管 疾 患 ( 2 3 ;  2 5 )な ど の 疾 患 と 関 連 が み ら れ る こ と も 報 告 さ

れ て い る 。こ の よ う に 、朝 食 欠 食 は 、栄 養 素 の 過 不 足 だ け

で な く 、 生 活 習 慣 病 発 症 に も 影 響 を お よ ぼ す こ と が 判 明

し て お り 、 生 活 習 慣 病 発 症 を 予 防 す る 上 で 無 視 で き な い

食 行 動 の １ つ で あ る 。  

 日 本 人 の 朝 食 欠 食 率 は 、 健 康 日 本 2 1 で 、 減 少 に む け た

目 標 項 目 を 定 め て の 取 り 組 み が お こ な わ れ た も の の ( 8 )、

現 在 も 、 男 性  1 5 . 0％ 、 女 性  1 0 . 2％ で あ り 、 1 0 年 間 以 上

減 少 を み せ て い な い ( 5 )。年 齢 階 級 別 に み る と 、男 女 と も に

そ の 割 合 は 、 2 0 歳 代 か ら 5 0 歳 代 の 者 で 高 く 、 特 に 、 2 0  

歳 代 で は 、男 性  3 0 . 6％ 、女 性  2 3 . 6％ と 約 ４ 人 に １ 人 が 朝

食 を 欠 食 し て い る と い う 現 状 が あ る ( 5 )。そ れ ゆ え 、朝 食 欠



6 

食 は 、 生 活 習 慣 病 の 発 症 お よ び 重 症 化 予 防 対 策 を 実 施 す

る こ と で 健 康 寿 命 の 延 伸 を 目 指 し て い る 日 本 に お い て 、

改 善 す べ き 重 要 お よ び 緊 急 性 の 高 い 課 題 の １ つ で あ る と

考 え ら れ る 。  

 

1 - 4  栄 養 知 識 と 食 事 お よ び 食 行 動 の 関 連  

 成 人 の 食 事 お よ び 食 行 動 に 影 響 を 与 え る 要 因 の １ つ と

し て 、栄 養 知 識 が 報 告 さ れ て い る 。た と え ば 、栄 養 知 識 の

レ ベ ル が 高 い 人 で は 、果 物 お よ び 野 菜 の 摂 取 量 が 多 く 、脂

質 の 摂 取 量 が 少 な い と い う 状 況 が み ら れ る こ と ( 2 6 ;  2 7 ;  2 8 )、

栄 養 知 識 の レ ベ ル と 鉄 の 摂 取 量 の 間 に は 、 正 の 相 関 が み

ら れ る こ と な ど が 報 告 さ れ て い る ( 2 9 )。 ま た 、 L e v y ら は 、

脂 質 と コ レ ス テ ロ ー ル に 関 す る 栄 養 知 識 を 有 す る 成 人 に

お い て 、 そ れ ら の 栄 養 素 摂 取 に 関 す る 食 行 動 に 改 善 が み

ら れ た こ と を 報 告 し て い る ( 3 0 )。 さ ら に 、 食 事 ガ イ ド ラ イ

ン に 関 す る 知 識 の 増 加 は 、 よ り 健 康 的 な 食 事 パ タ ー ン と

関 連 が み ら れ る こ と も 報 告 さ れ て い る ( 3 1 )。  

ま た 、食 習 慣 お よ び 食 嗜 好 が 形 成 さ れ 、身 に 付 い た 食 嗜

好 お よ び 食 習 慣 が 成 人 期 ま で 続 く こ と か ら ( 3 2 ;  3 3 ;  3 4 ;  3 5 ;  

3 6 )、 食 習 慣 を 形 成 す る 期 間 と し て 重 要 で あ る と 考 え ら れ

て い る だ け で な く 、 成 人 に な っ て か ら の 疾 病 罹 患 率 お よ

び 死 亡 率 を 低 下 さ せ る 可 能 性 が あ る た め に 適 切 な 食 事 を

実 践 で き る よ う 支 援 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ て い る 期 間

で あ る 幼 児 期 ( 3 7 )の 食 事 に 影 響 を 与 え る 要 因 の １ つ に 、 保

護 者 の 栄 養 知 識 が あ げ ら れ る ( 3 8 ;  3 9 )。た と え ば 、母 親 の 栄
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養 知 識 レ ベ ル は 子 ど も の 果 物 の 摂 取 量 の 増 加 に 影 響 し て

い る こ と ( 4 0 )、 保 護 者 の 栄 養 知 識 レ ベ ル が 子 ど も の 健 康 的

な 食 生 活 を 導 く 可 能 性 が 高 い こ と な ど 、 保 護 者 の 栄 養 知

識 レ ベ ル は 子 ど も の 食 事 の 質 に 大 き く 影 響 を あ た え る こ

と が 報 告 さ れ て い る ( 4 0 ;  4 1 ;  4 2 ;  4 3 )。  

こ の よ う に 、成 人 の 栄 養 知 識 レ ベ ル は 、本 人 自 身 だ け で

な く 、 家 族 の 食 事 の 質 の 予 測 因 子 で も あ り ( 4 4 )、 食 品 選 択

に お い て も 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る た め ( 3 9 )、 食 事 や 食 行

動 に 関 す る 教 育 お よ び 対 策 を 実 施 す る 上 で 、 適 切 な 評 価

を お こ な う 必 要 が あ る 。  

前 述 し た よ う に 、 朝 食 欠 食 は 生 活 習 慣 病 の 発 症 お よ び

重 症 化 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て お り 、 日 本 だ

け で な く 、 ア メ リ カ お よ び イ ギ リ ス な ど を 含 む 世 界 中 に

お い て 、 公 衆 衛 生 上 の 重 要 な 課 題 の １ つ と さ れ て い る ( 4 5 ;  

4 6 )。し か し な が ら 、朝 食 欠 食 と 栄 養 知 識 と の 関 連 を 検 討 し

た 研 究 の 報 告 は 、現 在 ま で に １ 件 の み で あ る ( 4 7 )。し か し 、

こ の 報 告 で の 栄 養 知 識 の 評 価 は 、 後 述 の 妥 当 性 お よ び 信

頼 性 を 有 す る 「 一 般 的 な 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票

（ G N K Q） ( 4 8 )」 に 含 ま れ る 11 0 項 目 の 質 問 項 目 の う ち 、

一 部 で あ る ８ 項 目 の 質 問 項 目 の み で お こ な わ れ て お り 、

そ の 妥 当 性 に は 疑 念 が 残 さ れ て い る 。  

     

1 - 5  栄 養 知 識 の 評 価  

栄 養 知 識 は 、 正 し い 食 行 動 を 導 く た め に 必 要 な 要 因 の

１ つ で あ る ( 3 9 )。 そ の た め 、 食 習 慣 改 善 を 目 指 す 食 教 育 を
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実 施 す る 際 に は 、 ベ ー ス ラ イ ン 時 の 栄 養 知 識 の レ ベ ル の

評 価 、 お よ び 教 育 後 に 教 育 に よ る 栄 養 知 識 の レ ベ ル の 変

化 を 評 価 す る こ と が 必 要 で あ る 。H e n d r i e ら は 、理 想 と し

て 、栄 養 教 育 を 実 施 す る 前 後 に 、対 象 と な る 人 々 の 栄 養 知

識 を 妥 当 性 の あ る ツ ー ル を 用 い て 評 価 し 、 対 象 者 に 応 じ

た 栄 養 教 育 を 実 施 す る 必 要 性 が あ る こ と を 報 告 し て い る

( 4 9 )。 ま た 、 食 事 お よ び 食 行 動 に 関 す る 施 策 立 案 を お こ な

う 際 に も 、 食 事 や 食 行 動 に 対 す る 栄 養 知 識 の 影 響 を 適 正

に 把 握 す る 必 要 が あ る 。こ の よ う に 、多 く の 場 面 に お い て 、

栄 養 知 識 を 評 価 す る 必 要 性 が 高 ま っ て い る 。し か し 、妥 当

性 お よ び 信 頼 性 を 評 価 し て い な い 調 査 票 を 用 い て の 栄 養

知 識 の 測 定 は 、正 確 さ に 欠 け る た め に 、正 し く 評 価 で き な

い こ と が 報 告 さ れ て い る た め ( 5 0 )、 栄 養 知 識 を 評 価 す る た

め に は 、 妥 当 性 お よ び 信 頼 性 を 有 す る ツ ー ル が 必 要 と な

る ( 5 1 )。  

1 9 9 9 年 に 、 世 界 で は じ め て 、 心 理 統 計 学 的 基 準 ( 5 2 ;  5 3 )

を も と に 妥 当 性 お よ び 信 頼 性 を 評 価 し た イ ギ リ ス 成 人 を

対 象 と す る 「 一 般 的 な 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票

（ G e n e r a l  N u t r i t i o n  K n o w l e d g e  Q u e s t i o n n a i r e： G N K Q）」

が 、 P a r m e n t e r ら に よ り 開 発 さ れ た ( 4 8 )。 調 査 票 開 発 後 、

イ ギ リ ス 国 民 の 栄 養 知 識 と 属 性 と の 関 連 を 調 べ る 大 規 模

調 査 が 、開 発 さ れ た 調 査 票 を 用 い て 実 施 さ れ 、そ の 結 果 か

ら 浮 上 し た 課 題 に 対 し 、 必 要 な 対 策 が 検 討 さ れ た ( 5 4 )。  

栄 養 知 識 の 評 価 に お い て 、 食 文 化 や 食 習 慣 が 異 な る 場

合 は 、 調 査 票 を 地 域 ご と に 独 自 に 開 発 す る 必 要 が あ る こ
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と を 、P a r m e n t e r ら は 提 言 し て い る ( 4 8 )。そ の た め 、G N K Q

が 開 発 さ れ て 以 降 、 P a r m e n t e r ら が 開 発 し た G N K Q を も

と に 、オ ー ス ト ラ リ ア ( 5 5 )や ト ル コ ( 5 6 )に お い て 、そ れ ぞ れ

の 国 の 食 事 摂 取 状 況 や 食 事 指 針 な ど の ガ イ ド ラ イ ン に お

け る 食 事 推 奨 量 な ど を 考 慮 し 、 質 問 項 目 の 一 部 を 改 正 し

た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 が 開 発 さ れ た 。そ の 結 果 、現

在 、「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 は ３ つ の バ ー ジ ョ ン が

存 在 す る 。し か し な が ら 、日 本 は 、上 述 し た ３ つ の 欧 米 の

国 々 と は 、 食 事 パ タ ー ン お よ び 食 事 推 奨 量 や 食 事 指 針 な

ど の ガ イ ド ラ イ ン が 大 き く 異 な る ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 ;  6 0 )  。 そ の た

め 、す で に 開 発 を 終 え て い る 既 存 の「 栄 養 知 識 を 評 価 す る

調 査 票 」を 用 い て 、栄 養 知 識 を 評 価 す る こ と が で き ず 、現

状 で は 、正 確 に 栄 養 知 識 を 評 価 す る こ と は 難 し い 。そ の た

め 、日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 的 確 に 測 定 す る た め に 、日 本

人 を 対 象 と し た「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」を 開 発 す る

必 要 が あ る 。  
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第 2 節  本 研 究 の 目 的  

現 在 の 日 本 に お い て は 、 妥 当 性 お よ び 信 頼 性 を 有 す る

「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」が 存 在 し な い ゆ え に 、食 行

動 や 食 事 摂 取 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 が 大 き い と 考 え ら れ

る 栄 養 知 識 を 科 学 的 に 評 価 す る こ と が で き な い 。 そ の た

め 、 適 切 な 食 育 活 動 の 実 施 お よ び 生 活 習 慣 病 対 策 に 関 す

る 施 策 立 案 が 難 し く な っ て い る 。こ の 現 状 に 着 目 し 、日 本

人 成 人 の 栄 養 知 識 を 科 学 的 に 評 価 す る こ と が で き る よ う

に す る こ と を 目 指 し 、内 容 妥 当 性 、内 部 信 頼 性 、構 造 妥 当

性 、再 テ ス ト 信 頼 性 を 有 す る「 日 本 人 成 人 を 対 象 と し た 栄

養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 を 開 発 す る こ と を 本 研 究 の 第

一 の 目 的 と し た 。  

ま ず 、【 研 究 Ⅰ 】に お い て 、「 日 本 人 成 人 を 対 象 と し た 栄

養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 （ J G N K Q）」 を 作 成 す る た め に 、

「 イ ギ リ ス 成 人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票

（ G N K Q）」 お よ び 日 本 で 提 示 さ れ て い る 食 事 に 関 す る 指

針 等 を 参 考 に 、 J G N K Q に 含 む 必 要 の あ る 質 問 項 目 を 検 討

し 、「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票（ P i l o t - J G N K Q）」を 作 成

し た 。 そ の 後 、 P i l o t - J G N K Q に 含 ま れ た 各 質 問 項 目 を 内

容 妥 当 性 お よ び 内 部 信 頼 性 の 観 点 か ら 検 討 し 、 J G N K Q に

含 む べ き 質 問 項 目 を 決 定 し た 。し か し 、内 容 妥 当 性 お よ び

内 部 信 頼 性 の 観 点 の み で は 、 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票

の 妥 当 性 お よ び 信 頼 性 を 完 全 に 評 価 で き た こ と に は な ら

な い 。そ の た め 、【 研 究 Ⅱ 】に お い て 、【 研 究 Ⅰ 】の 結 果 か

ら 調 査 票 に 含 む 必 要 が あ る と 示 唆 さ れ た 質 問 項 目 に よ り
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構 成 さ れ た J G N K Q を 、構 造 妥 当 性 お よ び 再 テ ス ト 信 頼 性

の 観 点 か ら 検 討 す る こ と と し た 。  

さ ら に 、【 研 究 Ⅲ 】に お い て 、【 研 究 Ⅰ 】お よ び【 研 究 Ⅱ 】

に よ り 開 発 し た 「 日 本 人 成 人 を 対 象 と す る 栄 養 知 識 を 評

価 す る 調 査 票（ J G N K Q）」を 用 い て 、日 本 人 成 人 の 栄 養 知

識 レ ベ ル を 測 定 し 、 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 レ ベ ル と 属 性

と の 関 連 、お よ び 健 康 寿 命 の 延 伸 を 目 指 す た め に 、生 活 習

慣 病 の 発 症 お よ び 重 症 化 の 予 防 に 取 り 組 ん で い る 現 在 の

日 本 に お い て 、 生 活 習 慣 病 の 発 症 お よ び 重 症 化 の リ ス ク

要 因 の １ つ で あ り 、 早 急 に 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ る 課 題

で あ る 朝 食 欠 食 と 栄 養 知 識 レ ベ ル と の 関 連 に つ い て 検 討

す る こ と を 、 生 活 習 慣 病 発 症 予 防 に 向 け た エ ビ デ ン ス 構

築 の 一 歩 と し て 実 施 し た 。  

第 １ 節 の 4 で 述 べ た と お り 、 栄 養 知 識 の レ ベ ル は 食 生

活 お よ び 食 習 慣 に 大 き く 影 響 す る 因 子 で あ る こ と か ら 、

栄 養 に 関 す る 施 策 お よ び 栄 養 教 育 を 実 施 す る 上 で 、 対 象

者 の 栄 養 知 識 を 正 確 に 評 価 し 、 対 象 者 に 見 合 っ た 施 策 お

よ び 教 育 を 実 施 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。そ の た め 、本

研 究 に よ り 、 日 本 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 で き る よ う に な る

こ と は 、従 来 、解 明 さ れ て い な い 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 の

現 状 を 正 確 に 把 握 す る こ と を 可 能 に す る 。ま た 、日 本 人 の

栄 養 知 識 の 現 状 を 把 握 す る こ と に よ り 、家 庭 、教 育 機 関 、

臨 床 現 場 、地 域 な ど の さ ま ざ ま な 食 教 育 の 場 で 、ラ イ フ ス

テ ー ジ に 応 じ た 食 育 お よ び 対 象 者 各 々 に 応 じ た 食 育 を 実

施 す る こ と を 可 能 に す る 。そ し て 、将 来 的 に は 、国 の ヘ ル
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ス プ ロ モ ー シ ョ ン 対 策 の 方 針 の 一 助 と な る こ と が 期 待 さ

れ る 。さ ら に 、本 研 究 に お い て 、日 本 人 の 栄 養 知 識 を 評 価

す る 調 査 票 を 用 い て 栄 養 知 識 を 測 定 で き る こ と を 確 認 し 、

日 本 人 に お け る 栄 養 知 識 の レ ベ ル と 生 活 習 慣 病 発 症 の 大

き な リ ス ク の １ つ で あ る 朝 食 欠 食 と の 関 連 を 明 ら か に す

る こ と に よ り 、 本 研 究 に お い て 開 発 し た 栄 養 知 識 を 評 価

す る 調 査 票 （ J G N K Q） の 有 用 性 を 証 明 し た こ と は 、 公 衆

栄 養 上 、 対 応 す べ き 重 要 な 課 題 に 対 す る 方 策 へ の 一 助 と

な り 、 生 活 習 慣 病 の 発 症 お よ び 重 症 化 の 予 防 へ の １ つ の

ツ ー ル と し て 利 用 で き る こ と 、 ま た そ の 先 に あ る 健 康 寿

命 の 延 伸 へ つ な が る こ と で 、 現 在 大 き く 問 題 と な っ て い

る 医 療 費 の 減 少 等 を 導 く 結 果 と な る こ と が 期 待 さ れ る 。  
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第 2 章  【【 研 究 Ⅰ 】 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価

す る 調 査 票 に 含 む べ き 質 問 項 目 の 検 討  

第 1 節  目 的  

 生 活 習 慣 病 の 患 者 数 が 増 加 し つ づ け て い る 日 本 に お い

て ( 4 )、 生 活 習 慣 病 患 者 数 お よ び 生 活 習 慣 病 が 原 因 で あ る

死 亡 者 数 の 減 少 が 望 ま れ て い る 。 生 活 習 慣 病 を 発 症 す る

要 因 の １ つ に 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 と エ ネ ル ギ ー 消 費 量 の

バ ラ ン ス の 不 均 衡 状 態 が あ げ ら れ 、 そ の 状 況 を 改 善 す る

た め に 必 要 な 要 因 の １ つ は 、 栄 養 知 識 で あ る こ と が 報 告

さ れ て い る ( 3 9 )。 そ の た め 、 現 在 の 日 本 に お い て 、 生 活 習

慣 病 予 防 の た め の 食 教 育 実 施 お よ び 施 策 立 案 を お こ な っ

て い く 上 で 、 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 で き る よ う に な る こ

と が 求 め ら れ て い る 。  

 第 １ 章 で 述 べ た 様 に 、イ ギ リ ス に お い て 、世 界 で 初 め て

と な る 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票（ G N K Q）が 開 発 さ れ ( 4 8 )、

そ の 後 、そ れ に 基 づ き オ ー ス ト ラ リ ア ( 5 5 )お よ び ト ル コ ( 5 6 )

に お い て 、「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」が 開 発 さ れ た（ 表

１ )。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 国 々 と 食 生 活 お よ び 食 習 慣

が 異 な る 地 域 に お い て 、 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 は 開

発 さ れ て お ら ず 、 そ の な か の 一 国 で あ る 日 本 に お い て も 、

日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 正 確 に 評 価 す る こ と が で き な い

状 態 で あ る 。そ の た め 、日 本 人 成 人 を 対 象 と し た「 栄 養 知

識 を 評 価 す る 調 査 票 」 を あ ら た に 開 発 す る 必 要 が あ る 。  

 そ こ で 、 本 章 に お い て は 、「 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評

価 す る 調 査 票 （ J G N K Q）」 を 開 発 す る た め に 、 J G N K Q に
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含 む 必 要 が あ る 質 問 項 目 を 、 項 目 の 難 易 度 お よ び 項 目 の

識 別 能 力 か ら 評 価 す る 内 容 妥 当 性 、 お よ び 回 答 者 が 一 貫

し た 回 答 が で き て い る か を 評 価 す る 内 部 信 頼 性 の 観 点 か

ら 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  
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第 2 節  方 法  

2 - 1  研 究 デ ザ イ ン  

 は じ め に 、 P a r m e n t e r ら に よ り 開 発 さ れ た G N K Q ( 4 8 )に

含 ま れ る 質 問 項 目 を も と に 、「 日 本 人 成 人 を 対 象 と し た 内

容 妥 当 性 お よ び 内 部 信 頼 性 を 検 討 す る た め の 栄 養 知 識 を

評 価 す る 調 査 票 （ P i l o t - J G N K Q）」 を 作 成 し た 。 そ の 後 、

2 0 1 5 年 の ２ 月 か ら ３ 月 に か け て 、 1 8 歳 か ら 6 4 歳 の 日 本

人 成 人 1 1 8 2 名 を 対 象 に J G N K Q に 含 む べ き 質 問 項 目 を 検

討 す る た め の 内 容 妥 当 性 お よ び 内 部 信 頼 性 を 評 価 す る 調

査 を 、 P i l o t - J G N K Q を 用 い て 、 実 施 し た 。  

イ ン フ ォ ー ム ド・コ ン セ ン ト は 、各 参 加 者 よ り 署 名 に て

得 た 。ま た 、本 研 究 は 、聖 徳 大 学 の 倫 理 委 員 会 に よ り 承 認

を 得 て 実 施 し た （ 承 認 番 号 ： H 2 6 U 0 3 5）。  

 

2 - 2  イ ギ リ ス 人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査

票 （ G N K Q）  

イ ギ リ ス で 開 発 さ れ た G N K Q ( 4 8 )は 、 ① 栄 養 知 識 と 食 行

動 に 関 連 す る 主 要 な 側 面 の 基 礎 と な る 領 域 で あ り 、 最 新

の 食 事 に 関 す る 勧 告 や 推 奨 量 な ど の 知 識 を 評 価 す る 「 栄

養 情 報 に 関 す る 理 解 （ 11 点 ）」、 ② 勧 告 な ど で あ げ ら れ る

栄 養 素 が ど の 食 品 に 含 ま れ る か に つ い て の 知 識 を 評 価 す

る 「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 （ 6 9 点 ）」、 ③ 最 も 健 康

に 良 い 食 品 を 同 定 し 、選 択 で き る 能 力 を 評 価 す る「 食 品 を

選 ぶ 能 力 （ 1 0 点 ）」、 ④ 特 定 の 食 品 を 食 べ る も し く は 食 べ

な い こ と に 対 す る 健 康 的 意 義 に つ い て の 知 識 を 評 価 す る
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「 食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理 解（ 2 0 点 ）」の ４ つ の 領

域 、 全 11 0 点 で 構 成 さ れ て い る （ A p p e n d i x  1）。  

「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」の 領 域 は 、イ ギ リ ス で 摂 取 不

足 や 摂 取 過 剰 な ど が 課 題 と な っ て い る 栄 養 素 や 食 品 群 に

対 し て 、専 門 家 が 推 奨 す る 摂 取 方 法（ 積 極 的 に 摂 取 す べ き

食 品 や 栄 養 素 で あ る か お よ び １ 日 に ど の 程 度 の サ ー ビ ン

グ 数 を 摂 取 す べ き 食 品 で あ る か 等 ） に 関 す る 質 問 項 目 で

構 成 さ れ て い る 。 ま た 、「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」

の 領 域 は 、「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」 の 領 域 で も 問 わ れ た

イ ギ リ ス で 摂 取 不 足 や 摂 取 過 剰 な ど が 課 題 と な っ て い る

栄 養 素 が ど の 食 品 に 含 ま れ て い る か 、 ま た 食 品 に よ り 含

ま れ て い る 栄 養 素 量 が 異 な る か 否 か 等 、 具 体 的 に 栄 養 素

と 食 品 を 結 び つ け る こ と が で き る 知 識 を 問 う 質 問 項 目 お

よ び そ れ ら の 栄 養 素 が 含 ま れ る 代 表 的 な 食 品 の 代 替 食 品

を 問 う 質 問 項 目 等 で 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、「 食 品 を 選

ぶ 能 力 」の 領 域 は 、現 在 、イ ギ リ ス に お い て 、摂 取 不 足 や

摂 取 過 剰 の 観 点 で 課 題 に あ が っ て い る 栄 養 素 を 含 む 食 品

を 実 際 に 摂 取 す る 場 面 を 想 定 し 、 そ の 状 況 の も と で 最 善

と 考 え ら れ る 食 品 を 選 択 す る こ と が で き る か を 問 う 質 問

項 目 （ 脂 質 を 減 ら す べ き 時 に 選 択 す べ き チ ー ズ の 種 類 な

ど ）が 含 ま れ て い る 。最 後 の 領 域 で あ る「 食 事 と 疾 病 の 関

係 に つ い て の 理 解 」は 、生 活 習 慣 病 に つ な が る 栄 養 素 お よ

び 食 品 群 摂 取 量 を 問 う 質 問 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。  

G N K Q の 回 答 は 、１ 問 ご と に 、正 解 の 場 合 は １ 点 、不 正

解 の 場 合 は ０ 点 に そ れ ぞ れ 変 換 さ れ 、 G N K Q 回 答 者 の ４
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領 域 そ れ ぞ れ の 点 数 お よ び 総 合 点 数 が 算 出 さ れ る 。 領 域

別 の 点 数 お よ び 総 合 点 数 と も に 、点 数 が 高 い ほ ど 、栄 養 知

識 レ ベ ル が 高 い こ と を 示 し て い る 。  

 

2 - 3  栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 （ P i l o t - J G N K Q）  

は じ め に 、 P i l o t - J G N K Q を 作 成 す る た め に 、 G N K Q の

４ つ の 領 域 に 含 ま れ る す べ て の 質 問 項 目 を 日 本 語 に 訳 し

た 。 そ の 後 、 ２ 名 の 管 理 栄 養 士 に よ り G N K Q の ４ つ の 領

域 に 含 ま れ る 各 質 問 項 目 が 、 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評

価 す る 際 に 必 要 で あ る か 否 か 、 お よ び G N K Q の 質 問 項 目

を そ の ま ま 日 本 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 質 問 項 目 に 使 用

す る こ と が 可 能 で あ る か 、さ ら に 、日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識

を 評 価 す る た め に 追 加 す べ き 質 問 項 目 が あ る か に つ い て

検 討 を お こ な っ た 。す べ て の 検 討 は 、２ 名 の 管 理 栄 養 士 が

お こ な っ た が 、 ２ 名 の 管 理 栄 養 士 の 間 に 意 見 の 相 違 が あ

っ た 場 合 は 、 ３ 人 目 の 管 理 栄 養 士 に 意 見 を 求 め 決 定 し た 。 

 

2 - 3 - 1  G N K Q か ら 削 除 し た 質 問 項 目  

G N K Q の ４ つ の 領 域 に 含 ま れ る 各 質 問 項 目 が 、 日 本 人

成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 際 に 必 要 で あ る か 否 か を 、 日

本 人 の 食 事 や 栄 養 素 摂 取 量 の 指 針 と し て 策 定 さ れ た 「 食

生 活 指 針 ( 6 1 )」、「日 本 人 の た め の 食 事 摂 取 基 準（ 2 0 1 5 年 版 ）

( 6 2 )」、「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド ( 6 3 )」、 日 本 の 食 事 摂 取 量 の 現

状 を 示 す 資 料 で あ る「 平 成 2 3 年 国 民 健 康・栄 養 調 査 ( 6 4 )」、

お よ び 栄 養 お よ び 健 康 に 関 連 す る 論 文 が 掲 載 さ れ て い る
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P u b M e d か ら 抽 出 し た 論 文 を 参 考 に し て 検 討 し た 。各 領 域

の 質 問 項 目 の 必 要 の 有 無 を 検 討 す る 際 に 根 拠 と し て 参 考

に 用 い た 資 料 を 表 ２ に 示 す 。  

G N K Q に お け る「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」の 領 域 に 含 ま

れ る「 牛 乳 の 選 択 」に 関 す る 質 問 項 目 は 、イ ギ リ ス に お い

て は 、 牛 乳 の 摂 取 量 が 多 い こ と に 起 因 す る 可 能 性 が あ る

脂 肪 摂 取 量 増 加 が 課 題 の １ つ で あ る が 、現 在 、日 本 人 の 牛

乳 摂 取 量 は 少 な い 状 況 で あ り ( 6 4 )、 課 題 と し て あ げ ら れ て

い な い 。そ の た め 、こ の 質 問 項 目 は 日 本 人 の 栄 養 知 識 を 評

価 す る た め に は 適 さ な い と 判 断 し 、 削 除 す る こ と と し た 。 

イ ギ リ ス 、オ ー ス ト ラ リ ア お よ び ト ル コ に お い て は 、オ

レ ン ジ ス カ ッ シ ュ の 過 剰 摂 取 に よ る 砂 糖 摂 取 量 の 増 加 、

ケ チ ャ ッ プ 使 用 量 過 剰 に よ る 砂 糖 摂 取 量 の 増 加 、 牛 乳 お

よ び チ ー ズ の 過 剰 摂 取 に よ る 脂 質 摂 取 量 の 増 加 、 肉 の 摂

取 過 剰 に よ る 脂 質 摂 取 量 の 増 加 、 砂 糖 の 使 用 頻 度 増 加 に

よ る 砂 糖 摂 取 量 増 加 、 サ ン ド イ ッ チ の パ ン の 量 に 対 す る

チ ー ズ の 量 の 過 剰 摂 取 に よ る 脂 質 摂 取 量 増 加 な ど が 、 国

民 の 健 康 な 状 態 を 損 な う 食 品 の 摂 取 方 法 と し て 課 題 に あ

げ ら れ て い る た め 、G N K Q を は じ め と し た 各 国 の「 栄 養 知

識 を 評 価 す る 調 査 票 」の 質 問 項 目 に あ げ ら れ て い る 。し か

し な が ら 、日 本 に お い て は 、「食 生 活 指 針 ( 6 1 )」等 に お い て

も 提 起 さ れ て お ら ず 、 現 段 階 で は 不 健 康 な 状 態 に つ な が

る 課 題 と は 考 え ら れ て い な い 。 そ こ で 、「 食 品 に 含 ま れ る

栄 養 素 の 知 識 」の 領 域 お よ び「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」の 領 域 に

含 ま れ る そ れ ら の 質 問 項 目 は 、 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を
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評 価 す る た め に 必 要 な 質 問 項 目 で は な い と 判 断 し 、 削 除

す る こ と と し た 。  

 

2 - 3 - 2  G N K Q か ら 変 更 し た 質 問 項 目  

G N K Q に お け る 【「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」の 領 域 は 、イ

ギ リ ス に お い て 、 摂 取 不 足 お よ び 過 剰 が 問 題 と な っ て い

る 栄 養 素 や 食 品 群 に 関 す る 指 針 を 問 う 質 問 項 目 で あ っ た 。

し か し 、 日 本 と 欧 米 諸 国 で は 食 文 化 お よ び 食 事 パ タ ー ン

が 異 な っ て い る た め ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 )、 課 題 に あ が っ て く る 栄 養

素 や 食 品 群 も 、日 本 と 欧 米 諸 国 で は 異 な る 部 分 が あ る 。そ

こ で 、「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」 の 領 域 に は 、 イ ギ リ ス の

指 針 で な く 、 日 本 に お け る 「 食 生 活 指 針 ( 6 1 )」 を 参 照 し 、

日 本 に お い て 課 題 と さ れ て い る 栄 養 素 お よ び 食 品 群 に 関

し て 、 専 門 家 が 推 奨 す る 摂 取 方 法 を 問 う 質 問 項 目 に 変 更

し た 。  

「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」 の 領 域 に 含 ま れ て い

る 質 問 項 目 で あ る 「 牛 乳 と ス キ ム ミ ル ク の た ん ぱ く 質 含

有 量 お よ び カ ル シ ウ ム 含 有 量 」を 問 う 項 目 に 関 し て は 、ス

キ ム ミ ル ク が 日 本 で は 一 般 的 に 使 用 さ れ て い な い た め 、

ス キ ム ミ ル ク を 低 脂 肪 乳 に 変 更 し た 質 問 項 目 で 対 応 す る

こ と と し た 。 さ ら に 、「 ビ タ ミ ン や ミ ネ ラ ル を 多 く 含 む パ

ン の 種 類 」に 関 す る 質 問 項 目 に 関 し て は 、諸 外 国 に お い て

は 代 表 的 な 主 食 が パ ン で あ る こ と か ら 、 パ ン に つ い て 問

う て る た め 、 J G N K Q で は 、日 本 人 の 代 表 的 な 主 食 で あ る

米 の 問 題 に 変 更 す る こ と と し た 。 ま た 、「 最 も エ ネ ル ギ ー
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が 高 い 栄 養 素 」を 問 う 質 問 項 目 の 選 択 肢 に 、G N K Q で は た

ん ぱ く 質 が 含 ま れ て い な か っ た 。た ん ぱ く 質 は 、エ ネ ル ギ

ー を 産 生 す る 栄 養 素 で あ り 、 質 問 項 目 に 含 ま な い 根 拠 が

な い と 判 断 し 、 J G N K Q に は 選 択 肢 の １ つ と し て 含 む こ と

と し た 。 さ ら に 、「 最 も 一 価 不 飽 和 脂 肪 酸 を 多 く 含 む 油 の

種 類 」を 問 う 質 問 項 目 の 選 択 肢 に は 、日 本 の 家 庭 で 一 般 的

に 使 用 の 頻 度 が 低 い コ コ ナ ッ ツ 油 や ひ ま わ り 油 、 パ ー ム

油 な ど が 含 ま れ て い た 。そ の た め 、よ り 日 本 の 家 庭 で 使 用

頻 度 の 高 い 菜 種 油 、 大 豆 油 お よ び ラ ー ド に 変 更 す る こ と

と し た 。  

ま た 、食 品 を 実 際 に 摂 取 す る 場 面 を 想 定 し 、そ の 状 況 の

も と で 最 善 と 考 え ら れ る 食 品 を 選 択 す る こ と が で き る か

を 問 う「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」の 領 域 で は 、日 本 で は 一 般 的 に

過 剰 に 摂 取 さ れ る こ と が な い チ ー ズ の 種 類 に よ る 脂 質 含

有 量 に 関 す る 質 問 項 目 が 、 G N K Q に お い て 設 定 さ れ て い

た 。し か し 、日 本 と 欧 米 諸 国 の 食 文 化 は 異 な り ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 )、

日 本 に お い て は 、 チ ー ズ の 摂 取 量 は あ ま り 多 く な い ( 6 4 )。

そ こ で 、 J G N K Q で は 、 チ ー ズ の 種 類 で は な く 、 脂 質 の 含

有 量 が 異 な り 、 日 本 で も 一 般 的 に 食 べ ら れ て い る パ ン を

提 示 し 、脂 質 含 有 量 を 問 う 質 問 項 目 に 変 更 し た 。ま た 、食

塩 摂 取 過 剰 に 関 し て は 、 パ ス タ と ソ ー ス の 分 量 の 配 分 や

料 理 の 種 類 で 食 塩 摂 取 量 の 過 剰 へ の 影 響 を 問 う 項 目 が 含

ま れ て い た 。し か し 、日 本 は 諸 外 国 と 異 な り 、食 塩 が 多 く

含 有 さ れ て い る 昔 か ら の 伝 統 的 な 調 味 料 が 食 塩 の 過 剰 に

大 き く 影 響 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い る た め ( 6 5 ;  6 6 )、調
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味 料 の 種 類 に よ る 食 塩 の 含 有 量 を 問 う 質 問 項 目 に 変 更 す

る こ と と し た 。  

イ ギ リ ス で 開 発 さ れ た G N K Q で は 、「食 事 と 疾 病 の 関 係

に つ い て の 理 解 」の 領 域 に お け る ９ 項 目 目 の 質 問 項 目「 抗

酸 化 ビ タ ミ ン と い う 言 葉 を 聞 い た こ と が あ り ま す か 。」 と

1 0 項 目 目 の 質 問 項 目「 ９ の 質 問 で「 あ る 」と 答 え た 場 合 、

次 に あ げ る ビ タ ミ ン は 、 抗 酸 化 ビ タ ミ ン で あ る と 思 い ま

す か 。」は 、９ 項 目 目 の 質 問 を 受 け て 、「９ の 質 問 で「 あ る 」

と 答 え た 場 合 に の み 、 1 0 項 目 目 に 回 答 す る と い う 質 問 形

式 で あ っ た 。こ の 質 問 の 構 成 に は 、点 数 化 を お こ な う 際 に

２ つ の 問 題 点 が 生 じ る こ と が 考 え ら れ た 。 １ つ 目 の 問 題

点 は 、９ 項 目 目 の 質 問 項 目 は 、知 っ て い る か 否 か の 主 観 的

な 状 況 を 把 握 す る こ と は で き る が 、 知 識 を 客 観 的 に 測 定

で き る 項 目 で は な い た め 、 栄 養 知 識 を 科 学 的 に 評 価 す る

と い う 観 点 に お い て 妥 当 性 に 欠 け る 可 能 性 が あ る 点 で あ

る 。そ し て 、２ つ 目 の 問 題 点 は 、２ つ の 質 問 項 目 が 独 立 し

た 構 成 と な っ て い な い た め 、 そ れ ぞ れ の 問 題 ご と に 点 数

化 を お こ な う こ と が 妥 当 で あ る と 判 断 で き な い こ と で あ

る 。 そ の た め 、「 日 本 人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る

調 査 票 」を 作 成 す る に あ た っ て は 、こ の ２ つ 質 問 を １ つ の

質 問 項 目「 次 に あ げ る ビ タ ミ ン は 、抗 酸 化 ビ タ ミ ン で あ る

と 思 い ま す か 」に ま と め 、客 観 的 な 質 問 項 目 と し て 点 数 化

す る 形 式 を と っ た 。  

さ ら に 、 日 本 と 欧 米 諸 国 で は 食 文 化 お よ び 食 事 パ タ ー

ン が 異 な っ て い る た め ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 )、 G N K Q の 質 問 項 目 に あ
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が っ て い る 料 理 お よ び 食 品 の 一 部 に は 、 日 本 人 に と っ て

一 般 的 で な い 料 理 お よ び 食 品 が 含 ま れ て い た 。そ こ で 、日

本 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 際 に 必 要 で あ る と 判 断 さ れ た

質 問 項 目 の 中 に あ げ ら れ て い る 料 理 お よ び 食 品 の 中 で 、

日 本 人 に と っ て 一 般 的 で な い 料 理 お よ び 食 品 を 、 栄 養 素

含 有 量 お よ び 調 理 法 な ど が 類 似 す る 日 本 人 に 身 近 な 料 理

お よ び 食 品 に 、 す べ て の 領 域 を 通 し て 変 更 し た （ 表 ３ ）。 

 

2 - 3 - 3  J G N K Q で あ ら た に 追 加 し た 質 問 項 目  

日 本 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る に あ た り 、 G N K Q に は 含

ま れ て い な か っ た が 、 J G N K Q に 追 加 す る 必 要 が あ る 質 問

項 目 の 有 無 つ い て 、 検 討 を 行 っ た 。  

ま ず 、「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」 の 領 域 に お い て は 、 国

民 に 対 し て 健 康 的 な 食 事 の 推 奨 量 に 関 す る 情 報 の 代 表 例

と し て 提 示 さ れ て い る 「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド ( 6 3 )  」  の 食

品 群 の 分 類 お よ び 推 奨 サ ー ビ ン グ 数 に つ い て の 質 問 項 目

は 、 日 本 に お け る 食 事 バ ラ ン ス に 関 す る 代 表 的 指 針 の １

つ で あ る た め 、 日 本 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 際 に 必 要 で

あ る と 判 断 し 追 加 す る こ と と し た 。ま た 、日 本 人 の エ ネ ル

ギ ー お よ び 栄 養 素 摂 取 量 の 基 準 と し て 提 示 さ れ て い る

「 日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準（ 2 0 1 5 年 版 ） ( 6 2 )」は 、日 本 に お

い て 食 事 に 関 す る 代 表 的 な 指 針 で あ る 。「 日 本 人 の 食 事 摂

取 基 準（ 2 0 1 5 年 版 ）( 6 2 )」で は 、エ ネ ル ギ ー の 評 価 方 法 が 、

摂 取 エ ネ ル ギ ー 量 と 推 定 エ ネ ル ギ ー 必 要 量 と の 比 較 か ら 、

B M I で の 評 価 へ と 大 き な 変 更 が あ っ た 。 そ の た め 、 こ の
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内 容 に 関 し て は 、 日 本 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 際 に 必 要

で あ る と 判 断 し 、 追 加 す る こ と と し た 。 さ ら に 、「 食 生 活

指 針 ( 6 1 )」 に お い て 、 朝 食 の 摂 取 が 推 進 さ れ て い る 。 し か

し 、日 本 人 の 若 年 世 代 で は 、朝 食 の 欠 食 率 が 2 5 %程 度 で あ

り 、 減 少 傾 向 を 見 せ て い な い こ と が 報 告 さ れ て い る ( 6 4 )。

そ の た め 、 朝 食 摂 取 に 関 す る 質 問 項 目 を 追 加 す る こ と と

し た 。  

つ ぎ に 、「 平 成 2 3 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 ( 6 4 )」 の 結 果 と

「 日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準（ 2 0 1 5 年 版 ） ( 6 2 )」を 比 較 し 、日

本 人 に お い て 摂 取 不 足 が 心 配 さ れ る 栄 養 素 で あ る ビ タ ミ

ン A、ビ タ ミ ン B 1、ビ タ ミ ン B 2、ビ タ ミ ン B 6、ビ タ ミ ン

C、 カ リ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 鉄 、 亜 鉛 に 関 す る 質 問 項 目

を 、 栄 養 素 摂 取 量 不 足 を 回 避 す る 観 点 か ら 重 要 な 課 題 で

あ る と 判 断 し 、「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」 の 領 域 に

追 加 す る こ と と し た 。一 方 で 、摂 取 過 剰 が 心 配 さ れ る 栄 養

素 は 、 す で に G N K Q の 質 問 項 目 に も 含 ま れ て い る 食 塩 相

当 量 の み で あ っ た た め 、 あ ら た に 追 加 項 目 を 設 定 す る 必

要 は な い と 判 断 し た 。  

ま た 、「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」の 領 域 お よ び「 食

品 を 選 ぶ 能 力 」 の 領 域 に お い て 質 問 項 目 に 掲 げ ら れ る 食

品 に つ い て は 、 イ ギ リ ス に お い て 一 般 的 な 食 品 が 提 示 さ

れ て い た 。し か し 、欧 米 諸 国 と 食 文 化 お よ び 食 事 パ タ ー ン

が 異 な っ て い る 日 本 ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 )で 一 般 的 で あ る 食 品 や 料 理

が 抜 け て い る 場 合 が み ら れ た 。そ こ で 、そ れ ぞ れ の 栄 養 素

を 含 む 食 品 と し て 、 日 本 に お い て 代 表 的 な 食 品 が あ る 場
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合 は そ の 食 品 を 追 加 す る こ と と し た 。た と え ば 、日 本 に お

い て 主 食 と し て 最 も 摂 取 さ れ て い る 「 ご は ん 」 ( 6 4 )、 日 本

人 で 摂 取 量 の 多 い 野 菜 や 果 物 で あ る「 じ ゃ が い も 」、「も も 」

( 6 4 )、 日 本 人 が 一 般 的 に 摂 取 し て い る 食 材 で あ る 「 納 豆 」、

「 鮭 」、 食 塩 が 多 く 含 有 さ れ て い る 昔 か ら の 伝 統 的 な 食 品

の 代 表 で あ る「 梅 干 し 」お よ び「 か ま ぼ こ 」( 6 5 ;  6 6 )な ど を 、

質 問 項 目 の 中 で 提 示 す る 食 品 に 追 加 し た 。  

さ ら に 、 S p r o n k ら に よ り 栄 養 知 識 の 評 価 に つ い て ま と

め ら れ た R e v i e w に よ る と 、今 後 、開 発 さ れ る「 栄 養 知 識

を 評 価 す る 調 査 票 」に は 、栄 養 素 や 栄 養 素 が 含 ま れ る 食 品

等 な ど に 関 す る 認 識 上 の 知 識 だ け で は な く 、 実 践 的 な 知

識 も 評 価 で き る 内 容 で あ る と と も に 、 健 康 的 な 食 品 を 選

択 す る 知 識 を 評 価 で き る 内 容 で あ る 「 栄 養 表 示 へ の 理 解 」

の 領 域 を 、 既 存 の 調 査 票 を 構 成 し て い る ４ 領 域 ( 4 8 ;  5 5 ;  5 6 )

と は 別 に 、 新 た な 領 域 と し て 追 加 す る べ き で あ る と 提 案

さ れ て い る ( 5 0 )。S a r m u g a u m ら は 、こ れ ら の 提 案 を も と に 、

「 栄 養 表 示 の 理 解 」の 領 域 を 含 む「 食 塩 に 関 す る 栄 養 知 識

を 評 価 す る 調 査 票 」を 開 発 し 、調 査 票 が 妥 当 性 を 有 し て い

た こ と を 報 告 し て い る ( 6 7 )。こ の こ と か ら 、「 日 本 人 の 栄 養

知 識 を 評 価 す る 調 査 票（ J G N K Q）」は 、G N K Q に 含 ま れ る

「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」、「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知

識 」、「食 品 を 選 ぶ 能 力 」、「食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理

解 」 の ４ つ の 領 域 に 、「 栄 養 表 示 の 理 解 」 の 領 域 を 加 え 、

５ つ の 領 域 で 構 成 す る べ き で あ る と 判 断 し た 。ま た 、新 た

に 追 加 さ れ る「 栄 養 表 示 の 理 解 」の 領 域 に は 、日 本 人 に と
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っ て 最 も 一 般 的 な 栄 養 の 表 示 で あ る と 専 門 家 が 判 断 し た

食 品 表 示 法 ( 6 8 )で 栄 養 表 示 が 義 務 づ け ら れ て い る 栄 養 素 に

つ い て の 質 問 項 目 と 特 定 保 健 用 食 品 お よ び 栄 養 機 能 食 品

に つ い て の 質 問 項 目 を 含 む こ と と し た 。  

 

最 終 的 に 、P i l o t - J G N K Q は 、５ 領 域 、2 1 3 点 の 構 成 と な

り 、 各 領 域 の 質 問 項 目 数 は 、「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解

（ D i e t a r y  r e c o m m e n d a t i o n s）」 の 領 域 が 3 2 点 、「 食 品 に

含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識（ S o u r c e s  o f  n u t r i e n t s）」の 領 域 が

1 3 4 点 、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 （ C h o o s i n g  e v e r y d a y  f o o d s）」

の 領 域 が ７ 点 、「食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理 解（ D i e t -

d i s e a s e  r e l a t i o n s h i p s）」 の 領 域 が 2 3 点 、「 栄 養 表 示 の 理

解 （ R e a d i n g  a  f o o d  l a b e l ）」 の 領 域 が 1 7 点 で あ っ た

（ A p p e n d i x  2）。  

 

2 - 3  対 象 者  

 2 0 1 5 年 ２ 月 か ら ３ 月 に か け て 、 東 京 都 、 千 葉 県 、 茨 城

県 の 1 8 歳 か ら 6 4 歳 の 成 人 5 4 1 8 名 に 、 P i l o t - J G N K Q お

よ び 性 別 、生 年 月 日 、婚 姻 状 況 、学 歴（ 大 学 院 卒 業 、大 学

卒 業 、短 期 大 学 も し く は 専 門 学 校 卒 業 、高 校 卒 業 、中 学 卒

業 ）、 子 ど も の 人 数 （ い な い 、 １ 人 、 ２ 人 、 ３ 人 、 ４ 人 以

上 ）、 世 帯 年 収 （ 2 0 0 万 円 未 満 、 2 0 0 万 円 以 上 6 0 0 万 円 未

満 、 6 0 0 万 円 以 上 1 0 0 0 万 円 未 満 、 1 0 0 0 万 円 以 上 ）、 就 業

状 況（ 正 社 員 、パ ー ト お よ び ア ル バ イ ト 、主 夫 お よ び 主 婦 、

学 生 、そ の 他 ）に つ い て 尋 ね る 属 性 を 調 べ る 調 査 票 を 配 布
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し た 。回 収 し た 調 査 票 は 、研 究 ス タ ッ フ に よ り 確 認 を 行 い 、

未 回 答 が あ っ た 場 合 は 、 回 答 者 へ １ 回 に 限 り 再 調 査 を 依

頼 し た 。1 2 0 7 名 が P i l o t - J G N K Q お よ び 属 性 を 調 べ る 調 査

票 に 回 答 し た が 、 2 5 名 の 調 査 票 に 未 回 答 の 項 目 が あ っ た

た め 、調 査 票 を 完 遂 し た 11 8 2 名 を 最 終 的 な 解 析 対 象 者 と

し た 。  

 

2 - 4  統 計 解 析  

 対 象 者 か ら 得 た P i l o t - J G N K Q の 回 答 は 、 正 解 の 場 合 は

１ 点 、不 正 解 の 場 合 は ０ 点 に そ れ ぞ れ 変 換 し 、参 加 者 ご と

に 領 域 別 の 点 数 お よ び 総 合 点 数 を 算 出 し た 。 デ ー タ は 、

I B M  S P S S  S t a t i s t i c s  2 2  ( C h i c a g o ,  I L ,  U S A )を 用 い て 分

析 し た 。  

2 - 4 - 1  内 容 妥 当 性  

 内 容 妥 当 性 は 、 項 目 の 難 易 度 お よ び 項 目 の 識 別 能 力 に

つ い て 、心 理 統 計 学 的 基 準 に よ り 評 価 す る 方 法 で あ る ( 4 8 )。

K l i n e ら は 、調 査 票 を 構 成 す る 各 質 問 項 目 は 、多 く の 人 が

正 答 と な る ほ ど 、 簡 単 な 内 容 と な ら な い よ う に す る べ き

で あ る 一 方 で 、ほ と ん ど の 人 が 誤 答 と な る ほ ど 、難 し い 内

容 と な ら な い よ う に す る べ き で あ る と し 、 正 答 率 が 2 0 %

か ら 8 0％ の 範 囲 が 質 問 項 目 の 難 易 度 と し て 望 ま し い 範 囲

で あ る と 提 言 し て い る ( 5 3 )。そ こ で 、 P i l o t - J G N K Q を 構 成

す る 全 質 問 項 目 の 中 で 、正 答 率 が 2 0％ か ら 8 0％ の 範 囲 の

中 に 含 ま れ た 質 問 項 目 を 難 易 度 が 適 切 で あ る と 判 断 す る

こ と と し た 。  
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ま た 、 K l i n e に よ る と 、質 問 項 目 の 識 別 能 力 と は 、知 識

レ ベ ル の 異 な る 回 答 者 を 区 別 で き る 能 力 の こ と で あ り 、

各 質 問 項 目 と 総 合 点 数 の 相 関 係 数 が 0 . 2 以 上 の 場 合 、項 目

の 識 別 能 力 が あ る と 判 断 で き る と 報 告 さ れ て い る ( 5 2 ;  5 3 )。

そ こ で 、 本 研 究 に お い て も 、 P i l o t - J G N K Q を 回 答 し た 対

象 者 の 各 質 問 項 目 の 点 数 と 総 合 点 数 の 相 関 を S p e a r m a n ’ s

の 相 関 係 数 を 用 い て 算 出 し 、相 関 係 数 が 0 . 2 以 上 で あ る 場

合 を 項 目 の 識 別 能 力 を 有 す る 質 問 項 目 で あ る と 判 断 す る

こ と と し た 。  

 

2 - 4 - 2  内 部 信 頼 性  

 内 部 信 頼 性 は 、各 領 域 お よ び 調 査 票 全 体 に お い て 、回 答

者 が 一 貫 し た 回 答 が で き て い る か を 評 価 す る 方 法 で あ る 。

内 部 信 頼 性 を み た す た め の 最 低 必 要 条 件 は 、 C r o n b a c h の

α 係 数 が 0 . 7 以 上 で あ る こ と と 報 告 さ れ て い る ( 5 3 )。 本 研

究 で は 、ま ず 、内 容 妥 当 性 の 評 価 終 了 後 、３ 人 の 管 理 栄 養

士 に よ り 、 内 容 妥 当 性 の 基 準 を 満 た さ な か っ た 質 問 項 目

の 中 で 、 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 際 に 不 可 欠 で

あ り 、 調 査 票 か ら 外 す べ き で は な い と 判 断 す る 質 問 項 目

の 有 無 に つ い て 確 認 を お こ な っ た 。そ の 後 、内 容 妥 当 性 の

基 準 を 満 た し た 質 問 項 目 と 管 理 栄 養 士 が 必 要 で あ る と 判

断 し た 質 問 項 目 で 構 成 し た 「 日 本 人 成 人 を 対 象 と し た 栄

養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票（ J G N K Q）」を 作 成 し 、各 領 域 お

よ び 調 査 票 全 体 の 内 部 信 頼 性 を C r o n b a c h の α 係 数 を 用

い て 評 価 し た 。   
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第 3 節  結 果  

 「 日 本 人 成 人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」

の 質 問 項 目 数 （ 点 ） の 決 定 の 過 程 を 図 １ に 示 す 。  

 つ づ い て 、 J G N K Q に 含 む べ き 質 問 項 目 を 検 討 す る た め

の 内 容 妥 当 性 お よ び 内 部 信 頼 性 を 評 価 す る 調 査 に 参 加 し

た 1 1 8 2 名 の 対 象 者 の 属 性 を 表 ４ に 示 す 。対 象 者 は 、女 性

が 6 7 6 名 （ 5 7 . 2 %） で あ り 、 年 齢 は 4 0 代 の 者 が 5 5 3 名

（ 4 6 . 8 %）で 最 も 多 く 、学 歴 は 大 学 の 学 位 を 取 得 し て い る

者 が 4 3 1 名（ 3 6 . 5 %）と 最 も 多 か っ た 。ま た 、婚 姻 状 況 は 、

既 婚 者 が 1 0 5 9 名 （ 8 9 . 6 %） と 多 く 、 子 ど も の 人 数 で は 、

子 ど も が ２ 人 い る 者 が 6 0 1 名 （ 5 0 . 8 %） と 最 も 多 か っ た 。

さ ら に 、就 業 状 況 で は 、正 社 員 と し て フ ル タ イ ム 雇 用 さ れ

て い る 者 が 5 4 0 名 （ 4 5 . 7 %） で 最 も 多 か っ た 。  

 P i l o t - J G N K Q の 内 容 妥 当 性 を 評 価 し た と こ ろ 、 P i l o t -

J G N K Q に 含 ま れ る 「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」の 領 域 に お

い て 、「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 に お い て 提 示 さ れ て い る 食

事 推 奨 量 に 関 す る 質 問 項 目 、 朝 食 に 適 し て い る 食 品 に 関

す る 質 問 項 目 に 関 連 す る 2 5 項 目 （ 点 ）、「 食 品 に 含 ま れ る

栄 養 素 の 知 識 」の 領 域 に お け る 、砂 糖 、脂 質 、食 塩 お よ び

食 物 繊 維 が 多 く 含 ま れ て い る 食 品 に つ い て 問 う 質 問 項 目 、

油 脂 類 の 種 類（ バ タ ー と マ ー ガ リ ン ）の 違 い に よ り エ ネ ル

ギ ー 含 有 量 が 異 な る か に つ い て 問 う 質 問 項 目 お よ び

1 0 0 %フ ル ー ツ ジ ュ ー ス は 果 物 を 摂 取 し た こ と と 同 等 と み

な せ る か を 問 う 質 問 項 目 、 常 温 で 固 体 に な り や す い 性 質

を も つ 脂 肪 酸 を 問 う 質 問 項 目 な ど を 含 む 6 2 項 目 （ 点 ）、
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「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」の 領 域 で は 、調 味 料 の 種 類 に よ る 食 塩

含 有 量 の 違 い を 問 う 質 問 項 目 、 砂 糖 の 摂 取 を 抑 え た い と

き に 選 択 す る 食 品 に 関 す る 質 問 項 目 お よ び デ ザ ー ト に 適

し て い な い 食 品 を 選 択 す る 質 問 項 目 の ３ 項 目（ 点 ）、「食 事

と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理 解 」の 領 域 で は 、果 物 お よ び 野

菜 の 摂 取 不 足 、 食 物 繊 維 の 摂 取 不 足 お よ び 砂 糖 の 摂 取 過

剰 が ど の よ う な 疾 病 に つ な が る か を 具 体 的 に 問 う 質 問 項

目 、 添 加 物 を 摂 取 す る こ と が 心 臓 の 疾 患 を 予 防 す る こ と

に つ な が る か を 問 う 質 問 項 目 お よ び 血 清 コ レ ス テ ロ ー ル

値 を 上 昇 さ せ る 栄 養 素 を 問 う 質 問 項 目 な ど の ６ 項 目 （ 点 ）、

「 栄 養 表 示 の 理 解 」の 領 域 の エ ネ ル ギ ー 、糖 類 、ビ タ ミ ン

類 お よ び カ ル シ ウ ム が 栄 養 表 示 に 義 務 付 け ら れ て い る か

を 問 う 質 問 項 目 の ４ 項 目（ 点 ）が 、項 目 の 難 易 度 も し く は

項 目 の 識 別 能 力 の 基 準 を 満 た さ な か っ た 。 そ の 結 果 、

P i l o t - J G N K Q は 、 合 計 11 3 項 目 (点 )か ら な る 評 価 票 と し

た 。  

 内 容 妥 当 性 の 基 準 を 満 た さ な か っ た 質 問 項 目 の 中 で 、

以 下 に 示 す 項 目 は 、 内 容 妥 当 性 の 基 準 を 満 た し た 質 問 項

目 で 補 う こ と が で き な い 栄 養 知 識 の 側 面 を 含 ん で お り 、

栄 養 知 識 を 評 価 す る 際 に 無 視 す る こ と は で き な い 重 要 な

内 容 で あ る た め 、 管 理 栄 養 士 ３ 名 に よ り 削 除 す る べ き で

は な い と 判 断 し た 。「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」 の 領 域 に お

い て は 、 日 本 に お い て 肥 満 の 増 加 が 問 題 と な っ て い る た

め ( 6 4 )、エ ネ ル ギ ー 摂 取 の 過 不 足 の 評 価 に 際 し 、「 日 本 人 の

食 事 摂 取 基 準（ 2 0 1 5 年 版 ） ( 6 2 )」に お い て エ ネ ル ギ ー の 指
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標 が 、推 定 エ ネ ル ギ ー 必 要 量 か ら b o d y  m a s s  i n d e x（ B M I）

に 変 更 さ れ た こ と を 問 う 質 問 項 目 ２ 項 目（ 点 ）は 追 加 の 必

要 が あ る と 判 断 し た 。 ま た 、「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知

識 」の 領 域 で は 、「 食 生 活 指 針 ( 6 1 )」に お い て 、指 針 の １ つ

に 掲 げ ら れ て い る 脂 質 に 関 す る 質 問 項 目 、「 日 本 人 の 食 事

摂 取 基 準（ 2 0 1 5 年 版 ） ( 6 2 )」お い て 、生 活 習 慣 病 予 防 の た

め に 日 本 人 の 過 剰 摂 取 を 抑 え る べ く 目 標 量 の 値 が 下 げ ら

れ た 食 塩 に つ い て の 質 問 項 目 、 生 活 習 慣 病 予 防 の た め の

目 標 量 に 国 民 の 摂 取 量 が 届 い て い な い ( 6 2 ;  6 4 )こ と が 問 題

と な っ て い る 食 物 繊 維 に つ い て の 質 問 項 目 、「 食 事 バ ラ ン

ス ガ イ ド ( 6 3 )」 で 示 さ れ て お り 、 一 般 的 に 誤 解 が 多 い 内 容

で あ る フ ル ー ツ ジ ュ ー ス を 摂 取 し た こ と は 果 物 を 摂 取 し

た こ と と 同 等 で あ る と 見 な す こ と は で き な い と い う 考 え

方 に つ い て の 質 問 項 目 な ど 2 4 項 目 （ 点 ） は 必 要 で あ る と

判 断 し た 。さ ら に 、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」の 領 域 に お い て は 、

日 本 人 が 過 剰 摂 取 し て い る 栄 養 素 と し て 課 題 で あ る 食 塩

( 6 4 )を 含 む 調 味 料 に 関 す る １ 項 目 （ 点 ） は 、 削 除 す べ き で

な い と 判 断 し た 。 ま た 、「 食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理

解 」の 領 域 に お い て は 、心 血 管 疾 患 を 引 き 起 こ す リ ス ク 要

因 で あ る 血 清 コ レ ス テ ロ ー ル 値 の 上 昇 に つ な が る 恐 れ が

あ る 脂 質 ( 6 9 )に つ い て の 質 問 項 目 、 お よ び 日 本 に お い て 生

活 習 慣 病 患 者 数 の 増 加 が 問 題 と な っ て い る た め ( 4 )、 果 物

お よ び 野 菜 の 摂 取 不 足 、 食 物 繊 維 の 摂 取 不 足 お よ び 砂 糖

の 摂 取 過 剰 が ど の よ う な 疾 病 に つ な が る か を 具 体 的 に 問

う 質 問 項 目 な ど 、３ 項 目（ 点 ）を 削 除 し な い こ と と し た 。
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最 後 の 領 域 で あ る「 栄 養 表 示 の 理 解 」の 領 域 で は 、栄 養 表

示 は 実 践 的 な 知 識 を 問 う こ と が で き 、 栄 養 知 識 を 評 価 す

る 際 に 必 要 で あ る こ と が 提 言 さ れ て い る た め ( 5 0 )、「 食 品 表

示 法 ( 6 8 )」 に お い て 栄 養 表 示 義 務 の あ る 栄 養 素 に つ い て の

質 問 項 目 、４ 項 目（ 点 ）は 調 査 票 に 含 む べ き 項 目 で あ る と

判 断 し 、 削 除 し な い こ と と し た 。  

 最 終 的 に 、J G N K Q は 、「栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」の 領 域

が ９ 項 目（ 点 ）、「食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」の 領 域 が

9 6 項 目 （ 点 ）、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」 の 領 域 が ５ 項 目 （ 点 ）、

「 食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理 解 」 の 領 域 が 2 0 項 目

（ 点 ）、「 栄 養 表 示 の 理 解 」 の 領 域 が 1 7 項 目 （ 点 ） の 合 計

1 4 7 項 目（ 点 ）か ら な る 多 項 選 択 式 の 調 査 票 と し て 構 成 さ

れ た （ A p p e n d i x  3）。  

 J G N K Q の 内 部 信 頼 性 の 評 価 の 結 果 お よ び す で に 開 発

さ れ て い る 諸 外 国 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 の 内 部 信

頼 性 の 値 を 表 ５ に 示 す 。 J G N K Q の 各 領 域 の 内 部 信 頼 性 の

値 は 、そ れ ぞ れ 、「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」の 領 域 が 0 . 7 8、

「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」の 領 域 が 0 . 9 4、「 食 品 を

選 ぶ 能 力 」の 領 域 が 0 . 3 1、「 食 事 と 疾 病 の 関 連 」の 領 域 が

0 . 8 1、「 栄 養 表 示 の 理 解 」 の 領 域 が 0 . 8 6 で あ り 、 J G N K Q

全 体 の 内 部 信 頼 性 の 値 は 、0 . 9 5 で あ っ た 。一 方 、諸 外 国 で

開 発 さ れ た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 の 内 部 信 頼 性 の 値

は 、イ ギ リ ス 版 が 0 . 7 か ら 0 . 9 7、オ ー ス ト ラ リ ア 版 が 0 . 5 3

か ら 0 . 9 2、 ト ル コ 版 が 0 . 4 3 か ら 0 . 8 9 の 範 囲 を 示 し て い

た 。   
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第 4 節  考 察  

 妥 当 性 お よ び 信 頼 性 を 有 す る 「 成 人 を 対 象 と し た 栄 養

知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 が 、 イ ギ リ ス ( 4 8 )、 オ ー ス ト ラ リ

ア ( 5 5 )お よ び ト ル コ ( 5 6 )に お い て 、 す で に 開 発 さ れ て い る 。

し か し 、 日 本 は こ れ ら の 国 々 と 食 事 パ タ ー ン ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 )お

よ び 食 事 の ガ イ ド ラ イ ン に 異 な る 部 分 が あ る た め 、 す で

に 開 発 さ れ て い る「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」を 、日 本

人 成 人 を 対 象 に 使 用 す る こ と は で き な い 。そ こ で 、本 研 究

で は 、「 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票（ J G N K Q）」

を 開 発 す る た め の 一 歩 と し て 、 J G N K Q に 含 む べ き 質 問 項

目 を 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 内 容 妥 当 性 の 評 価 お よ び 管 理 栄 養 士 に よ る 検 討 の 後 、

最 終 的 に 、 J G N K Q は 1 4 7 の 質 問 項 目（ 点 ）で 構 成 す る こ

と と し た 。J G N K Q の 調 査 票 全 体 の 内 部 信 頼 性 の 値 は 0 . 9 5

で あ り 、 J G N K Q の 「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」、「 食 品 に 含

ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」、「 食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理

解 」 の ３ つ の 領 域 に お け る 内 部 信 頼 性 の 値 は 、 そ れ ぞ れ

0 . 7 8、0 . 9 4、0 . 8 1 と 高 い 値 を 示 し た 。ま た 、こ れ ら の 値 は 、

オ ー ス ト ラ リ ア ( 5 5 )お よ び ト ル コ ( 5 6 )で 開 発 さ れ て い る 調

査 票 の 内 部 信 頼 性 の 値 よ り 高 か っ た 。さ ら に 、 J G N K Q の

調 査 票 全 体 の 内 部 信 頼 性 の 値 は 、 イ ギ リ ス で 開 発 さ れ た

G N K Q ( 4 8 )に つ い で ２ 番 目 に 高 い 値 で あ っ た 。 そ し て 、 既

存 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 ( 4 8 ;  5 5 ;  5 6 ) に 含 ま れ ず 、

J G N K Q に 初 め て 追 加 さ れ た「 栄 養 表 示 の 理 解 」の 領 域 の

内 部 信 頼 性 の 値 は 0 . 8 6 で あ り 、 内 部 信 頼 性 を 有 す る と 評
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価 さ れ る 最 低 限 の 値 で あ る 0 . 7 ( 5 3 )を 大 き く 超 え て い た 。

こ の 結 果 は 、 J G N K Q に 「 栄 養 表 示 の 理 解 」 の 領 域 を 新 た

に 追 加 す る こ と で 、 J G N K Q に 含 ま れ る 他 の ４ 領 域 で 評 価

す る こ と が で き な い 栄 養 知 識 の あ ら た な 側 面 を 十 分 に 評

価 で き る こ と を 示 唆 し て い る と 考 え ら れ る 。  

 し か し な が ら 、J G N K Q の 内 部 信 頼 性 に お い て 、「食 品 を

選 ぶ 能 力 」の 領 域 の 値 は 、0 . 3 1 と 低 か っ た 。こ の 領 域 の 内

部 信 頼 性 の 値 は 、オ ー ス ト ラ リ ア ( 5 5 )お よ び ト ル コ ( 5 6 )で 開

発 さ れ た 調 査 票 に お い て も 、そ れ ぞ れ 、0 . 5 5、0 . 4 3 と 比 較

的 低 い 値 が 報 告 さ れ て い る 。「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」の 領 域 は 、

「 過 体 重 を 避 け る た め に は 、 ど の 食 品 を 選 択 す れ ば よ い

か 」な ど の よ う に 、現 在 の 食 に 関 す る 課 題 を 改 善 す る た め

の 実 践 的 な 食 品 選 択 の 知 識 を 評 価 す る 質 問 項 目 で 構 成 さ

れ て い る 。日 本 の 食 習 慣 は 、欧 米 諸 国 の 食 習 慣 と は 異 な る

部 分 が 多 い た め ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 )、 日 本 で 課 題 に あ が る 食 に 関 す

る 問 題 と 欧 米 諸 国 で 課 題 に あ が る 食 に 関 す る 問 題 は 異 な

っ て い る 。た と え ば 、砂 糖 の 過 剰 摂 取 は 、イ ギ リ ス に お い

て は 、 主 要 な 問 題 の 一 つ と し て あ げ ら れ て い る が ( 7 0 )、 日

本 に お い て は 、現 段 階 で は 、主 要 な 問 題 と 考 え ら れ て い な

い 。 こ れ ら の 理 由 か ら 、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」 の 領 域 に 含 ま

れ る 質 問 項 目 数 は 、 P i l o t - J G N K Q を 作 成 す る 段 階 で

G N K Q よ り ３ 割 少 な く な っ た 。さ ら に 、内 容 妥 当 性 の 基 準

を 満 た さ な か っ た 項 目 が ４ 項 目（ 点 ）あ っ た た め 、J G N K Q

で は こ の 領 域 の 質 問 項 目 数 が ５ 項 目 と 、 G N K Q と 比 較 し

半 分 と な っ て し ま っ た 。 調 査 票 に 含 ま れ る 質 問 項 目 数 は 、
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内 部 信 頼 性 を 評 価 す る C r o n b a c h の α 係 数 の 値 に 大 き く

影 響 す る こ と が 報 告 さ れ て い る ( 7 1 )。 こ れ ら の こ と を 踏 ま

え る と 、 本 研 究 に お い て 、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」 の 領 域 の

C r o n b a c h の α の 値 が 低 か っ た 原 因 は 、 こ の 領 域 の 質 問 項

目 数 の 少 な さ が 影 響 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 し か

し 、日 本 に お い て 、食 事 も し く は 栄 養 素 お よ び 食 品 摂 取 量

に 関 す る 研 究 は ま だ 少 な く 、 現 段 階 で は 、「 食 品 を 選 ぶ 能

力 」の 領 域 に 、質 問 項 目 を こ れ 以 上 追 加 す る こ と が で き な

か っ た 。今 後 、日 本 人 を 対 象 と し た 食 事 や 栄 養 に 関 す る 研

究 の 報 告 を 参 考 に 、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」 の 領 域 に 追 加 す る

質 問 項 目 を さ ら に 検 討 し て い く 必 要 が あ る 。 し か し な が

ら 、 こ う し た 課 題 は あ る に せ よ 、 J G N K Q の 各 領 域 は 、 栄

養 知 識 の 様 々 な 側 面 を 評 価 す る 内 容 で 構 成 さ れ て い る と

と も に 、４ つ の 領 域 お よ び J G N K Q 全 体 と し て の 内 部 信 頼

性 の 値 は 非 常 に 高 い こ と か ら 、 J G N K Q に は 、 日 本 人 成 人

の 栄 養 知 識 を 総 合 的 に 評 価 で き る 質 問 項 目 が 含 ま れ て い

る と 考 え ら れ る 。  

 本 研 究 に は 、い く つ か の 限 界 点 が 存 在 す る 。１ つ 目 は 、

内 容 妥 当 性 の 基 準 を 満 た し て い な い 3 5 の 質 問 項 目 が 、 管

理 栄 養 士 の 判 断 に よ り 、最 終 的 に J G N K Q に 含 ま れ て い る

点 で あ る 。 た だ し 、 J G N K Q の も と と な り 世 界 で 初 め て 妥

当 性 お よ び 信 頼 性 を 評 価 す る 手 法 で 開 発 さ れ た G N K Q に

お い て も 、全 体 の 約 1 / 4 の 質 問 項 目 は 、内 容 妥 当 性 を 満 た

し て い な か っ た に も か か わ ら ず 、G N K Q に 必 要 で あ る と 専

門 家 が 判 断 し 、追 加 さ れ た 質 問 項 目 で あ っ た 。( 4 8 )。J G N K Q
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に お い て 3 5 項 目（ 点 ）と い う 質 問 項 目 数 は 、 J G N K Q 全 体

の 1 4 7 項 目 の 1 / 4 の 項 目 数 よ り は 少 な い 項 目 数 で あ る 。そ

れ ゆ え 、 イ ギ リ ス の 調 査 票 開 発 ( 4 8 )と 同 様 、 一 般 的 な 栄 養

知 識 を 網 羅 す る と 言 う 観 点 に お い て 、 問 題 と な る 可 能 性

は 低 い と 考 え る 。  

 ２ つ 目 に 、 調 査 参 加 者 は ラ ン ダ ム に 選 ば れ た わ け で は

な く 、調 査 を 実 施 し た 地 域 が 限 定 さ れ て い る 点 で あ る 。そ

の た め 、 今 回 の 対 象 者 は 日 本 人 成 人 の 代 表 と な ら な い 可

能 性 が あ る 。  

 ３ つ 目 に 、 国 民 に 対 す る 健 康 的 な 食 事 の 推 奨 量 に 関 す

る 情 報 の 代 表 例 で あ る 「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド に お け る 推

奨 サ ー ビ ン グ 数 」 に 関 す る す べ て の 質 問 項 目 が 内 容 妥 当

性 の 基 準 を 満 た さ ず 、J G N K Q に 含 ま れ な か っ た 点 で あ る 。

H e n d r i e ら は 、「果 物 や 野 菜 を も っ と 多 く 食 べ ま し ょ う 」の

よ う に ガ イ ド ラ イ ン の 標 語 と な る よ う な 知 識 は 一 般 の

人 々 に 理 解 さ れ や す い け れ ど も 、「 推 奨 す る 野 菜 の サ ー ビ

ン グ 数 」の よ う な 、よ り 詳 細 な 知 識 は 、一 般 の 人 々 に と っ

て 理 解 し づ ら い 情 報 で あ る と い う こ と を 報 告 し て い る ( 4 9 )。

今 回 の 研 究 に お い て も 、具 体 的 な 推 奨 量 を 問 う「 食 事 バ ラ

ン ス ガ イ ド に お け る 推 奨 サ ー ビ ン グ 数 」 に つ い て の 理 解

は 、一 般 の 人 々 に と っ て 理 解 し づ ら い 内 容 で あ り 、栄 養 知

識 と し て 定 着 し て い る 人 が 少 な か っ た 可 能 性 が 高 い 。「 食

事 バ ラ ン ス ガ イ ド に お け る 推 奨 サ ー ビ ン グ 数 」 に 関 す る

質 問 項 目 は 、 今 後 、 J G N K Q を 発 展 さ せ 、 ラ イ フ ス テ ー ジ

や 栄 養 知 識 を 評 価 す る 場 面 ご と に 応 じ 、「 栄 養 知 識 を 評 価
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す る 調 査 票 」を 開 発 す る 際 に 、栄 養 知 識 レ ベ ル が 高 い 人 々

の み を 対 象 と す る 場 合 に は 、 調 査 票 に 含 む べ き か 否 か を

考 慮 す る 必 要 性 が あ る か も し れ な い 。  
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第 5 節  結 論  

 本 研 究 で は 、「 日 本 人 成 人 を 対 象 と す る 栄 養 知 識 を 評 価

す る 調 査 票（ J G N K Q）」を 開 発 す る た め に 、調 査 票 に 含 む

べ き 質 問 項 目 を 検 討 し た 。そ の 結 果 、J G N K Q は 、「栄 養 情

報 に 関 す る 理 解 ： ９ 点 」、「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 ：

9 6 点 」、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 ： ５ 点 」、「 食 事 と 疾 病 の 関 係 に

つ い て の 理 解 ： 2 0 点 」、「 栄 養 表 示 の 理 解 ： 1 7 点 」 の ５ つ

の 領 域 、合 計 1 4 7 点 で 構 成 す る べ き で あ る と 結 論 づ け た 。  

 今 後 は 、今 回 作 成 し た J G N K Q が 、栄 養 知 識 レ ベ ル の 違

い を 正 確 に 測 定 で き る か を 評 価 す る 構 造 妥 当 性 、 お よ び

調 査 票 を 複 数 回 実 施 し て も 同 じ 結 果 を 得 る こ と が で き る

か を 評 価 す る 再 テ ス ト 信 頼 性 に 関 す る 検 討 を 行 な い 、 最

終 的 に J G N K Q を 用 い て 栄 養 知 識 を 科 学 的 に 評 価 す る こ

と が で き る と い う 根 拠 を 示 す こ と が で き る よ う 、 J G N K Q

の 開 発 を 進 め て い く 必 要 が あ る 。  
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第 3 章  【【 研 究 Ⅱ 】 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価

す る 調 査 票 の 構 造 妥 当 性 お よ び 再 テ ス ト 信 頼 性 の

検 討  

第 1 節  目 的  

 栄 養 知 識 は 栄 養 状 態 お よ び 食 事 内 容 や 食 行 動 と 関 連 が

あ る こ と が 、諸 外 国 に お い て 報 告 さ れ て い る ( 2 6 ;  2 7 ;  2 8 ;  7 2 )。

ま た 、栄 養 知 識 レ ベ ル が 高 い こ と は 、よ り 健 康 的 な 食 事 パ

タ ー ン と 関 連 し て い る 可 能 性 が 高 い こ と も 報 告 さ れ て い

る ( 2 6 )。 つ ま り 、 栄 養 知 識 を 獲 得 す る こ と は 、 適 切 な 食 事

パ タ ー ン に つ な が る 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。 そ の た

め 、世 界 に お い て 、現 状 の 栄 養 知 識 を 正 確 に 評 価 し た う え

で 、対 象 者 に 見 合 っ た 食 教 育 を 実 施 し 、栄 養 知 識 を 向 上 さ

せ る 取 り 組 み が 求 め ら れ て い る 。  

内 容 妥 当 性 、内 部 信 頼 性 、構 造 妥 当 性 、再 テ ス ト 信 頼 性

を 有 す る「 一 般 的 な 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」は 、イ ギ

リ ス ( 4 8 )、オ ー ス ト ラ リ ア ( 5 5 )、ト ル コ ( 5 6 )に お い て 、す で に

開 発 さ れ て い る 。日 本 は 、こ れ ら 諸 外 国 と 食 習 慣 お よ び 食

事 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン が 異 な る た め ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 )、 開 発 済

み の 調 査 票 を 用 い て 栄 養 知 識 を 評 価 す る こ と が で き な い 。

よ っ て 、「 日 本 人 成 人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調

査 票 （ J G N K Q）」 を 、 あ ら た に 開 発 す る 必 要 が あ る 。  

 研 究 Ⅰ に お い て 、 J G N K Q を 開 発 す る た め の 一 歩 と し て 、

J G N K Q に 含 む べ き 質 問 項 目 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、

J G N K Q は 、「栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」、「食 品 に 含 ま れ る 栄

養 素 の 知 識 」、「食 品 を 選 ぶ 能 力 」、「食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ
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い て の 理 解 」、「 栄 養 表 示 の 理 解 」の ５ つ の 領 域 、合 計 1 4 7

点 で 構 成 す る べ き で あ る と い う 結 論 を 得 た 。し か し 、研 究

Ⅰ で は 、 内 容 妥 当 性 お よ び 内 部 信 頼 性 の 観 点 か ら の み で

し か J G N K Q を 評 価 し て お ら ず 、構 造 妥 当 性（ 栄 養 知 識 の

レ ベ ル を 正 確 に 測 定 で き る こ と を 意 味 す る ） お よ び 再 テ

ス ト 信 頼 性 （ 調 査 票 を 何 度 実 施 し て も 同 じ 結 果 を 得 ら れ

る こ と を 意 味 す る ） の 評 価 を お こ な い 、 J G N K Q を 完 成 す

る 必 要 が あ る 。  

そ こ で 、本 章 で は 、研 究 Ⅰ で 作 成 し た J G N K Q が 構 造 妥

当 性 お よ び 再 テ ス ト 信 頼 性 を 有 す る か を 評 価 す る こ と を

目 的 と し た 。  
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第 2 節  方 法  

2 - 1  研 究 デ ザ イ ン  

 J G N K Q の 構 造 妥 当 性 を 評 価 す る た め に 、 2 0 1 6 年 1 2 月

に 、千 葉 県 の 女 子 大 学 に 在 籍 す る 、栄 養 学 を 専 攻 す る 女 子

大 学 ４ 年 生 お よ び 栄 養 学 を 専 攻 し な い 女 子 大 学 ４ 年 生 を

対 象 に 、研 究 Ⅰ で 作 成 し た J G N K Q お よ び 属 性 を 調 査 す る

調 査 票 を 用 い て 、 構 造 妥 当 性 を 評 価 す る 調 査 を 実 施 し た 。

さ ら に 、 J G N K Q の 再 テ ス ト 信 頼 性 を 評 価 す る た め に 、構

造 妥 当 性 の 評 価 の た め の 調 査 実 施 ２ 週 間 後 に 、 構 造 妥 当

性 を 評 価 す る 調 査 に 参 加 し た 女 子 大 学 生 に 、再 度 、J G N K Q

を 配 布 し 、調 査 を 実 施 し た 。２ 週 間 と い う 期 間 の 長 さ は 、

回 答 者 が １ 回 目 の 回 答 内 容 を 忘 れ る 程 度 の 期 間 で あ る と

同 時 に 、 栄 養 知 識 レ ベ ル に 変 化 が 見 ら れ な い 程 度 の 期 間

で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る ( 7 3 )。 １ 回 目 の 調 査 で 得 た 回

答 を 用 い て 、構 造 妥 当 性 の 評 価 を お こ な い 、１ 回 目 と ２ 回

目 の 両 方 の 調 査 を 完 遂 し た 参 加 者 の 回 答 を 用 い て 、 再 テ

ス ト 信 頼 性 の 評 価 を お こ な っ た 。  

イ ン フ ォ ー ム ド・コ ン セ ン ト は 、各 参 加 者 よ り 署 名 に て

得 た 。ま た 、本 研 究 は 、聖 徳 大 学 の 倫 理 委 員 会 に よ り 承 認

を 得 て 実 施 し た （ 承 認 番 号 ： H 2 6 U 0 3 5）。  

 

2 - 2  対 象 者  

 対 象 者 は 、 栄 養 学 科 に 在 籍 す る 大 学 ４ 年 生 の 日 本 人 女

性 1 8 0 名 お よ び 同 じ 大 学 の 栄 養 学 を 学 ば な い 学 科 （ 文 学

科 、音 楽 学 科 、心 理 学 科 ）に 在 籍 す る 日 本 人 女 性 2 0 1 名 で
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あ る 。栄 養 学 科 に 在 籍 し て い る 学 生 は 、栄 養 知 識 レ ベ ル が

高 い 人 々 の 代 表 と し て 選 ば れ た 集 団 で あ り 、文 学 科 、音 楽

学 科 お よ び 心 理 学 科 に 在 籍 し て い る 学 生 は 、 栄 養 に 関 す

る 教 育 を ほ と ん ど 受 け て い な い 人 々 の 代 表 と し て 選 ば れ

た 。  

 ま ず 、 栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生 1 8 0 名 お よ び 栄 養 学 を

学 ん で い な い 学 生 2 0 1 名 に １ 回 目 の J G N K Q お よ び 属 性

を 調 査 す る 調 査 票 が 配 布 さ れ た 。回 収 し た 調 査 票 は 、研 究

ス タ ッ フ に よ り 確 認 を 行 い 、未 回 答 が あ っ た 場 合 は 、回 答

者 へ １ 回 に 限 り 再 調 査 を 依 頼 し た 。そ の 結 果 、栄 養 学 を 学

ん で い る 学 生 9 7 名 お よ び 栄 養 学 を 学 ん で い な い 学 生 4 4

名 の 調 査 票 を 回 収 し た 。 栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生 １ 名 に

記 入 漏 れ に よ る 不 備 が あ っ た た め 、 解 析 対 象 か ら 除 外 し 、

栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生 9 6 名 お よ び 栄 養 学 を 学 ん で い な

い 学 生 4 4 名 を 、 構 造 妥 当 性 を 評 価 す る 解 析 対 象 と し た 。 

 つ ぎ に 、 １ 回 目 の 調 査 に 完 遂 し た 1 4 0 名 を 対 象 に 、 １

回 目 の 調 査 か ら ２ 週 間 後 に 、 ２ 回 目 の J G N K Q を 配 布 し

た 。 7 5 名 の 調 査 票 を 回 収 し 、 7 5 名 す べ て の 回 答 を 再 テ ス

ト 信 頼 性 の 解 析 対 象 と し た 。  

 

2 - 3  栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 （ J G N K Q）  

 研 究 Ⅰ で 作 成 し た 「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票

（ J G N K Q）」を 使 用 し た 。J G N K Q は 、「栄 養 情 報 に 関 す る

理 解 」、「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」、「 食 品 を 選 ぶ 能

力 」、「食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理 解 」、「栄 養 表 示 の 理
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解 」の ５ つ の 領 域 、合 計 1 4 7 点 で 構 成 さ れ る 1 0 ペ ー ジ か

ら な る 自 記 式 の 調 査 票 で あ り 、回 答 に は 、2 0 分 か ら 2 5 分

を 要 す る 。J G N K Q 全 体 の 内 部 信 頼 性 の 値 は 0 . 9 5 で あ り 、

高 い 値 を 示 す こ と を 研 究 Ⅰ で 明 ら か に し た 。  

 

2 - 4  そ の 他 の 変 数  

 属 性 を 調 査 す る 調 査 票 に お い て 、参 加 者 は 、年 齢 、同 居

家 族 の 人 数（ ０ 人 、１ 人 、２ 人 、３ 人 以 上 ）お よ び 世 帯 年

収（ 2 0 0 万 円 未 満 、 2 0 0 万 円 以 上 6 0 0 万 円 未 満 、 6 0 0 万 円

以 上 1 0 0 0 万 円 未 満 、 1 0 0 0 万 円 以 上 ） に 回 答 し た 。  

 

2 - 5  統 計 解 析  

参 加 者 か ら 得 た J G N K Q の 回 答 は 、 正 解 の 場 合 は １ 点 、

不 正 解 の 場 合 は ０ 点 に そ れ ぞ れ 変 換 し 、 参 加 者 ご と に 領

域 別 の 点 数 お よ び 総 合 点 数 を 算 出 し た 。 デ ー タ は 、 I B M  

S P S S  S t a t i s t i c s  2 2  ( C h i c a g o ,  I L ,  U S A )を 用 い て 分 析 し

た 。  

栄 養 学 科 の 学 生 と 栄 養 学 科 以 外 の 学 生 の 年 齢 の 平 均 値

の 差 は 、独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定 に よ り 検 討 し た 。ま た 、

同 居 家 族 の 人 数 お よ び 世 帯 年 収 の カ テ ゴ リ ー の 割 合 の 違

い は 、 栄 養 学 科 の 学 生 と 栄 養 学 科 以 外 の 学 生 間 に お い て

χ 2 検 定 を 用 い て 分 析 し た 。  

 

2 - 5 - 1  構 造 妥 当 性  

 構 造 妥 当 性 は 、測 定 し よ う と す る 構 成 概 念 を 、実 際 に ど
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の 程 度 適 切 に 測 定 で き て い る か を 検 討 す る 方 法 で あ る 。

専 門 的 な ト レ ー ニ ン グ の 実 施 に 違 い が あ る ２ つ の グ ル ー

プ に 対 し て 、専 門 分 野 の テ ス ト を 実 施 し た 際 に 、２ つ の グ

ル ー プ に 有 意 な 差 が 生 じ た 場 合 、 そ の テ ス ト は 構 造 妥 当

性 を 有 す る と 判 断 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、「 栄 養 知 識

を 評 価 す る 調 査 票 」に お い て 、構 造 妥 当 性 を 有 し て い る と

い う こ と は 、 栄 養 知 識 の レ ベ ル を 正 確 に 測 定 で き る こ と

を 意 味 し て お り 、 栄 養 知 識 の レ ベ ル が 高 い 人 は 栄 養 知 識

を 評 価 す る 調 査 票 で 高 得 点 を 示 し 、 栄 養 知 識 レ ベ ル が 低

い 人 は 低 得 点 を 示 す こ と と な る 。 ( 7 4 )   

本 研 究 に お い て は 、栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生（ 栄 養 知 識

レ ベ ル が 高 い 人 々 ）と 栄 養 学 を 学 ん で い な い 学 生（ 栄 養 知

識 レ ベ ル が 高 い と は い え な い 人 々 ） の 調 査 票 の 各 領 域 お

よ び 総 合 点 数 に 差 が あ る か 否 か を M a n n - W h i t n e y の 検 定

で 解 析 し た 。  

 

2 - 5 - 2  再 テ ス ト 信 頼 性  

 再 テ ス ト 信 頼 性 は 、同 じ 人 を 対 象 に 、回 答 内 容 を 忘 れ る

程 度 で は あ る が 測 り た い 知 識 等 が 変 化 し な い 程 度 の 期 間

を あ け て 、同 じ テ ス ト を ２ 回 実 施 し 、一 定 し た 回 答 が 得 ら

れ る こ と を 確 認 す る 方 法 で あ る ( 7 3 )。 再 テ ス ト 信 頼 性 は 、

同 じ 対 象 者 か ら 得 ら れ た ２ 回 の テ ス ト の 点 数 の 相 関 係 数

( 7 5 )お よ び S y s t e m a t i c  d i f f e r e n c e ( 7 6 )の 観 点 で 評 価 す る こ

と が で き る 。  

本 研 究 に お い て は 、イ ギ リ ス ( 4 8 )お よ び ト ル コ ( 5 6 )の「 栄
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養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」の 開 発 方 法 と 同 様 、２ 週 間 の 期

間 を あ け て 、 栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生 お よ び 栄 養 学 を 学

ん で い な い 学 生 に J G N K Q を ２ 回 実 施 し た 。２ 回 の 調 査 か

ら 得 た 点 数 が 同 じ 程 度 の 点 数 を と れ て い る か 否 か に つ い

て 、再 テ ス ト 信 頼 性 の 係 数 は S p e a r m a n ’ s の 相 関 係 数 を 用

い 、 S y s t e m a t i c  d i f f e r e n c e s は W i l c o x o n ’ s の 符 号 付 順 位

和 検 定 を 用 い て 解 析 し た 。  
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第 3 節  結 果  

 栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生 9 6 名 お よ び 栄 養 学 を 学 ん で い

な い 学 生 4 4 名 の 属 性 の 結 果 を 表 ６ に 示 す 。栄 養 学 を 学 ん

で い る 学 生 と 栄 養 学 を 学 ん で い な い 学 生 の 間 に お い て 、

年 齢 、同 居 家 族 の 人 数 、世 帯 年 収 に 有 意 な 差 は な か っ た 。  

 表 ７ に 、 構 造 妥 当 性 を 評 価 す る た め に 実 施 さ れ た 栄 養

学 科 の 学 生 お よ び 栄 養 学 科 以 外 の 学 生 の １ 回 目 の

J G N K Q の 各 領 域 別 の 点 数 お よ び 総 合 点 数 を 示 す 。栄 養 学

を 学 ん で い る 学 生 の 総 合 点 数 の 中 央 値 は 1 0 4 点 、 最 低 点

数 は 4 2 点 、最 高 点 数 は 1 3 3 点 で あ っ た 。一 方 、栄 養 学 を

学 ん で い な い 学 生 の 総 合 点 数 の 中 央 値 は 6 8 点 、最 低 点 数

は 0 点 、 最 高 点 数 は 1 0 1 点 で あ っ た 。 ま た 、 栄 養 学 を 学

ん で い る 学 生 の 領 域 別 の 点 数 お よ び 総 合 点 数 は 、 栄 養 学

を 学 ん で い な い 学 生 の 領 域 別 の 点 数 お よ び 総 合 点 数 よ り 、

す べ て に お い て 有 意 に 高 か っ た （ p＜ 0 . 0 0 1）。  

 表 ８ に 、再 テ ス ト 信 頼 性 の 評 価 の 結 果 を 示 す 。各 領 域 の

１ 回 目 と ２ 回 目 の 点 数 の 相 関 係 数 は 、0 . 4 3 8 か ら 0 . 6 8 0 で

あ り 、総 合 点 数 の 相 関 係 数 は 、 0 . 7 5 1 で あ っ た 。 ま た 、 １

回 目 と ２ 回 目 の 領 域 別 の 点 数 に お い て は 、 す べ て の 領 域

の 点 数 に お い て 、２ 回 の 調 査 間 に 有 意 な 差 は な く 、１ 回 目

と ２ 回 目 の 総 合 点 数 の 間 に も 有 意 な 差 は な か っ た 。  

 表 ９ に 、イ ギ リ ス ( 4 8 )、オ ー ス ト ラ リ ア ( 5 5 )、ト ル コ ( 5 6 )で

す で に 開 発 済 み で あ る「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」の 再

テ ス ト 信 頼 性 の 相 関 係 数 の 値 、 お よ び 今 回 作 成 し た

J G N K Q の 再 テ ス ト 信 頼 性 の 相 関 係 数 の 値 を 示 す 。各 領 域
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の 再 テ ス ト 信 頼 性 の 値 を み る と 、 G N K Q (イ ギ リ ス )の 「 食

品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」の 領 域 お よ び「 食 事 と 疾 病 の

関 係 に つ い て の 理 解 」の 領 域 の 値 が 0 . 9 を 超 え て お り 、高

い 値 を 示 し て い た 。一 方 で 、最 も 低 い 値 を 示 し た の は 、オ

ー ス ト ラ リ ア の 調 査 票 の「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」の 領 域

が 示 し た 0 . 3 7 で あ り 、つ い で 、J G N K Q の「 食 品 を 選 ぶ 能

力 」 の 領 域 で 示 さ れ た 0 . 4 4 で あ っ た 。  
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第 4 節  考 察  

 本 研 究 の 目 的 は 、 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る た

め の 調 査 票 （ J G N K Q） の 完 成 に 向 け て 、 構 造 妥 当 性 お よ

び 再 テ ス ト 信 頼 性 を 評 価 す る こ と で あ る 。  

イ ギ リ ス ( 4 8 )、 オ ー ス ト ラ リ ア ( 5 5 )お よ び ト ル コ ( 5 6 )で 実

施 さ れ た「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」の 妥 当 性 を 検 証 す

る 研 究 に お い て は 、 対 象 者 に わ ず か に 男 性 が 含 ま れ て い

た も の の 、本 研 究 で は 、対 象 者 を 女 性 の み と し て 、研 究 を

お こ な っ た 。諸 外 国 に お い て 、栄 養 知 識 の レ ベ ル は 、男 性

よ り 女 性 の 方 が 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る ( 2 6 ;  2 7 ;  4 9 ;  5 4 ;  

7 7 )。こ れ ら の 点 を 考 慮 す る と 、栄 養 知 識 の レ ベ ル は 、栄 養

に 関 す る 教 育 を 受 け た 女 性 お よ び 男 性 が 最 も 高 く 、 次 に 、

栄 養 に 関 す る 教 育 を 受 け て い な い 女 性 、 最 後 に 栄 養 に 関

す る 教 育 を 受 け て い な い 男 性 の 順 と な る 可 能 性 が 高 い 。

そ の た め 、 栄 養 に 関 す る 教 育 を 受 け て い る 女 性 と 栄 養 に

関 す る 教 育 を 受 け て い な い 女 性 の J G N K Q の 結 果 の 差 は 、

栄 養 に 関 す る 教 育 を 受 け て い る 男 性 と 栄 養 に 関 す る 教 育

を 受 け て い な い 男 性 と の J G N K Q の 結 果 の 差 よ り 小 さ く

な る 可 能 性 が 高 い 。そ れ ゆ え 、栄 養 に 関 す る 教 育 を 受 け て

い る 女 性 と 栄 養 に 関 す る 教 育 を 受 け て い な い 女 性 の 間 で

栄 養 知 識 の レ ベ ル に 差 が あ る こ と が 示 さ れ た 場 合 、 栄 養

に 関 す る 教 育 を 受 け て い る 男 性 と 栄 養 に 関 す る 教 育 を 受

け て い な い 男 性 の 間 に お い て も 、 栄 養 知 識 の レ ベ ル に 差

が あ る こ と を 提 言 で き る と 考 え る 。こ の こ と か ら 、男 性 よ

り 女 性 の 方 が 、 本 研 究 の 対 象 者 に 適 し て い る と 判 断 し た
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た め 、 研 究 対 象 者 を 女 性 の み に し た 。  

 構 造 妥 当 性 を 評 価 す る １ 回 目 の 調 査 に お い て 、 栄 養 学

を 学 ん で い る 学 生 は 、栄 養 学 を 学 ん で い な い 学 生 よ り 、５

つ の 領 域 の 点 数 お よ び 総 合 点 数 と も に 有 意 に 高 い 点 数 を

示 し た 。 こ の 結 果 よ り 、 J G N K Q は 、 十 分 に 構 造 妥 当 性 を

有 し て い る と 判 断 し た 。  

調 査 票 全 体 の 再 テ ス ト 信 頼 性 の 相 関 係 数 の 値 お よ び

「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」 を 除 く ４ つ の 領 域 の 再 テ ス ト 信 頼 性

の 相 関 係 数 の 値 は 、再 テ ス ト 信 頼 性 の 評 価 に お い て 、十 分

な 値 で あ る と 報 告 さ れ て い る 0 . 6 か ら 0 . 8 の 間 を 示 し て

い た ( 7 8 ;  7 9 )。 し か し な が ら 、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」 の 領 域 の

再 テ ス ト 信 頼 性 の 相 関 係 数 の 値 は 、0 . 4 3 8 と 低 い 値 を 示 し

た 。 低 い 値 を 示 し た 原 因 の １ つ に 、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」 の

領 域 の 質 問 項 目 数 が ５ 項 目 と 少 な い こ と が あ げ ら れ る 。

相 関 係 数 の 値 は 、項 目 数 が 少 な い 場 合 、低 く 出 て し ま う 可

能 性 が 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る ( 5 3 )。 し か し 、 0 . 4 3 8 と

い う 値 は 、 再 テ ス ト 信 頼 性 の 評 価 と し て 適 度 な 値 で あ る

と 報 告 さ れ て い る 0 . 4 か ら 0 . 6 の 間 に 入 っ て い る こ と ( 7 8 )、

な ら び に 妥 当 性 お よ び 信 頼 性 を 有 す る と 報 告 さ れ て い る

オ ー ス ト ラ リ ア の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 に お け る

「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」 の 領 域 の 再 テ ス ト 信 頼 性 の 値

で あ る 0 . 3 7 よ り は 高 い 値 を 示 し て い た ( 5 5 )こ と か ら 、相 関

係 数 を 用 い た 再 テ ス ト 信 頼 性 の 評 価 は 、 信 頼 性 を 持 ち 合

わ せ て い る と 判 断 し た 。  

 イ ギ リ ス ( 4 8 )、 オ ー ス ト ラ リ ア ( 5 5 )、 ト ル コ ( 5 6 )に お い て
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実 施 さ れ た 再 テ ス ト 信 頼 性 を 検 討 す る 研 究 で は 、 再 テ ス

ト 信 頼 性 の 評 価 は 、 相 関 係 数 の 値 の み で お こ な わ れ て い

た 。し か し 、Ve r e e c k e n ら は 、再 テ ス ト 信 頼 性 は 相 関 係 数

の 値 の み で な く 、S y s t e m a t i c  d i f f e r e n c e s に つ い て も 検 討

す べ き で あ る と 報 告 し て い る ( 7 6 )。 そ こ で 、 本 研 究 で は 、

「 成 人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 の 開 発

研 究 に お い て は 、は じ め て と な る S y s t e m a t i c  d i f f e r e n c e s

の 評 価 を 追 加 し て 、再 テ ス ト 信 頼 性 の 評 価 を 実 施 し た 。そ

の 結 果 、 １ 回 目 と ２ 回 目 の 領 域 別 の 点 数 お よ び 総 合 点 数

に 有 意 な 差 は な か っ た こ と か ら 、J G N K Q に は S y s t e m a t i c  

d i f f e r e n c e s は 見 ら れ な く 、 J G N K Q は 再 テ ス ト 信 頼 性 を

有 す る と 判 断 し た 。  

 本 研 究 に は い く つ か の 限 界 点 が あ る 。１ つ 目 は 、対 象 者

が １ つ の 大 学 に 在 籍 す る 学 生 の み で あ っ た た め 、 地 域 が

限 定 さ れ て お り 、 日 本 人 を 代 表 と し た 集 団 と は い え な い

可 能 性 が あ る 点 で あ る 。  

 ２ つ 目 は 、 栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生 と 栄 養 学 を 学 ん で

い な い 学 生 の 人 数 に 差 が あ っ た 点 で あ る 。し か し 、オ ー ス

ト ラ リ ア に お け る 妥 当 性 研 究 ( 5 5 )  の 対 象 者 群 で あ る ２ つ

の グ ル ー プ に お い て も 、 １ つ の グ ル ー プ が 4 0 名 、 も う １

つ の グ ル ー プ が 1 1 6 名 で あ り 、 今 回 の 我 々 の 研 究 と 同 様

程 度 の 人 数 の 差 が あ っ た た め 、 大 き な 問 題 に は な ら な い

と 考 え る 。  

 最 後 に 、 栄 養 学 を 学 ん で い な い 学 生 の 参 加 率 が 2 1 . 9％

と 低 か っ た た め 、本 研 究 に 参 加 し 、質 問 に 回 答 し た 栄 養 学
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を 学 ん で い な い 学 生 は 、 1 0 ペ ー ジ の 調 査 票 に す べ て 回 答

す る ほ ど 栄 養 お よ び 食 品 に 興 味 が あ る 集 団 で あ っ た 可 能

性 が あ る 点 で あ る 。今 回 の 研 究 で は 、栄 養 知 識 の レ ベ ル が

高 い 代 表 で あ る 栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生 と 栄 養 知 識 の レ

ベ ル が 低 い 代 表 で あ る 栄 養 学 を 学 ん で い な い 学 生 の 間 で 、

栄 養 知 識 の レ ベ ル に 差 が あ る こ と を 示 す こ と が 目 的 で あ

る 。今 回 の 調 査 に お い て は 、栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生 と 栄

養 学 を 学 ん で い な い 学 生 の 間 に は す べ て の 領 域 お よ び 総

合 点 数 に 差 が あ り 、 栄 養 知 識 の レ ベ ル に 差 が あ る こ と が

示 さ れ た 。こ の 結 果 は 、 J G N K Q が 十 分 に 栄 養 知 識 レ ベ ル

の 違 い を 評 価 す る こ と が で き る 調 査 票 で あ る こ と を 示 し

て い る 。こ の こ と よ り 、 J G N K Q は 十 分 な 構 造 妥 当 性 を 有

す る と 評 価 で き る と 考 え る 。  
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第 5 節  結 論  

 本 研 究 で は 、「 日 本 人 成 人 を 対 象 と す る 栄 養 知 識 を 評 価

す る 調 査 票 （ J G N K Q）」 を 完 成 さ せ る た め に 、 J G N K Q が

構 造 妥 当 性 お よ び 再 テ ス ト 信 頼 性 を 有 す る か 否 か に つ い

て 検 討 を お こ な っ た 。そ の 結 果 、「栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」、

「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」、「食 品 を 選 ぶ 能 力 」、「食

事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理 解 」、「栄 養 表 示 の 理 解 」の ５

つ の 領 域 、合 計 1 4 7 点 で 構 成 さ れ る J G N K Q は 、構 造 妥 当

性 を お よ び 再 テ ス ト 信 頼 性 を 有 す る こ と が 確 認 さ れ た 。  

 J G N K Q が 内 部 信 頼 性 を 有 す る こ と が 示 さ れ た 研 究 Ⅰ

の 結 果 お よ び J G N K Q が 構 造 妥 当 性 お よ び 再 テ ス ト 信 頼

性 を 有 す る こ と が 示 さ れ た 本 研 究 の 結 果 よ り 、「 日 本 人 成

人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票（ J G N K Q）」は 、

日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る た め の 有 効 な ツ ー ル で

あ る と 結 論 づ け た （ A p p e n d i x  3）。  
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第 4 章  【【 研 究 Ⅲ 】 日 本 人 成 人 に お け る 栄 養 知 識

と 朝 食 欠 食 と の 関 連 に つ い て の 検 討 （ J G N K Q の 有

用 性 ）  

第 1 節  目 的  

 日 本 人 成 人 の 朝 食 欠 食 率 は 、男 性  1 5 . 0％ 、女 性  1 0 . 2％

で あ り 、男 女 と も に 1 0 %を 切 ら な い 状 況 が 続 い て い る ( 5 )。

特 に 、 2 0 歳 か ら 5 0 歳 ま で の 男 女 の 朝 食 欠 食 率 は 、 2 0 %を

超 え て い る 状 況 が 続 い て い る ( 5 )。同 様 に 、諸 外 国 に お い て

も 、朝 食 欠 食 率 の 高 さ は 問 題 と な っ て い る 。た と え ば 、ア

メ リ カ 成 人 の 朝 食 欠 食 率 は 2 5 %程 度 ( 4 5 )、 イ ギ リ ス の 成 人

に お い て も 、3 5 %程 度 の 人 が 朝 食 を 欠 食 し て い る と 報 告 さ

れ て い る ( 4 6 )。 こ の よ う に 、 朝 食 欠 食 は 、 現 在 、 世 界 に お

い て 、 改 善 へ の 取 り 組 み が 必 要 な 課 題 の １ つ と な っ て い

る 。  

 成 人 の 食 行 動 に 影 響 を 与 え る 要 因 に は 、 食 品 の 手 に 入

れ や す さ 、食 嗜 好 、栄 養 知 識 な ど 、様 々 な 要 因 が 報 告 さ れ

て い る ( 2 6 ;  3 9 )。食 行 動 に 影 響 を 与 え る 要 因 の １ つ で あ る 栄

養 知 識 と 朝 食 欠 食 の 関 連 に つ い て は 、 栄 養 知 識 レ ベ ル が

高 い ほ ど 、 朝 食 を 欠 食 し な い 傾 向 が あ る と の 報 告 が １ つ

あ る ( 4 7 )。 し か し な が ら 、 こ の 研 究 で 報 告 さ れ て い る 栄 養

知 識 は 、妥 当 性 お よ び 信 頼 性 が 示 さ れ て い る「 一 般 的 な 栄

養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票（ G N K Q）( 4 8 )」に 含 ま れ る 11 0 項

目 の 質 問 項 目 の う ち 、 明 確 な 基 準 が な く 選 択 さ れ た ８ 項

目 の 質 問 項 目 の み で 評 価 が お こ な わ れ て お り 、 栄 養 知 識

を 正 確 に 評 価 で き て い る と は 言 え な い 。そ の た め 、妥 当 性
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お よ び 信 頼 性 の あ る 調 査 票 を 用 い て 、 栄 養 知 識 レ ベ ル と

朝 食 欠 食 の 関 連 に つ い て 検 討 す る 必 要 が あ る 。ま た 、日 本

を 含 む ア ジ ア に お い て は 、 現 在 ま で 、 成 人 を 対 象 と し た

「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」が 存 在 し な か っ た た め 、栄

養 知 識 レ ベ ル と 属 性 の 関 連 に つ い て の 検 討 が 、 お こ な わ

れ て い な い 。し か し 、栄 養 知 識 と 食 事 お よ び 食 行 動 と の 関

連 を 検 討 す る 際 に は 、 交 絡 要 因 と し て 栄 養 知 識 に 影 響 す

る 属 性 を 考 慮 す る 必 要 が あ る た め 、 栄 養 知 識 と 属 性 の 関

連 に つ い て 明 ら か に す る こ と が 求 め ら れ る 。  

 そ こ で 、本 章 に お い て は 、日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 レ ベ ル

と 属 性 の 関 連 、属 性 を 考 慮 し た 上 で 、栄 養 知 識 レ ベ ル と 朝

食 欠 食 と の 関 連 に つ い て 、 生 活 習 慣 病 発 症 予 防 の エ ビ デ

ン ス 構 築 の 一 歩 と し て 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。  
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第 2 節  方 法  

2 - 1  研 究 デ ザ イ ン お よ び 対 象 者  

東 京 都 、千 葉 県 、茨 城 県 の ７ つ の 幼 稚 園 、１ つ の 小 学 校 、

２ つ の 中 学 校 、２ つ の 高 校 、お よ び １ つ の 大 学 の 生 徒 を 通

じ て 、 保 護 者 お よ び 知 人 で あ る 1 8 歳 か ら 6 4 歳 の 日 本 人

成 人 5 4 1 8 名 を 対 象 に 、 ２ 種 類 の 調 査 票 （「 栄 養 知 識 を 評

価 す る 調 査 票 ； J G N K Q」 と 「 ラ イ フ ス タ イ ル に 関 す る 調

査 票（ A p p e n d i x  4）」）を 配 布 し た 。調 査 票 は 、郵 送 に よ り

回 収 し 、回 答 に 不 備 が あ っ た 場 合 は 、１ 回 に 限 り 、再 回 答

を 、 直 接 、 回 答 者 に 依 頼 し た 。 そ の 結 果 、 1 2 8 1 名 が ２ つ

の 調 査 票 に 完 遂 し た （ 回 答 率 ： 2 3 . 6 %）。  

回 答 者 の 中 で 、 回 答 に 不 備 が あ っ た 者 （ 9 8 名 ）、 1 8 歳

未 満 も し く は 6 5 歳 以 上 で あ っ た 者 （ ７ 名 ）、 医 師 も し く

は 管 理 栄 養 士 に よ り 栄 養 指 導 を 受 け て い る 者 （ 11 名 ） を

除 外 し 、 11 6 5 名 を 最 終 解 析 対 象 者 と し た 。 イ ン フ ォ ー ム

ド・コ ン セ ン ト は 、各 参 加 者 よ り 署 名 に て 得 た 。ま た 、本

研 究 は 、 聖 徳 大 学 の 倫 理 委 員 会 に よ り 承 認 を 得 て 実 施 し

た （ 承 認 番 号 ： H 2 6 U 0 3 5）。  

 

2 - 2  栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 ( J G N K Q )  

 栄 養 知 識 の レ ベ ル は 、【 研 究 Ⅰ 】 お よ び 【 研 究 Ⅱ 】 で 開

発 し た 「 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票

（ J G N K Q）」に よ り 評 価 し た 。J G N K Q は 、「 栄 養 情 報 に 関

す る 理 解（ ９ 点 ）」、「食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識（ 9 6 点 ）」、

「 食 品 を 選 ぶ 能 力 （ ５ 点 ）」、「 食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て
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の 理 解 （ 2 0 点 ）」、「 栄 養 表 示 の 理 解 （ 1 7 点 ）」 の ５ つ の 領

域 、合 計 1 4 7 点 で 構 成 さ れ る 1 0 ペ ー ジ か ら な る 自 記 式 の

調 査 票 で あ る 。  

参 加 者 か ら 得 た J G N K Q の 回 答 は 、 正 解 の 場 合 は １ 点 、

不 正 解 の 場 合 は ０ 点 に そ れ ぞ れ 変 換 し 、 参 加 者 ご と に 総

合 点 数 を 算 出 し た 。 J G N K Q の 満 点 は 1 4 7 点 で あ り 、点 数

が 高 い ほ ど 栄 養 知 識 レ ベ ル が 高 い こ と を 意 味 す る 。 本 研

究 で は 、 J G N K Q の 総 合 点 数 の 低 い 方 か ら 順 に 、対 象 者 を

L o w 群 、 M i d d l e 群 、 H i g h 群 の ３ 群 に 分 類 し た 。  

 

2 - 3  朝 食 欠 食 の 定 義  

 対 象 者 の 朝 食 摂 取 習 慣 を 評 価 す る た め に 、「 ラ イ フ ス タ

イ ル に 関 す る 調 査 票 」 で 、 対 象 者 に 、「 朝 食 を 週 に 何 回 食

べ ま す か ？ 」 と 尋 ね た 。 そ の 際 に 、 朝 食 は 、 T i m l i n ら ( 8 0 )

に よ り 定 義 さ れ た「 ① 一 日 の 最 初 の 食 事 、② 日 常 の 活 動 を

開 始 す る 前 も し く は 開 始 時 に 食 べ る 食 事 、 ③ 起 床 か ら ２

時 間 以 内 に 食 べ る 食 事 、④ 午 前 1 0 時 よ り 前 に 食 べ る 食 事 、

⑤ １ 日 の 食 事 の 量 の 2 0～ 3 5％ を 占 め る 食 事 の ５ つ の 条 件

を み た す こ と 」 と す る と い う 定 義 を 使 用 し た 。  

ま た 、 座 っ て 朝 食 を 食 べ る 時 間 を と る こ と の 難 し さ を

把 握 す る た め に 、 対 象 者 に 、「 朝 食 を 座 っ て 食 べ る 時 間 を

と る こ と は 難 し い で す か ？ 」と 尋 ね 、５ 段 階 の リ ッ カ ー ト

ス ケ ー ル 方 式（ と て も 難 し い 、や や 難 し い 、ど ち ら で も な

い 、あ ま り 難 し く な い 、ま っ た く 難 し く な い ）で 回 答 し て

も ら っ た 。  
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2 - 4  そ の 他 の 変 数  

 対 象 者 は 、「 ラ イ フ ス タ イ ル に 関 す る 調 査 票 」で 、性 別 、

年 齢 、学 歴（ 大 学 卒 業 以 上 、短 期 大 学 も し く は 専 門 学 校 卒

業 、 中 学 も し く は 高 校 卒 業 ）、 世 帯 年 収 （ 2 0 0 万 円 未 満 、

2 0 0 万 円 以 上 6 0 0 万 万 円 未 満 、 6 0 0 万 円 以 上 1 0 0 0 万 円 未

満 、 1 0 0 0 万 円 以 上 ）、就 業 状 況（ 正 社 員 、ア ル バ イ ト ・ パ

ー ト 、 主 婦 ・ 主 夫 、 学 生 、 そ の 他 ）、 婚 姻 状 況 （ 既 婚 、 未

婚 ）お よ び 子 ど も の 人 数（ い な い 、１ 人 、２ 人 、３ 人 以 上 ）

に 回 答 し た 。  

 

2 - 5  統 計 解 析  

 デ ー タ は 、 I B M  S P S S  S t a t i s t i c s  2 2  ( C h i c a g o ,  I L ,  U S A )

を 用 い て 分 析 し た 。  

 栄 養 知 識 レ ベ ル に よ り 分 類 さ れ た L o w 群 、 M i d d l e 群 、

H i g h 群 の ３ 群 間 に お け る 対 象 者 特 性 の 違 い は 、 質 的 変 数

に 関 し て は χ 2 検 定 、 量 的 変 数 に 関 し て は 一 元 分 散 分 析

（ A N O VA） を 用 い て 比 較 し た 。 ま た 、 朝 食 を 座 っ て と る

こ と の 難 し さ の 割 合 は 、L o w 群 、M i d d l e 群 、H i g h 群 の ３

群 間 に お い て 、 χ 2 検 定 に よ り 比 較 し た 。  

 さ ら に 、 栄 養 知 識 レ ベ ル に よ り L o w 群 、 M i d d l e 群 、

H i g h 群 に 分 類 さ れ た 対 象 者 の １ 週 間 あ た り の 朝 食 摂 取 回

数 の 平 均 値 と 標 準 誤 差 を 算 出 し た 。 算 出 さ れ た ３ 群 間 の

朝 食 摂 取 回 数 の 平 均 値 の 違 い を 、 栄 養 知 識 レ ベ ル で 分 類

さ れ た ３ 群 間 に お い て 有 意 な 差 が み ら れ た （ p＜ 0 . 0 5） 属
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性 要 因 で あ る 性 別 、 就 業 状 況 お よ び 子 ど も の 人 数 で 調 整

後 、共 分 散 分 析（ A N C O VA）に よ り 比 較 し た 。次 に 、調 整

す る 交 絡 因 子 に 日 本 人 の 朝 食 欠 食 に 影 響 を 与 え る こ と が

報 告 さ れ て い る 年 齢 ( 2 1 ;  8 1 )を 追 加 し 、 再 度 、 共 分 散 分 析

（ A N C O VA） に よ り 比 較 し た 。  
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第 3 節  結 果  

 対 象 者 の 特 性 の 結 果 を 表 1 0 に 示 す 。 女 性 の 割 合 が

5 7 . 3 %で あ り 、 平 均 年 齢 は 4 3 . 8（ 標 準 偏 差 ： 8 . 9） 歳 で あ

っ た 。ま た 、学 歴 に お い て は 、大 学 卒 業 の 者 が 4 1 . 5 %と 最

も 多 く 、 世 帯 年 収 は 6 0 0 万 円 以 上 1 0 0 0 万 円 未 満 の 者 が

4 2 . 1 %と 最 も 多 か っ た 。さ ら に 、就 業 状 況 に お い て は 、正

社 員 の 者 が 4 5 . 8 %と 最 も 多 か っ た 。全 対 象 者 の 栄 養 知 識 の

総 合 点 数 の 平 均 は 6 9 . 3（ 標 準 偏 差： 2 3 . 7）点 で あ っ た 。栄

養 知 識 レ ベ ル に よ り 分 類 さ れ た L o w 群 、M i d d l e  群 、H i g h

群 の ３ 群 間 を 比 較 す る と 、栄 養 知 識 レ ベ ル の 高 い H i g h 群

に は 、 栄 養 知 識 レ ベ ル の 低 い L o w 群 よ り 有 意 に 女 性 が 多

か っ た（ p＜ 0 . 0 0 1）。ま た 、栄 養 知 識 レ ベ ル の 高 い H i g h 群

と 比 較 し 、 L o w 群 で 正 社 員 の 者 が 有 意 に 多 か っ た 。 一 方

で 、 主 婦 も し く は 主 夫 の カ テ ゴ リ ー に 分 類 さ れ る 者 は 、

H i g h 群 と 比 較 し L o w 群 で 有 意 に 少 な か っ た （ p < 0 . 0 0 1）。

さ ら に 、子 ど も が １ 人 い る 者 は 、 L o w 群 お よ び M i d d l e 群

と 比 較 し て 、H i g h 群 に 多 か っ た（ p = 0 . 0 0 2）。年 齢 、学 歴 、

世 帯 年 収 お よ び 婚 姻 状 況 は 、L o w 群 、M i d d l e 群 、H i g h 群

の ３ 群 間 に お い て 、 有 意 な 差 が み ら れ な か っ た 。  

 栄 養 知 識 レ ベ ル に よ り 分 類 さ れ た L o w 群 、M i d d l e 群 お

よ び H i g h 群 の ３ 群 間 に お け る 朝 食 を 座 っ て 食 べ る 時 間 を

と る こ と の 難 し さ に 関 す る 状 況 を 表 11 に 示 す 。 朝 食 を 座

っ て 食 べ る 時 間 を と る こ と が 「 と て も 難 し い 」 も し く は

「 や や 難 し い 」と 回 答 し た 者 は 、３ 群 と も に ７ %以 下 で あ

っ た 。さ ら に 、 L o w 群 、M i d d l e 群 、H i g h 群 の ３ 群 間 に お
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い て 、 座 っ て 朝 食 を 食 べ る 時 間 を と る こ と の 難 し さ に 違

い は な か っ た 。  

 表 1 2 に 、 栄 養 知 識 レ ベ ル に よ り 分 類 さ れ た L o w 群 、

M i d d l e 群 お よ び H i g h 群 に お け る １ 週 間 あ た り の 朝 食 摂

取 回 数 を 示 す 。１ 週 間 当 た り の 朝 食 摂 取 回 数 の 平 均 は 、栄

養 知 識 レ ベ ル の 最 も 低 い L o w 群 で 5 . 3（ 標 準 誤 差 ： 0 . 1）

回 、 M i d d l e 群 で 5 . 6（ 標 準 誤 差 ： 0 . 1） 回 、 H i g h 群 で 5 . 7

（ 標 準 誤 差： 0 . 1）回 で あ り 、栄 養 知 識 レ ベ ル が 高 い ほ ど 、

わ ず か だ が 朝 食 回 数 が 多 い 傾 向 に あ っ た 。ま た 、性 別（ 男

性 、 女 性 ）、 就 業 状 況 （ 正 社 員 、 ア ル バ イ ト ・ パ ー ト 、 主

婦・主 夫 、学 生 、そ の 他 ）、子 ど も の 人 数（ い な い 、１ 人 、

２ 人 、３ 人 以 上 ）で 調 整 後 の ３ 群 間 に お け る １ 週 間 当 た り

の 朝 食 摂 取 回 数 に は 、有 意 な 差 が み ら れ た（ p = 0 . 0 3 8）。さ

ら に 、交 絡 因 子 に 年 齢 を 追 加 し た 後 も 、３ 群 間 に お け る １

週 間 あ た り の 朝 食 摂 取 回 数 に は 、 有 意 な 差 が み ら れ た

（ p = 0 . 0 4 7）。  
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第 4 節  考 察  

 本 研 究 で は 、 日 本 人 成 人 に お け る 栄 養 知 識 レ ベ ル と 属

性 の 関 係 お よ び 栄 養 知 識 レ ベ ル と 朝 食 欠 食 と の 関 連 を 検

討 し た 。そ の 結 果 、日 本 人 に お い て は 、性 別 、就 業 状 況 お

よ び 子 ど も の 人 数 が 栄 養 知 識 レ ベ ル に 影 響 す る 可 能 性 が

高 い こ と 、ま た 、栄 養 知 識 レ ベ ル が 高 い 者 の ほ う が 朝 食 を

欠 食 し な い 傾 向 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 知 り う る 限 り で

は 、本 研 究 は 、日 本 人 の 栄 養 知 識 調 査 票 を 開 発 で き た こ と

に よ り 、 日 本 人 を 対 象 に 栄 養 知 識 と 属 性 の 関 連 を 検 討 し

た 初 め て の 研 究 で あ る と と も に 、 栄 養 知 識 レ ベ ル と 朝 食

欠 食 の 関 連 を 検 討 し た 世 界 で 初 め て の 研 究 で あ る 。  

 栄 養 知 識 は 食 行 動 に 影 響 を あ た え る 要 因 の １ つ で あ る

と さ れ て い る た め 、食 行 動 を 評 価 す る 際 に は 、妥 当 性 お よ

び 信 頼 性 を 持 ち 合 わ せ た 調 査 票 を 用 い て 、 栄 養 知 識 を 評

価 す る 必 要 が あ る こ と が 報 告 さ れ て い る ( 5 0 )。 そ れ ゆ え 、

栄 養 知 識 に 着 目 し た 研 究 が 増 加 し 続 け て い る 。 妥 当 性 お

よ び 信 頼 性 を 持 ち 合 わ せ た 「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」

を 用 い て 、成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 し 、属 性 要 因 と の 関 連 を

検 討 し た 研 究 が い く つ か 存 在 す る ( 4 9 ;  7 7 ;  8 2 ;  8 3 )。 オ ー ス ト

ラ リ ア 人 を 対 象 と し た 研 究 に よ る と 、性 別 、年 齢 、学 歴 お

よ び 就 業 状 況 が 栄 養 知 識 レ ベ ル に 影 響 す る こ と が 報 告 さ

れ て い る ( 4 9 )。 ま た 、 イ ギ リ ス 人 を 対 象 と し た 研 究 は 、 性

別 、 学 歴 お よ び 社 会 経 済 状 況 が 栄 養 知 識 に 影 響 を あ た え

る 要 因 で あ る こ と を 報 告 し て い る ( 8 3 )。 ベ ル ギ ー の 若 年 お

よ び 中 年 女 性 を 対 象 と し た 研 究 で は 、年 齢 、学 歴 お よ び 就
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業 状 況 が 栄 養 知 識 の レ ベ ル に 影 響 を あ た え る 可 能 性 が あ

る こ と を 報 告 し て い る ( 7 7 )。 さ ら に 、 性 別 、 年 齢 お よ び 学

歴 が 栄 養 知 識 レ ベ ル と 正 の 関 連 が あ る こ と が オ ー ス ト ラ

リ ア の 軍 人 を 対 象 と し た 研 究 で 報 告 さ れ て い る ( 8 2 )。 一 方

で 、本 研 究 で は 、対 象 者 の 栄 養 知 識 レ ベ ル は 、性 別 、就 業

状 況 お よ び 子 ど も の 人 数 と 関 連 が あ る こ と が 示 さ れ た 。

成 人 女 性 は 成 人 男 性 よ り 栄 養 知 識 レ ベ ル が 高 い こ と が 示

さ れ た 本 研 究 の 結 果 は 、 以 前 に お こ な わ れ て い る 研 究 の

結 果 と 一 致 し て い た ( 4 9 ;  8 2 ;  8 3 )。  

就 業 状 況 に 関 し て 本 研 究 で 示 さ れ た 栄 養 知 識 レ ベ ル の

低 い グ ル ー プ に 正 社 員 の 者 が 多 く 、主 婦・主 夫 の 者 が 少 な

い と い う 結 果 は 、以 前 に お こ な わ れ た 研 究 結 果 と は 、一 部

異 な る も の で あ っ た ( 4 9 ;  8 3 )。本 研 究 に お い て 、主 婦 ・ 主 夫

の 者 の ほ と ん ど が 女 性 で あ っ た 。 女 性 は 男 性 よ り 栄 養 知

識 レ ベ ル が 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る た め ( 4 9 ;  8 3 )、 主 婦 ・

主 夫 の カ テ ゴ リ ー に 属 す る ほ と ん ど の 者 が 女 性 で あ っ た

本 研 究 の 対 象 者 に お い て は 、主 婦・主 夫 の 者 が 栄 養 知 識 レ

ベ ル の 低 い 群 に 少 な か っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。ま た 、本

研 究 で は 、ア ル バ イ ト・パ ー ト の 者 を 正 社 員 の 者 と 区 別 し

て 分 類 し た が 、 オ ー ス ト ラ リ ア 人 を 対 象 と し た 研 究 で は 、

正 社 員 と ア ル バ イ ト ・ パ ー ト の 者 を 同 じ カ テ ゴ リ ー に 分

類 し て い た ( 4 9 )。 さ ら に 、 本 研 究 で は 、 主 婦 ・ 主 夫 の 者 を

独 立 し た カ テ ゴ リ ー と し て 区 別 し た が 、 オ ー ス ト ラ リ ア

人 を 対 象 と し た 研 究 で は 、そ の 他 の カ テ ゴ リ ー に 主 婦・主

夫 の カ テ ゴ リ ー に 属 す る 者 も 分 類 さ れ て い た ( 4 9 )。 ま た 、
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イ ギ リ ス 人 を 対 象 と し た 研 究 で は 、 栄 養 知 識 と 就 業 状 況

の み と の 関 連 は 検 討 さ れ て お ら ず 、 就 業 状 況 は 世 帯 収 入

と 合 わ せ て 社 会 経 済 状 況 と し て 定 義 さ れ て 検 討 さ れ て い

る ( 8 3 )。 こ れ ら の 就 業 状 況 の 分 類 の 違 い が 、 以 前 の 研 究 結

果 と の 違 い に つ な が っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。た だ し 、本

研 究 の 就 業 状 況 の 分 類 は 、以 前 に 実 施 さ れ た 研 究 ( 4 9 ;  8 3 )に

お け る 就 業 状 況 の 分 類 よ り も 詳 細 な も の で あ る た め 、 以

前 と 比 較 し て 、就 業 状 況 に よ る 栄 養 知 識 へ の 影 響 を 、よ り

明 確 に で き た も の と 考 え る 。  

 本 研 究 で は 、 以 前 に オ ー ス ト ラ リ ア 人 を 対 象 に 実 施 さ

れ た 研 究 ( 4 9 )お よ び ベ ル ギ ー の 女 性 を 対 象 に 実 施 さ れ た 研

究 ( 7 7 )同 様 に 、 対 象 者 の 子 ど も の 人 数 に よ り 栄 養 知 識 レ ベ

ル に 差 が み ら れ た 。し か し 、本 研 究 の 結 果 は 、子 ど も の 有

無 に よ り 栄 養 知 識 に 差 が あ る こ と を 示 し た オ ー ス ト ラ リ

ア 人 を 対 象 と し た 研 究 ( 4 9 )お よ び ベ ル ギ ー の 女 性 を 対 象 と

し た 研 究 の 結 果 と は 子 ど も の 有 無 で は な く 、 子 ど も の 人

数 の 違 い が 栄 養 知 識 に 影 響 し て い た と い う 点 で 異 な る も

の で あ っ た 。さ ら に 、本 研 究 の 結 果 は 、子 ど も の 人 数 は 栄

養 知 識 の レ ベ ル に 影 響 し な い と 報 告 し た イ ギ リ ス 人 を 対

象 と し た 研 究 と は 、 異 な る 結 果 で あ っ た ( 8 3 )。 こ の よ う な

結 果 の 違 い を 生 み 出 し た 理 由 の １ つ に 、 研 究 対 象 者 の 年

齢 の 違 い が あ げ ら れ る か も し れ な い 。 ベ ル ギ ー 女 性 を 対

象 と し た 研 究 に お け る 対 象 者 の 年 齢 の 中 央 値 は 3 0 歳 で あ

っ た ( 7 7 )。 ま た 、 オ ー ス ト ラ リ ア 人 を 対 象 と し た 研 究 の 対

象 者 の 年 齢 幅 は 1 8 歳 か ら 7 4 歳 と 広 か っ た に も か か わ ら
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ず 、 4 0 %の 対 象 者 は 、 3 5 歳 よ り 若 い 者 で あ っ た ( 4 9 )。 さ ら

に 、 イ ギ リ ス 人 を 対 象 と し た 研 究 で は 、 対 象 者 の う ち の

2 0 %以 上 が 6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 で あ っ た ( 8 3 )。一 方 で 、本 研

究 の 対 象 者 の 平 均 年 齢 は 、 4 3 . 8（ 標 準 偏 差 8 . 9） 歳 で あ っ

た 。そ れ ゆ え 、こ の よ う な 研 究 対 象 者 の 年 齢 の 違 い が 、４

つ の 研 究 結 果 の 違 い を 生 む 出 し た 可 能 性 が あ る 。 し か し

な が ら 、こ の 結 果 に は 、対 象 者 の 子 ど も の 年 齢 な ど も 影 響

し た 可 能 性 が 否 定 で き な い た め 、今 後 、更 な る 検 討 が 必 要

で あ る 。  

 ま た 、 学 歴 と 栄 養 知 識 に 関 連 が み ら れ た こ と が 先 行 研

究 に お い て 報 告 さ れ て い る が ( 4 9 ;  7 7 ;  8 2 ;  8 3 )、 本 研 究 で は 、

学 歴 と 栄 養 知 識 の 間 に 関 連 が み ら れ な か っ た 。 イ ギ リ ス

人 を 対 象 と し た 研 究 で は 、4 0 %以 上 の 対 象 者 が 、学 歴 が 最

も 低 い グ ル ー プ に 属 す る 者 で あ っ た ( 8 3 )。 ま た 、 ベ ル ギ ー

女 性 を 対 象 と し た 研 究 ( 7 7 )お よ び オ ー ス ト ラ リ ア の 軍 人 を

対 象 と し た 研 究 ( 8 2 )で は 、学 歴 の 区 分 は 、「高 い 」も し く は

「 低 い 」の ２ つ に し か 分 類 さ れ て い な か っ た 。唯 一 、オ ー

ス ト ラ リ ア 人 を 対 象 と し た 研 究 の み 、 本 研 究 と 同 様 の 学

歴 区 分 を 使 用 し て い た が 、 5 0 %以 上 の 対 象 者 が 、「 中 学 も

し く は 高 校 卒 業 」 と い う 最 も 低 い レ ベ ル の 学 歴 の 者 で あ

っ た 。そ の た め 、こ れ ら 、学 歴 区 分 の 違 い お よ び 対 象 者 の

学 歴 の 違 い が 、 以 前 に 実 施 さ れ た 研 究 と 本 研 究 と の 結 果

の 違 い に つ な が っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

 本 研 究 の 対 象 者 に お け る 朝 食 欠 食 の 頻 度 は 、 以 前 に ア

メ リ カ に お い て 報 告 さ れ て い る 朝 食 欠 食 頻 度 よ り も 少 な
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か っ た ( 8 4 )。 食 事 の 頻 度 は 、 年 齢 が 高 く な る に つ れ 、 上 昇

す る こ と が 報 告 さ れ て い る ( 8 5 )。 実 際 、 国 民 健 康 ・ 栄 養 調

査 の 結 果 に お い て も 、 2 0 歳 代 お よ び 3 0 歳 代 の 者 の 方 が 、

5 0 歳 以 上 の 者 よ り 、 朝 食 を 欠 食 す る 割 合 が 高 い こ と が 報

告 さ れ て い る ( 5 )。本 研 究 の 対 象 者 の 年 齢 は 、以 前 に ア メ リ

カ で 実 施 さ れ た 研 究 ( 8 4 )の 対 象 者 の 年 齢 よ り 高 か っ た 。 こ

の こ と が 、本 研 究 の 朝 食 欠 食 頻 度 の 結 果 が 、ア メ リ カ 人 を

対 象 と し た 研 究 の 朝 食 欠 食 頻 度 よ り 少 な か っ た こ と の 原

因 で あ る 可 能 性 が あ る 。  

 ま た 、本 研 究 で は 、栄 養 知 識 レ ベ ル お よ び 朝 食 欠 食 に 影

響 を 与 え る 要 因 で あ る 性 別 、年 齢 、就 業 状 況 お よ び 子 ど も

の 人 数 で 調 整 し た 後 に お い て も 、 栄 養 知 識 レ ベ ル の 低 い

者 の 方 が 朝 食 を 欠 食 す る 傾 向 が あ る と い う 結 果 が み ら れ

た 。こ の 結 果 は 、栄 養 知 識 が 食 行 動 に 影 響 を 与 え る こ と を

報 告 し て い る 以 前 の 研 究 の 結 果 と 一 致 し て い る ( 3 9 )。 さ ら

に 、今 回 の 結 果 は 、若 年 成 人 を 対 象 に 一 部 の 栄 養 知 識 と 朝

食 欠 食 の 関 連 に つ い て 報 告 し た 研 究 結 果 と も 一 致 し て い

る ( 4 7 )。 以 前 の 研 究 に お い て 、 朝 食 欠 食 は 年 齢 が 若 く 、 経

済 状 況 が 貧 し い 者 ほ ど み ら れ る こ と が 報 告 さ れ て い る ( 8 1 )。

年 齢 や 経 済 状 況 が 違 っ た と し て も 、本 研 究 の 結 果 と 、以 前

に 実 施 さ れ た 研 究 の 結 果 が 一 致 し た と い う こ と は 、 栄 養

知 識 レ ベ ル は 、 朝 食 欠 食 に 関 連 す る 要 因 の １ つ で あ る 可

能 性 が 高 い こ と を 意 味 す る だ ろ う 。  

 今 回 の 結 果 に お い て 、栄 養 知 識 レ ベ ル が 高 い H i g h 群 と

栄 養 知 識 レ ベ ル が 低 い L o w 群 の 朝 食 欠 食 の 頻 度 の 違 い は 、
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１ 週 間 当 た り わ ず か 0 . 4 回 で あ っ た 。朝 食 欠 食 の 定 義 が 研

究 ご と に 異 な る た め 、 ま っ た く 同 じ 観 点 で 比 較 を す る こ

と は で き な い が 、日 本 人 は 欧 米 人 と 比 較 し て 、朝 食 欠 食 率

が 低 い 傾 向 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る ( 1 7 ;  2 0 ;  2 1 ;  8 6 )。 こ

の こ と は 、 今 回 の L o w 群 と H i g h 群 の ２ 群 間 に お い て 、

朝 食 欠 食 頻 度 の 違 い が わ ず か 0 . 4 回 /週 と 少 な か っ た 理 由

を 説 明 す る １ つ と な る 可 能 性 が 高 い 。た だ し 、朝 食 欠 食 は

微 量 栄 養 素 摂 取 量 の 減 少 ( 8 6 )お よ び 就 寝 前 2 時 間 以 内 の 夕

食 摂 取 な ど の 不 健 康 な 食 行 動 ( 8 7 )と 関 連 す る こ と が 報 告 さ

れ て い る た め 、 た と え 朝 食 摂 取 頻 度 の 違 い が 少 な か っ た

と し て も 、 朝 食 欠 食 を 減 ら す よ う 促 す 栄 養 教 育 を 実 施 す

る こ と は 重 要 で あ る 。そ れ ゆ え 、本 研 究 の 結 果 は 、栄 養 教

育 を 実 施 す る 際 に 、 栄 養 知 識 を 向 上 す る よ う な 教 育 を 実

施 す る 重 要 性 を 提 言 し て い る 。  

 朝 食 欠 食 に つ い て の シ ス テ マ テ ィ ッ ク レ ビ ュ ー に よ る

と 、朝 食 欠 食 に 至 る 主 要 な 理 由 は 、「朝 に 時 間 が な い こ と 」

お よ び 「 習 慣 で あ る こ と 」 が 報 告 さ れ て い る ( 8 8 )。 本 研 究

で は 、朝 食 を 座 っ て と る 時 間 を と る こ と の 難 し さ は 、栄 養

知 識 レ ベ ル に よ っ て 違 い が み ら れ な か っ た 。さ ら に 、朝 食

を 座 っ て と る 時 間 を と る こ と が「 や や 難 し い 」お よ び「 と

て も 難 し い 」と 回 答 し た 者 は 、栄 養 知 識 レ ベ ル に よ り 分 類

さ れ た L o w 群 、 M i d d l e 群 お よ び H i g h 群 の ３ 群 と も に 、

と て も 少 な か っ た 。そ の た め 、本 研 究 の 対 象 者 に お い て は 、

「 朝 に 時 間 が な い こ と 」は 、朝 食 欠 食 に 至 る 原 因 と は な ら

な い 可 能 性 が 高 い 。ま た 、思 春 期 ま で に 定 着 し た 食 習 慣 は
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成 人 ま で 続 き 、 定 着 し た 食 習 慣 を 成 人 に な っ て か ら 変 更

す る こ と は 難 し い こ と が 報 告 さ れ て い る ( 3 2 ;  3 3 ;  3 4 ;  3 5 ;  3 6 )。

そ れ ゆ え 、本 研 究 の 対 象 者 に お い て も 、子 ど も の と き か ら 、

習 慣 的 に 朝 食 を 欠 食 し て い る 対 象 者 が い る こ と は 否 定 で

き な い 。し か し な が ら 、残 念 な こ と に 、本 研 究 に お い て 、

対 象 者 の 子 ど も の 時 の 朝 食 摂 取 の 習 慣 は 調 査 で き て い な

い 。朝 食 欠 食 へ の 栄 養 知 識 の 影 響 を 検 討 す る に あ た り 、対

象 者 の 過 去 の 朝 食 摂 取 習 慣 も 評 価 し た さ ら な る 検 討 を 行

う こ と が 、 今 後 の 課 題 の １ つ で あ る 。  

 本 研 究 に は 、い く つ か の 限 界 点 が 存 在 す る 。ま ず 、第 一

に 、本 研 究 の 対 象 者 は 、日 本 人 か ら ラ ン ダ ム に 選 択 さ れ た

者 で は な い 点 、 お よ び 関 東 地 方 の み に 在 住 す る 者 で あ る

点 で あ る 。そ れ ゆ え 、本 研 究 の 対 象 者 は 、日 本 人 の 代 表 と

は 言 え な い 可 能 性 が あ る 。第 二 に 、回 答 率 が 2 3 . 6 %と 低 か

っ た 点 が あ げ ら れ る 。今 回 使 用 し た「 栄 養 知 識 を 評 価 す る

調 査 票（ J G N K Q）」は 、1 0 ペ ー ジ か ら 構 成 さ れ て お り 、回

答 に 2 0 ~ 2 5 分 を 要 す る 。 今 回 の 対 象 者 の 年 齢 世 代 は 労 働

者 世 代 で あ る こ と を 考 え る と 、 調 査 票 に 回 答 す る 十 分 な

時 間 を と れ な い 者 が い た 可 能 性 は 否 定 で き な い 。 そ れ ゆ

え 、今 回 の 回 答 者 は 、回 答 し な か っ た 者 よ り 、健 康 に 関 心

が あ り 、 日 本 人 の 平 均 よ り も 栄 養 知 識 レ ベ ル が 高 い 可 能

性 が 考 え ら れ る 。し か し 、本 研 究 の 対 象 者 が 、日 本 人 の 平

均 よ り 栄 養 知 識 レ ベ ル が 高 い 集 団 で あ っ た と し て も 、 今

回 の J G N K Q の 総 合 点 数 は 、栄 養 知 識 レ ベ ル に よ り 分 類 し

た 3 群 間 で 有 意 に 異 な る と い う 結 果 で あ っ た た め 、 大 き
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な 問 題 点 と は な ら な い と 考 え ら れ る 。第 三 に 、女 性 の 喫 煙

習 慣 は 、 朝 食 欠 食 に 関 連 が あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 点

で あ る ( 4 7 )。 し か し 、 今 回 の 研 究 に お い て 、 対 象 者 に 喫 煙

習 慣 を 尋 ね て い な い た め 、 喫 煙 状 況 を 把 握 で き て い な い 。

日 本 人 女 性 に お け る 喫 煙 者 の 割 合 は 8 . 2 %と 、 他 国 と 比 較

し 低 い 状 況 で は あ る が ( 8 9 ;  9 0 )、喫 煙 環 境 が 食 行 動 に 影 響 し

た 可 能 性 が あ る こ と は 否 定 で き な い 。今 後 は 、喫 煙 状 況 を

検 討 し た 上 で 、 栄 養 知 識 と 朝 食 欠 食 を 検 討 す る さ ら な る

研 究 を お こ な う 必 要 が あ る 。最 後 に 、今 回 の 調 査 に お い て

考 慮 で き て い な い 因 子 が あ る 可 能 性 が あ る 点 で あ る 。 朝

食 欠 食 に は さ ま ざ ま な 食 行 動 や 生 活 活 動 が 影 響 す る こ と

が 報 告 さ れ て い る ( 8 8 )。 た と え ば 、 シ フ ト ワ ー カ ー で あ る

こ と は 、 食 事 摂 取 に 関 す る 行 動 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 が

あ る か も し れ な い 。そ の た め 、そ の よ う な 因 子 が 本 研 究 の

結 果 に 影 響 を あ た え た 可 能 性 は 否 定 で き な い 点 で あ る 。  
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第 5 節  結 論  

 本 研 究 で は 、日 本 人 成 人 を 対 象 に 、栄 養 知 識 レ ベ ル と 属

性 の 関 連 お よ び 栄 養 知 識 レ ベ ル と 朝 食 欠 食 の 関 連 に つ い

て 検 討 を お こ な っ た 。そ の 結 果 、日 本 人 に お い て 、栄 養 知

識 レ ベ ル が 高 い 者 の 特 徴 は 、女 性 、主 婦・主 夫 で あ る 者 、

お よ び 子 ど も の 人 数 が １ 人 で あ る 者 で あ る こ と が 示 さ れ

た 。さ ら に 、栄 養 知 識 レ ベ ル が 低 い 者 ほ ど 、朝 食 を 欠 食 す

る 傾 向 が あ る こ と が 示 さ れ た 。  

 今 回 の 結 果 は 、 栄 養 知 識 を 向 上 さ せ る 栄 養 教 育 を 実 施

す る 際 は 、 対 象 と な る 集 団 の 属 性 を 把 握 し て か ら 教 育 を

実 施 す る 必 要 が あ る こ と 、 朝 食 欠 食 を 減 ら す よ う 促 す 教

育 を 実 施 す る 際 は 、食 習 慣 を 評 価 す る だ け で な く 、栄 養 知

識 の レ ベ ル に も 注 意 を 払 っ た う え で 実 施 し て い く 必 要 が

あ る こ と を 提 言 す る も の で あ る 。  

 た だ し 、 成 人 に お け る 食 行 動 を 改 善 す る 戦 略 を 立 て る

た め に も 、 朝 食 欠 食 お よ び 栄 養 知 識 に 影 響 を あ た え る そ

の 他 の 要 因 を 検 討 し た 上 で 、 栄 養 知 識 と 朝 食 欠 食 の 関 連

に つ い て 明 ら か に す る さ ら な る 研 究 が 必 要 で あ る 。  

 以 上 の よ う に 、本 研 究 に お い て 、開 発 し た J G N K Q を 用

い て 、 栄 養 知 識 レ ベ ル と 朝 食 欠 食 の 関 連 に つ い て の 傾 向

を 明 ら か に す る こ と が で き た と 同 時 に 、 今 後 の 検 討 課 題

も 明 確 に す る こ と が で き た 。  
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第 5 章  総 括  

第 1 節  本 研 究 で 得 ら れ た 成 果  

第 二 次 世 界 大 戦 以 降 、日 本 で は 、疾 病 構 造 の 変 化 に よ り 、

生 活 習 慣 病 に よ る 死 亡 お よ び 医 療 費 の 圧 迫 が 大 き な 課 題

の １ つ と な っ て い る ( 1 ;  4 ;  6 )。 そ の た め 、 健 康 日 本 2 1（ 第

二 次 ） に お い て は 、 総 合 的 な 目 標 と し て 、「 平 均 寿 命 を 上

回 る 健 康 寿 命 の 延 伸 」が 掲 げ ら れ て お り ( 9 )、生 活 習 慣 病 の

発 症 お よ び 重 症 化 予 防 に 取 り 組 む こ と が 求 め ら れ て い る 。

特 に 、生 活 習 慣 病 の 発 症 要 因 の １ つ で あ り 、大 き な 影 響 が

あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 食 習 慣 ( 7 )へ の 対 策 は 、 現

在 の 日 本 に お け る 最 重 要 課 題 の １ つ で あ る 。  

成 人 の 食 事 お よ び 食 行 動 に 影 響 を 与 え る 要 因 の １ つ で

あ る 栄 養 知 識 ( 2 6 ;  2 7 ;  2 8 ;  2 9 )と 、 生 活 習 慣 病 発 症 に 関 係 す る

食 事 の 質 や 食 行 動 と の 関 連 に つ い て の 検 討 は 、 諸 外 国 を

含 め 、あ ま り 進 ん で い な い 。そ の 要 因 の １ つ に 、妥 当 性 お

よ び 信 頼 性 を 有 し た「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」を 開 発

し て い る 地 域 の 少 な さ が あ げ ら れ る 。「 栄 養 知 識 を 評 価 す

る 調 査 票 」は 、食 文 化 お よ び 食 習 慣 が 異 な る 地 域 間 で 同 じ

調 査 票 を 共 有 す る こ と が で き な い ( 4 8 )。 そ の た め 、 総 合 的

に 栄 養 知 識 を 評 価 す る こ と が で き る 地 域 は 、イ ギ リ ス 、オ

ー ス ト ラ リ ア お よ び ト ル コ の ３ 地 域 だ け で あ っ た 。 本 研

究 で は 、こ の 現 状 に 着 目 し 、す で に「 栄 養 知 識 を 評 価 す る

調 査 票 」 を 開 発 し て い る 地 域 と 食 文 化 や 食 習 慣 が 異 な る

ア ジ ア の 一 国 で あ る 日 本 に お い て ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 ;  6 0 )、「 栄 養 知

識 を 評 価 す る 調 査 票 」を 開 発 す る こ と を 目 的 と し た 。本 研
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究 に お い て 、妥 当 性 お よ び 信 頼 性 を 有 し た「 日 本 人 成 人 を

対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票（ J G N K Q）」を 開 発

で き た こ と に よ り 、 欧 米 諸 国 と 食 事 パ タ ー ン が 異 な る ア

ジ ア 地 域 ( 5 7 ;  5 8 ;  5 9 ;  6 0 )に お い て 、 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す

る 突 破 口 が 開 け た こ と と な っ た た め 、今 後 、生 活 習 慣 病 と

関 係 す る 食 事 の 質 や 食 行 動 と 栄 養 知 識 と の 関 連 を 検 討 す

る 研 究 が 、 さ ら に 増 え て い く こ と が 期 待 さ れ る 。  

さ ら に 、本 研 究 で は 、生 活 習 慣 病 の 発 症 と 関 連 が あ る こ

と が 報 告 さ れ て い る 朝 食 欠 食 ( 1 9 ;  2 2 ;  2 3 ;  2 4 ;  2 5 )と 栄 養 知 識

と の 関 連 に つ い て 、 J G N K Q を 用 い て 明 ら か に し た 。 現 在

ま で に 、 生 活 習 慣 病 発 症 に 関 係 す る 栄 養 素 摂 取 量 や 食 行

動 と 栄 養 知 識 と の 関 連 に つ い て の 報 告 は 、 ほ と ん ど 存 在

し て い な か っ た た め 、本 研 究 は 、生 活 習 慣 病 対 策 を 講 じ る

上 で も 新 た な 切 り 口 と し て 、 栄 養 知 識 の 存 在 を 考 え る 必

要 が あ る こ と を 示 す こ と が で き た 。し か し な が ら 、現 状 で

は 、 生 活 習 慣 病 の 要 因 の ほ ん の 一 部 で あ る 朝 食 欠 食 と 栄

養 知 識 と の 関 連 を 明 ら か に で き た に 過 ぎ な い 。 そ の た め 、

今 後 は 、 生 活 習 慣 病 発 症 に 関 係 す る 食 事 摂 取 量 や 食 行 動

と 栄 養 知 識 と の 関 連 を １ つ １ つ 検 討 し て い く 必 要 が あ り 、

本 研 究 で 開 発 し た J G N K Q は 改 良 を 加 え な が ら 、有 用 な ツ

ー ル と な る で あ ろ う 。  
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第 2 節  本 研 究 に お け る 今 後 の 展 望  

本 研 究 に よ り 、「 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査

票（ J G N K Q）」を 完 成 す る こ と が で き 、さ ら に 、開 発 し た

調 査 票 を 用 い て 、 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 レ ベ ル を 評 価 し 、

栄 養 知 識 と 生 活 習 慣 病 の 要 因 の １ つ で あ る 朝 食 欠 食 に は

関 連 が あ る 可 能 性 が 高 い こ と を 明 ら か に す る こ と が で き

た 。し か し 、J G N K Q に 含 ま れ て い る 内 容 に は 、「 日 本 人 の

食 事 摂 取 基 準 （ 2 0 1 5 年 版 ） ( 6 2 )」、 お よ び 現 在 の 日 本 人 の

健 康 や 食 事 摂 取 状 況 を も と に 作 成 さ れ た 質 問 項 目 が 多 く

存 在 す る 。 日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準 は ５ 年 ご と に 改 訂 が 実

施 さ れ て い る こ と 、 ま た 日 本 人 の 健 康 状 況 や 食 事 摂 取 状

況 も 日 々 変 化 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い る た め ( 9 1 ) 、

J G N K Q に 含 ま れ て い る 内 容 や 質 問 項 目 の 見 直 し 、 ま た 、

そ れ に 伴 い 改 訂 さ れ た 調 査 票 の 妥 当 性 お よ び 信 頼 性 の 検

討 等 が 必 要 と な る と 考 え て い る 。さ ら に 、ど の 程 度 の 期 間

を あ け て 改 定 を 実 施 し て い く の か 、 改 訂 時 期 の 検 討 も 必

要 と な る と 考 え て い る 。  

ま た 、現 在 、生 活 習 慣 病 罹 患 者 が 増 加 し つ づ け て お り 、

医 療 費 の 増 大 が 大 き な 問 題 と な っ て い る 日 本 に お い て ( 6 )、

生 活 習 慣 病 発 症 お よ び 重 症 化 予 防 対 策 を 実 施 す る た め の

根 拠 が 求 め ら れ て い る 。そ の た め 、本 邦 で は 、生 活 習 慣 病

の 要 因 の １ つ で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 朝 食 欠 食 ( 2 2 ;  

2 3 ;  2 4 ;  2 5 )と 栄 養 知 識 の 関 連 に つ い て 明 ら か に し た 。し か し 、

生 活 習 慣 病 の 発 症 要 因 に は 、朝 食 欠 食 以 外 に も 、さ ま ざ ま

な 食 習 慣 、食 事 環 境 、家 庭 状 況 、食 嗜 好 な ど が 報 告 さ れ て
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い る ( 6 0 ;  9 2 ;  9 3 ;  9 4 ;  9 5 ;  9 6 ;  9 7 ;  9 8 ;  9 9 )。 こ れ ら の 要 因 と 、 健 康

面 で の 適 切 な 意 思 決 定 に 必 要 な 基 本 的 健 康 情 報 や サ ー ビ

ス を 調 べ 、 理 解 し 、 効 果 的 に 利 用 す る 個 人 的 能 力 を 示 す

H e a l t h  l i t e r a c y の １ つ の 要 素 で あ り 、 食 事 に 影 響 を 与 え

る 中 心 的 存 在 で あ る 可 能 性 が 報 告 さ れ て い る 栄 養 知 識

( 1 0 0 ;  1 0 1 ;  1 0 2 )と の 関 連 は 、 ほ と ん ど 報 告 さ れ て い な い 。 そ

の た め 、 本 研 究 で 開 発 し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 を

用 い て 、食 習 慣 、食 事 環 境 、家 庭 環 境 な ど と の 関 連 を 明 ら

か に し て い き た い と 考 え 、 日 本 に お け る 全 都 道 府 県 の １

歳 以 上 の 各 年 代 を 対 象 に 、 食 事 摂 取 量 や 食 事 環 境 お よ び

家 庭 状 況 等 を 評 価 す る 調 査 に お い て 、成 人 に は 、食 事 摂 取

量 や 食 事 環 境 お よ び 家 庭 状 況 等 と 栄 養 知 識 レ ベ ル と の 関

連 を 評 価 す る た め に 、「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 を 調

査 票 の 一 部 と し て 配 布 し 、回 答 を お 願 い し た 。現 在 、調 査

票 を 回 収 済 み の 段 階 で あ り 、今 後 、成 人 に お け る 栄 養 知 識

と 食 事 摂 取 量 お よ び 食 事 環 境 等 と の 関 連 を 解 析 す る 予 定

で あ る 。  

ま た 、幼 児 期 の 子 ど も ( 3 2 ;  3 3 ;  3 4 ;  3 5 ;  3 6 )お よ び そ の 保 護 者

は 、 幼 児 期 が 食 嗜 好 や 食 習 慣 が 形 成 さ れ る 重 要 な 時 期 で

あ り 、 そ の 時 期 に 形 成 さ れ た 食 嗜 好 や 食 習 慣 は 成 人 ま で

続 く た め 、 将 来 的 な 生 活 習 慣 病 発 症 予 防 と い う 観 点 か ら 、

と て も 重 要 な 対 象 と な る と 考 え て い る 。 日 本 の 政 府 も 、

2 0 1 6 年 に 発 表 し た 第 ３ 次 食 育 推 進 基 本 計 画 に お い て 、 次

世 代 へ 食 習 慣 を つ な ぐ 可 能 性 の 大 き い 2 0 代 お よ び 3 0 代

の 成 人 へ の 食 育 を 重 点 課 題 と し て 取 り 上 げ て お り ( 1 3 )、 幼



73 

児 の 食 事 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る

保 護 者 へ の 食 教 育 が 重 要 な 課 題 と 考 え ら れ て い る こ と が

わ か る 。し か し 、現 在 の 日 本 に お い て 、幼 児 と そ の 保 護 者

を 対 象 に 食 事 と 栄 養 知 識 の 関 連 に つ い て 検 討 し た 研 究 は

存 在 し な い 。今 回 、日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査

票 を 開 発 し た こ と で 、 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る

こ と が 可 能 と な っ た 。今 後 、第 ３ 次 食 育 推 進 基 本 計 画 を 進

め て い く 上 で も 、 さ ら に そ の 先 に 続 く 日 本 の 施 策 を 作 成

し て い く 上 で も 、 幼 児 と 保 護 者 の 食 事 お よ び 食 事 に 影 響

を 与 え る 要 因 を 一 つ ず つ 検 討 し て い く こ と は 、 日 本 に と

っ て 重 要 な 課 題 で あ る と 考 え ら れ る 。そ の た め に も 、こ れ

ら の 課 題 解 決 に 少 し で も 寄 与 で き る よ う に 、 本 研 究 で 開

発 し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 を 使 用 し 、今 後 は 、保 護

者 の 栄 養 知 識 レ ベ ル が 幼 児 の 習 慣 的 な 栄 養 素 お よ び 食 品

群 摂 取 量 に お よ ぼ す 影 響 を 検 討 し て い く 予 定 で あ る 。  

さ ら に 、幼 児 期 だ け で な く 、学 童 期 、思 春 期 の 食 事 に も

保 護 者 が 大 き く 影 響 す る 可 能 性 が 高 い こ と が 報 告 さ れ て

い る ( 1 0 3 )。そ の た め 、各 ラ イ フ ス テ ー ジ に お い て 、保 護 者

の 栄 養 知 識 が ど の よ う に 子 ど も の 食 事 に 影 響 し て い る か 、

ま た 、保 護 者 の 栄 養 知 識 は 、成 長 過 程 の 中 で 、ど の ラ イ フ

ス テ ー ジ の 段 階 の 子 ど も の 食 事 に ま で 大 き く 影 響 を 与 え

る 可 能 性 が あ る の か を 検 討 し 、 食 育 実 施 の た め の エ ビ デ

ン ス を 構 築 し て い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。 そ こ で 、

諸 外 国 で も 、既 存 の 報 告 が な い 中 学 生 の 世 代 を 対 象 に 、母

親 の 栄 養 知 識 レ ベ ル が 中 学 生 の 子 ど も の 習 慣 的 な 栄 養 素
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摂 取 量 の 適 正 さ に 影 響 を 与 え る か に つ い て の 評 価 を お こ

な う た め の 調 査 を 実 施 済 み で あ る 。現 在 、そ の 関 連 性 に つ

い て の 検 討 を お こ な っ て い る 段 階 で あ り 、さ ら に 、他 の 世

代 を 対 象 に し た 調 査 も 実 施 し 、 こ の 課 題 に 対 す る エ ビ デ

ン ス を 構 築 し て い き た い 。  

ま た 、 成 人 以 外 の ラ イ フ ス テ ー ジ を 対 象 と し た 栄 養 知

識 を 評 価 す る 調 査 票 を 開 発 す る 必 要 性 も あ る 。 成 人 の 次

に 、 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 の 開 発 が 急 が れ る ラ イ フ

ス テ ー ジ と し て 、幼 児 期 が あ げ ら れ る 。現 在 進 行 中 で あ る

第 ３ 次 食 育 推 進 基 本 計 画 ( 1 3 )に お い て 、 上 記 で も 述 べ た よ

う に 、2 0 歳 代 及 び 3 0 歳 代 の 若 い 世 代 は 、食 に 関 す る 知 識

や 意 識 、 実 践 状 況 等 の 面 で 他 の 世 代 よ り 課 題 が 多 い た め 、

お よ び こ の 世 代 は こ れ か ら 親 に な る 世 代 で も あ る た め 、

食 に 関 す る 知 識 や 取 組 み を 次 世 代 に 伝 え つ な げ て い け る

よ う 、食 に 関 す る 知 識 を 深 め 、意 識 を 高 め 、心 身 の 健 康 を

増 進 す る 健 全 な 食 生 活 を 実 践 す る こ と が で き る よ う に 食

育 を 推 進 し て い く 必 要 が あ る と さ れ て お り 、 特 に 重 点 課

題 の ラ イ フ ス テ ー ジ と さ れ て い る 。つ ま り 、現 在 の 日 本 に

お い て 、2 0 歳 代 お よ び 3 0 歳 代 の 若 い 世 代 お よ び そ の 子 ど

も の 世 代 で あ る 幼 児 期 を 対 象 と し た 食 教 育 は 最 重 要 課 題

で あ る と 考 え ら れ て お り 、 こ の 課 題 に 対 す る 取 り 組 み が

必 要 と さ れ て い る 。そ こ で 、幼 児 期 の 子 ど も を 対 象 と し た

栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 を 開 発 す る こ と と し 、 幼 児 の

栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 に 含 む べ き 質 問 項 目 の 検 討 を

は じ め た ( 1 0 4 )。ま ず 、日 本 人 幼 児 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調
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査 票 を 作 成 す る に あ た り 、 諸 外 国 の 子 ど も を 対 象 と し た

栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 の 内 容 を 確 認 し た と こ ろ 、 諸

外 国 の 栄 養 知 識 の 調 査 票 に 含 ま れ る 内 容 は 健 康 的 な 食 品

と 健 康 的 で な い 食 品 の 区 別 に 関 す る 内 容 の み で あ っ た

( 1 0 5 )。そ の 後 、現 状 の 日 本 に お け る 幼 児 期 の 食 育 の 内 容 を 、

厚 生 労 働 省 か ら 出 さ れ て い る 「 楽 し く 食 べ る 子 ど も に ～

保 育 所 に お け る 食 育 に 関 す る 指 針 ～ 」( 1 0 6 )で 確 認 し た と こ

ろ 、 健 康 的 な 食 品 か 否 か を 判 断 す る 内 容 の み で は な か っ

た た め 、 諸 外 国 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 に は 含 ま れ

な い が 日 本 に お い て 食 育 に 含 む べ き と し て 推 奨 さ れ て い

る 内 容 が あ る こ と が 確 認 さ れ た 。そ こ で 、こ れ ら の 内 容 が

食 教 育 で 向 上 す る 内 容 で あ る の か 、 そ れ と も 成 長 と と も

に 向 上 す る 可 能 性 の あ る 内 容 で あ る の か 、 も し く は 幼 児

の 段 階 で す で に 習 得 さ れ て い る 可 能 性 の あ る 内 容 で あ る

の か を 判 断 し 、 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 に 含 む べ き か

否 か を 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え た 。し か し 、そ の よ う な

検 討 を 実 施 し た 研 究 は な く 、 幼 児 に お い て 栄 養 知 識 を 評

価 す る 調 査 票 に 含 む べ き 質 問 項 目 を 検 討 し た 研 究 も な か

っ た 。ま た 同 時 に 、栄 養 学 を 学 ん で い る か 否 か で 栄 養 知 識

レ ベ ル が 高 い 集 団 で あ る か 否 か を 区 別 で き る 成 人 の よ う

に 、 栄 養 知 識 の レ ベ ル の 高 い 集 団 お よ び 低 い 集 団 の 代 表

と な る 集 団 が 幼 児 に は 存 在 し な い 。そ こ で 、現 在 、食 育 に

含 む べ き と 考 え ら れ て い る 内 容 を 「 楽 し く 食 べ る 子 ど も

に ～ 保 育 所 に お け る 食 育 に 関 す る 指 針 ～ 」( 1 0 6 )を 参 考 に 栄

養 知 識 に 関 す る と 考 え ら れ る 項 目 を 取 り 上 げ 、 食 育 を 実
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施 す る 群 と 実 施 し な い 群 を 設 け 、 幼 児 期 の 子 ど も を 対 象

と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 に 含 む べ き 項 目 を 検 討

す る こ と と し た 。そ の 結 果 、現 在 ま で に 、幼 児 期 の 子 ど も

の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 に 必 要 な 質 問 項 目 に 関 し て

は 、検 討 が す で に 完 了 し て い る ( 1 0 4 )。今 後 は 、こ れ ら の 質

問 項 目 で 構 成 し た 調 査 票 の 内 容 妥 当 性 お よ び 再 テ ス ト 信

頼 性 を 検 討 し 、 調 査 票 の 完 成 を 目 指 し た い と 考 え て い る 。

さ ら に 、 学 童 期 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票

は 、諸 外 国 に お い て 、問 題 数 の 変 更 な ど は あ る も の の 、幼

児 版 の 調 査 票 と 含 ま れ る 質 問 項 目 の 内 容 は 同 一 で あ る 調

査 票 が 多 い ( 7 6 ;  1 0 5 )。 そ の た め 、 す で に 検 討 を 終 え て い る

幼 児 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 の 質 問 項 目 を 参 考 に 、

学 童 期 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 の 開 発 を 目 指 し た い 。

こ の よ う に 、本 研 究 で 開 発 し た J G N K Q を 基 と し て 、そ れ

ぞ れ の 世 代 に 適 し た 調 査 票 を 開 発 し 、 日 本 人 の 栄 養 知 識

を 正 確 に 把 握 す る こ と で 、 生 活 習 慣 病 発 症 の 予 防 に 対 す

る エ ビ デ ン ス を 構 築 し 、 国 民 の 栄 養 改 善 お よ び 健 康 増 進

に 貢 献 し た い と 考 え て い る 。  
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要 旨  

 生 活 習 慣 病 に よ る 患 者 数 と 死 亡 者 数 お よ び 生 活 習 慣 病

に 関 す る 医 療 費 が 増 加 し 続 け て い る 日 本 に お い て 、 生 活

習 慣 病 発 症 お よ び 重 症 化 の 予 防 は 重 要 な 課 題 の １ つ で あ

る 。 そ の た め 、 生 活 習 慣 病 発 症 に 大 き な 影 響 が あ る こ と

が 明 ら か に さ れ て い る 要 因 の １ つ で あ る 食 習 慣 へ の 対 策

が 課 題 と な っ て い る 。  

栄 養 知 識 は 適 切 な 食 行 動 に 導 く １ つ の 要 因 で あ る こ と

が 明 ら か に さ れ て お り 、 栄 養 知 識 を 高 め る た め に は 、 対

象 者 の 栄 養 知 識 の レ ベ ル に 見 合 っ た 栄 養 教 育 を 実 施 す る

こ と が 望 ま し い と さ れ て い る 。 し か し 、 生 活 習 慣 病 発 症

に 関 連 が あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 要 因 と 栄 養 知 識 を 評

価 し た 研 究 は 、 ほ と ん ど 存 在 せ ず 、 こ れ ら の エ ビ デ ン ス

の 構 築 が 求 め ら れ て い る 。 妥 当 性 お よ び 信 頼 性 を 持 ち 合

わ せ た 「 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 は 、 イ ギ リ

ス 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 ト ル コ に お い て 、 す で に 、 開 発 を

終 え て お り 、 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 研 究 お よ び 評 価

し た 栄 養 知 識 と 属 性 要 因 と の 関 連 な ど に 関 す る 研 究 が 報

告 さ れ て い る 。 し か し 、 食 文 化 お よ び 食 習 慣 が 異 な る 地

域 に お い て 栄 養 知 識 を 評 価 す る 場 合 、「 栄 養 知 識 を 評 価

す る 調 査 票 」 を 独 自 に 開 発 す る 必 要 が あ る こ と が 提 言 さ

れ て お り 、 す で に 調 査 票 を 開 発 し 終 え て い る 国 々 と 食 文

化 お よ び 食 習 慣 が 異 な る 日 本 に お い て は 、 既 存 の 調 査 票

を 用 い て 、 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る こ と が で き な い 。  
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そ こ で 、 本 研 究 で は 、 日 本 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 手

段 を 確 立 す る た め に 、「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 を

開 発 す る こ と を 第 一 の 目 的 と し た 。 さ ら に 、 開 発 し た 調

査 票 を 用 い て 、 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 し 、 栄 養 知

識 と 生 活 習 慣 病 発 症 の 要 因 の １ つ で あ る 朝 食 欠 食 と の 関

連 を 検 討 す る こ と を 第 二 の 目 的 と し た 。  

【 研 究 Ⅰ ： 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 に 含

む べ き 質 問 項 目 の 検 討 】  

 日 本 人 成 人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 を

開 発 す る た め の 第 一 歩 と し て 、 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を

評 価 す る 調 査 票 に 含 む べ き 質 問 項 目 を 内 容 妥 当 性 お よ び

内 部 信 頼 性 の 観 点 か ら 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  

は じ め に 、 イ ギ リ ス で 開 発 さ れ た 「 栄 養 情 報 に 関 す る

理 解 」、「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」、「 食 品 を 選 ぶ 能

力 」、「 食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理 解 」 の ４ 領 域 、 全

11 0 点 で 構 成 さ れ る 「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 を 日

本 語 に 訳 し た 。 そ の 後 、 ２ 名 の 管 理 栄 養 士 に よ り 、 イ ギ

リ ス で 開 発 さ れ た 「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 に 含 ま

れ る 質 問 項 目 が 、 日 本 版 の 調 査 票 に 必 要 で あ る の か お よ

び 追 加 す る べ き 項 目 が な い の か を 、「 食 生 活 指 針 」、「 日

本 人 の 食 事 摂 取 基 準 （ 2 0 1 5 年 版 ）」、「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ

ド 」、「 平 成 2 3 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 」 お よ び

「 P u b M e d」 に 収 載 さ れ て い る 論 文 を 参 考 に 検 討 し た 。

ま た 、 栄 養 知 識 を 評 価 す る た め に は 、 認 識 上 の 知 識 だ け

で は な く 実 践 的 な 知 識 も 評 価 で き 、 健 康 的 な 食 品 を 選 択
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す る 鍵 と な る 「 栄 養 表 示 へ の 理 解 」 の 領 域 も 必 要 な 領 域

の １ つ で あ る と 報 告 さ れ て い る こ と か ら 、 調 査 票 に 「 栄

養 表 示 へ の 理 解 」 の 領 域 を 新 た な 領 域 と し て 追 加 す る こ

と を 決 定 し た 。 そ の 結 果 、 ５ 領 域 、 2 1 3 点 で 構 成 さ れ た

P i l o t 版 の 「 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 （ P i l o t -

J G N K Q）」 を 完 成 さ せ た 。  

P i l o t - J G N K Q 完 成 後 、 1 8 歳 か ら 6 4 歳 の 1 1 8 2 名 の 日

本 人 成 人 を 対 象 に 、 内 容 妥 当 性 （ 項 目 の 難 易 度 お よ び 項

目 の 識 別 能 力 か ら 評 価 ） お よ び 内 部 信 頼 性 を 評 価 す る た

め の 調 査 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 、 1 0 1 項 目 （ 点 ） の 質 問

項 目 が 内 容 妥 当 性 の 基 準 を 満 た さ な い こ と が 示 さ れ た 。

し か し 、 内 容 妥 当 性 を 満 た さ な か っ た 質 問 項 目 の 中 で 、

3 5 項 目 （ 点 ） は 管 理 栄 養 士 に よ り 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調

査 票 に 不 可 欠 な 項 目 で あ る と 判 断 さ れ た た め 、 調 査 票 に

残 す こ と と し た 。 内 容 妥 当 性 の 基 準 を 満 た し た 質 問 項 目

お よ び 管 理 栄 養 士 に よ り 外 す べ き で な い と 判 断 さ れ た 質

問 項 目 で 構 成 さ れ た 調 査 票 全 体 の 内 部 信 頼 性 の 値 は

0 . 9 5、 各 領 域 の 内 部 信 頼 性 の 値 は 、 0 . 3 1 か ら 0 . 9 4 で あ

っ た 。  

最 終 的 に 、「 日 本 人 成 人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価

す る 調 査 票 （ J G N K Q）」 は 、「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 ： ９

点 」、「 食 品 に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 ： 9 6 点 」、「 食 品 を 選

ぶ 能 力 ： ５ 点 」、「 食 事 と 疾 病 の 関 係 に つ い て の 理 解 ： 2 0

点 」、「 栄 養 表 示 の 理 解 ： 1 7 点 」 の ５ 領 域 、 合 計 1 4 7 点 で

構 成 す る べ き で あ る と 結 論 づ け た 。  



80 

【 研 究 Ⅱ ： 日 本 人 成 人 の 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 の 構

造 妥 当 性 お よ び 再 テ ス ト 信 頼 性 の 検 討 】  

研 究 Ⅰ に お い て 作 成 し た J G N K Q が 構 造 妥 当 性 お よ び

再 テ ス ト 信 頼 性 を 有 す る か を 検 討 す る こ と を 目 的 と し

た 。  

栄 養 学 科 に 在 籍 す る 大 学 ４ 年 生 の 日 本 人 女 性 9 6 名 お

よ び 同 じ 大 学 の 栄 養 学 を 学 ば な い 学 科 （ 文 学 科 、 音 楽 学

科 、 心 理 学 科 ） に 在 籍 す る 大 学 ４ 年 生 の 日 本 人 女 性 4 4

名 を 対 象 に J G N K Q お よ び 属 性 を 調 査 す る 調 査 票 を 用 い

て 調 査 （ １ 回 目 ） を 行 な い 、 調 査 で 得 た 回 答 か ら 構 造 妥

当 性 を 評 価 し た 。 １ 回 目 の 調 査 に 回 答 し た 1 4 0 名 に 、 ２

週 間 後 に J G N K Q を 用 い て ２ 回 目 の 調 査 を 実 施 し 、 １ 回

目 と ２ 回 目 の 調 査 を 完 遂 し た 7 5 名 の 回 答 を 用 い て 、 ２

回 の テ ス ト の 相 関 係 数 お よ び S y s t e m a t i c  d i f f e r e n c e s の

観 点 か ら 再 テ ス ト 信 頼 性 を 評 価 し た 。  

栄 養 学 を 学 ん で い る 学 生 の 領 域 別 の 点 数 お よ び 総 合 点

数 は 、 栄 養 学 を 学 ん で い な い 学 生 の 領 域 別 の 点 数 お よ び

総 合 点 数 よ り す べ て 有 意 に 高 か っ た 。 こ の こ と か ら 、

J G N K Q は 構 造 妥 当 性 を 有 す る こ と が 示 さ れ た 。 各 領 域

の １ 回 目 と ２ 回 目 の 点 数 の 相 関 係 数 は 、 0 . 4 3 8 か ら

0 . 6 8 0 で あ り 、 総 合 点 数 の 相 関 係 数 は 、 0 . 7 5 1 で あ っ

た 。 ま た 、 １ 回 目 と ２ 回 目 の テ ス ト の 総 合 点 数 お よ び 領

域 別 の 点 数 と も に 有 意 な 差 は な か っ た 。 よ っ て 、 J G N K Q

は 再 テ ス ト 信 頼 性 を 有 す る こ と が 示 さ れ た 。  
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こ れ ら の 結 果 よ り 、「 栄 養 情 報 に 関 す る 理 解 」、「 食 品

に 含 ま れ る 栄 養 素 の 知 識 」、「 食 品 を 選 ぶ 能 力 」、「 食 事 と

疾 病 の 関 係 に つ い て の 理 解 」、「 栄 養 表 示 の 理 解 」 の ５ つ

の 領 域 、 合 計 1 4 7 点 で 構 成 さ れ る J G N K Q は 、 内 部 信 頼

性 が 示 さ れ た 研 究 Ⅰ の 結 果 お よ び 構 造 妥 当 性 お よ び 再 テ

ス ト 信 頼 性 が 示 さ れ た 研 究 Ⅱ の 結 果 か ら 、 日 本 人 成 人 の

栄 養 知 識 を 評 価 す る た め の 有 効 な ツ ー ル で あ る と 結 論 づ

け た 。  

【 研 究 Ⅲ ： 日 本 人 成 人 に お け る 栄 養 知 識 と 朝 食 欠 食 と の

関 連 に つ い て の 検 討 （ J G N K Q の 有 用 性 ）】  

日 本 人 成 人 に お い て 、 J G N K Q を 用 い て 、 栄 養 知 識 レ

ベ ル を 評 価 す る と と も に 、 栄 養 知 識 レ ベ ル と 朝 食 欠 食 と

の 間 に 関 連 が あ る か 否 か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し

た 。  

1 8 歳 か ら 6 4 歳 の 日 本 人 成 人 11 6 5 名 を 対 象 に 、 研 究

Ⅰ お よ び 研 究 Ⅱ に よ り 開 発 し た J G N K Q お よ び 「 生 活 ス

タ イ ル に 関 す る 調 査 票 」 を 用 い て 、 調 査 を 実 施 し た 。

「 生 活 ス タ イ ル に 関 す る 調 査 票 」 で は 、 性 別 、 年 齢 、 学

歴 、 世 帯 年 収 、 雇 用 状 態 、 婚 姻 状 態 、 座 っ て 朝 食 を と る

時 間 を と る こ と の 難 し さ 、 お よ び １ 週 間 あ た り の 朝 食 の

回 数 を 尋 ね た 。 J G N K Q に お け る 総 合 得 点 に よ り 、 対 象

者 を ３ 群 に 分 類 し （ L o w 群 、 M i d d l e 群 、 H i g h 群 ）、 ３ 群

間 に お け る 朝 食 摂 取 回 数 を 検 討 し た 。  

朝 食 を 座 っ て と る 時 間 を と る こ と の 難 し さ に お い て 、

３ 群 間 で 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 ま た 、 朝 食 を 座 っ
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て と る 時 間 を と る こ と が 難 し い と 回 答 し た 者 の 割 合 は

７ %程 度 と 少 な か っ た 。 １ 週 間 あ た り の 朝 食 の 回 数 は 、

交 絡 要 因 （ 年 齢 、 性 別 、 就 業 状 況 お よ び 子 ど も の 人 数 ）

で 調 整 し た 後 も 、 ３ 群 間 で 有 意 な 差 が み ら れ た

（ p = 0 . 0 4 7）。  

こ れ ら の 結 果 か ら 、 栄 養 知 識 は 朝 食 を 摂 取 す る と い う

食 行 動 に 大 き く 影 響 を 与 え る 可 能 性 が 高 い こ と が 示 唆 さ

れ た 。  

研 究 Ⅰ お よ び 研 究 Ⅱ よ り 、「 日 本 人 成 人 を 対 象 と し た

栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 を 開 発 す る こ と が で き た 。

さ ら に 、 研 究 Ⅲ に お い て 、 開 発 し た 調 査 票 を 用 い て 、 日

本 人 の 栄 養 知 識 レ ベ ル を 評 価 す る こ と が で き た と 同 時

に 、 栄 養 知 識 と 生 活 習 慣 病 発 症 要 因 の １ つ で あ る 朝 食 欠

食 と の 関 連 を 検 討 す る こ と が で き た 。 し か し 、「 日 本 人

成 人 を 対 象 と し た 栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 」 は 、 現 在

の 日 本 人 の 健 康 状 況 お よ び 食 事 摂 取 状 況 な ら び に 食 事 に

関 す る ガ イ ド ラ イ ン を も と に 作 成 さ れ た 質 問 項 目 を 多 く

含 ん で い る 。 こ れ ら 日 本 人 の 現 状 お よ び ガ イ ド ラ イ ン

は 、 時 間 が 経 つ に つ れ 変 化 す る 可 能 性 を 有 し て お り 、 変

化 し た 際 は 質 問 項 目 の 見 直 し が 必 要 と な る 。 そ の た め 、

ど の 程 度 の 期 間 を あ け て 調 査 票 の 改 訂 を お こ な っ て い く

の か に つ い て 、 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え て い る 。 ま

た 、 生 活 習 慣 病 の 発 症 要 因 に は 、 朝 食 欠 食 以 外 に も 、 さ

ま ざ ま な 食 習 慣 、 食 事 環 境 、 家 庭 状 況 、 食 嗜 好 な ど が あ

げ ら れ る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 こ れ ら の 要 因 と H e a l t h  
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l i t e r a c y の １ つ の 要 素 で あ り 、 食 事 に 影 響 を 与 え る 中 心

的 存 在 で あ る 可 能 性 が 報 告 さ れ て い る 栄 養 知 識 と の 関 連

は 、 ほ と ん ど 報 告 さ れ て い な い た め 、 本 研 究 で 開 発 し た

栄 養 知 識 を 評 価 す る 調 査 票 を 用 い て 、 食 習 慣 、 食 事 環

境 、 家 庭 環 境 、 食 嗜 好 な ど と 栄 養 知 識 と の 関 連 を 明 ら か

に し て い き た い と 考 え て い る 。  
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り 、 い つ で も 味 方 だ よ と 言 っ て く れ た 母 に 心 か ら 感 謝 い

た し ま す 。  
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4 8 .  P a r m e n t e r  K ,  W a r d l e  J  ( 1 9 9 9 )  D e v e l o p m e n t  o f  a  g e n e r a l  

n u t r i t i o n  k n o w l e d g e  q u e s t i o n n a i r e  f o r  a d u l t s .  E u r  J  C l i n  

N u t r .  5 3 ,  2 9 8 - 3 0 8 .  

4 9 .  H e n d r i e  G A ,  C o v e n e y  J ,  C o x  D  ( 2 0 0 8 )  E x p l o r i n g  n u t r i t i o n  

k n o w l e d g e  a n d  t h e  d e m o g r a p h i c  v a r i a t i o n  i n  k n o w l e d g e  

l e v e l s  i n  a n  A u s t r a l i a n  c o m m u n i t y  s a m p l e .  P u b l i c  H e a l t h  

N u t r .  1 1 ,  1 3 6 5 - 1 3 7 1 .  

5 0 .  S p r o n k  I ,  K u l l e n  C ,  B u r d o n  C  e t  a l .  ( 2 0 1 4 )  R e l a t i o n s h i p  

b e t w e e n  n u t r i t i o n  k n o w l e d g e  a n d  d i e t a r y  i n t a k e .  B r  J  N u t r .  

1 1 1 ,  1 7 1 3 - 1 7 2 6 .  

5 1 .  C o n t e n t o  I R ,  R a n d e l l  J S ,  B a s c h  C E  ( 2 0 0 2 )  R e v i e w  a n d  

a n a l y s i s  o f  e v a l u a t i o n  m e a s u r e s  u s e d  i n  n u t r i t i o n  e d u c a t i o n  

i n t e r v e n t i o n  r e s e a r c h .  J  N u t r  E d u c  B e h a v .  3 4 ,  2 - 2 5 .  

5 2 .  K l i n e  P  ( 1 9 8 6  )  A  H a n d b o o k  o f  Te s t  C o n s t r u c t i o n .  

M e t h u e n .  

5 3 .  K l i n e  P  ( 1 9 9 3 )  T h e  H a n d b o o k  o f  P s y c h o l o g i c a l  T e s t i n g .  

L o n d o n :  R o u t l e d g e .  

5 4 .  P a r m e n t e r  K ,  W a l l e r  J ,  W a r d l e  J  ( 2 0 0 0 )  D e m o g r a p h i c  

v a r i a t i o n  i n  n u t r i t i o n  k n o w l e d g e  i n  E n g l a n d .  H e a l t h  E d u c  
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R e s .  1 5 ,  1 6 3 - 1 7 4 .  

5 5 .  H e n d r i e  G A ,  C o x  D ,  C o v e n e y  J  ( 2 0 0 8 )  V a l i d a t i o n  o f  t h e  

G e n e r a l  N u t r i t i o n  K n o w l e d g e  Q u e s t i o n n a i r e  i n  a n  A u s t r a l i a n  

c o m m u n i t y  s a m p l e .  N u t r i t i o n & D i e t e t i c s .  6 5 ,  7 2 - 7 7 .  

5 6 .  A l s a f f a r  A A  ( 2 0 1 2 )  V a l i d a t i o n  o f  a  g e n e r a l  n u t r i t i o n  

k n o w l e d g e  q u e s t i o n n a i r e  i n  a  T u r k i s h  s t u d e n t  s a m p l e .  P u b l i c  

H e a l t h  N u t r .  1 5 ,  2 0 7 4 - 2 0 8 5 .  

5 7 .  M o r i n a k a  T ,  W o z n i e w i c z  M ,  J e s z k a  J  e t  a l .  ( 2 0 1 3 )  

W e s t e r n i z a t i o n  o f  d i e t a r y  p a t t e r n s  a m o n g  y o u n g  J a p a n e s e  

a n d  P o l i s h  f e m a l e s  - -  a  c o m p a r i s o n  s t u d y .  A n n  A g r i c  E n v i r o n  

M e d .  2 0 ,  1 2 2 - 1 3 0 .  

5 8 .  G i b s o n  S ,  A s h w e l l  M  ( 2 0 1 1 )  D i e t a r y  p a t t e r n s  a m o n g  

B r i t i s h  a d u l t s :  c o m p a t i b i l i t y  w i t h  d i e t a r y  g u i d e l i n e s  f o r  

s a l t / s o d i u m ,  f a t ,  s a t u r a t e d  f a t  a n d  s u g a r s .  P u b l i c  H e a l t h  

N u t r .  1 4 ,  1 3 2 3 - 1 3 3 6 .  

5 9 .  O k u b o  H ,  S a s a k i  S ,  M u r a k a m i  K  e t  a l .  ( 2 0 1 0 )  N u t r i t i o n a l  

a d e q u a c y  o f  f o u r  d i e t a r y  p a t t e r n s  d e f i n e d  b y  c l u s t e r  a n a l y s i s  

i n  J a p a n e s e  w o m e n  a g e d  1 8 - 2 0  y e a r s .  A s i a  P a c  J  C l i n  N u t r .  

1 9 ,  5 5 5 - 5 6 3 .  

6 0 .  K h a l e s i  S ,  S h a r m a  S ,  I r w i n  C  e t  a l .  ( 2 0 1 6 )  D i e t a r y  

p a t t e r n s ,  n u t r i t i o n  k n o w l e d g e  a n d  l i f e s t y l e :  a s s o c i a t i o n s  

w i t h  b l o o d  p r e s s u r e  i n  a  s a m p l e  o f  A u s t r a l i a n  a d u l t s  ( t h e  

F o o d  B P  s t u d y ) .  J  H u m  H y p e r t e n s .  3 0 ,  5 8 1 - 5 9 0 .  

6 1 .  農 林 水 産 省 ,  厚 生 労 働 省 ,  文 部 科 学 省  ( 2 0 0 0 )  食 生 活 指 針

( 2 0 1 6 年 一 部 改 訂 ) .  
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h t t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / s y o k u i k u / a t t a c h / p d f / s h i s h i n n - 1 . p d f  

[ c i t e d  2 0 1 8 / 1 2 / 2 8 ] .  

6 2 .  厚 生 労 働 省  ( 2 0 1 5 )  日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準 ( 2 0 1 5 年 版 ) .  

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / f i l e / 0 5 - S h i n g i k a i - 1 0 9 0 1 0 0 0 -

K e n k o u k y o k u - S o u m u k a / 0 0 0 0 0 6 7 1 3 2 . p d f  [ c i t e d  2 0 1 8 / 1 2 / 2 8 ] .  

6 3 .  農 林 水 産 省 ,  厚 生 労 働 省  ( 2 0 0 5 )  食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド .  

h t t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / b a l a n c e _ g u i d e /  [ c i t e d  2 0 1 8 / 1 2 / 2 8 ] .  

6 4 .  厚 生 労 働 省  ( 2 0 1 1 )  平 成 2 3 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 .  

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / b u n y a / k e n k o u / e i y o u / h 2 3 - h o u k o k u . h t m l  

[ c i t e d  2 0 1 8 / 1 2 / 2 8 ] .  

6 5 .  A s a k u r a  K ,  U e c h i  K ,  M a s a y a s u  S  e t  a l .  ( 2 0 1 6 )  S o d i u m  

s o u r c e s  i n  t h e  J a p a n e s e  d i e t :  d i f f e r e n c e  b e t w e e n  g e n e r a t i o n s  

a n d  s e x e s .  P u b l i c  H e a l t h  N u t r .  1 9 ,  2 0 1 1 - 2 0 2 3 .  

6 6 .  T a k i m o t o  H ,  S a i t o  A ,  H t u n  N C  e t  a l .  ( 2 0 1 8 )  F o o d  i t e m s  

c o n t r i b u t i n g  t o  h i g h  d i e t a r y  s a l t  i n t a k e  a m o n g  J a p a n e s e  

a d u l t s  i n  t h e  2 0 1 2  N a t i o n a l  H e a l t h  a n d  N u t r i t i o n  S u r v e y .  

H y p e r t e n s i o n  r e s e a r c h  H y p e r t e n s  R e s .  4 1 ,  2 0 9 - 2 1 2 .  

6 7 .  S a r m u g a m  R ,  W o r s l e y  A ,  F l o o d  V  ( 2 0 1 4 )  D e v e l o p m e n t  a n d  

v a l i d a t i o n  o f  a  s a l t  k n o w l e d g e  q u e s t i o n n a i r e .  P u b l i c  H e a l t h  

N u t r .  1 7 ,  1 0 6 1 - 1 0 6 8 .  

6 8 .  消 費 者 庁  ( 2 0 1 5 )  食 品 表 示 法 .  h t t p : / / l a w . e -

g o v . g o . j p / h t m l d a t a / H 2 5 / H 2 5 H O 0 7 0 . h t m l  [ c i t e d  2 0 1 8 / 1 2 / 2 8 ] .  

6 9 .  H u  F B ,  S t a m p f e r  M J ,  M a n s o n  J E  e t  a l .  ( 1 9 9 7 )  D i e t a r y  f a t  

i n t a k e  a n d  t h e  r i s k  o f  c o r o n a r y  h e a r t  d i s e a s e  i n  w o m e n .  T h e  

N e w  E n g l a n d  j o u r n a l  o f  m e d i c i n e  3 3 7 ,  1 4 9 1 - 1 4 9 9 .  
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7 0 .  B r i t i s h  N u t r i t i o n  F o u n d a t i o n  ( 2 0 0 7 )  H e a l t h y  E a t i n g :  A  

W h o l e  D i e t  A p p r o a c h .  

h t t p s : / / w w w . n u t r i t i o n . o r g . u k / a t t a c h m e n t s / 1 4 1 _ B N F % 2 0 H e a l t h

y % 2 0 E a t i n g % 2 0 a % 2 0 w h o l e % 2 0 d i e t % 2 0 a p p r o a c h % 2 0 l e a f l e t . p d f  

[ c i t e d  2 0 1 8 / 1 2 / 2 8 ] .  

7 1 .  N t o u m a n i s  N  ( 2 0 0 1 )  A  S t e p - b y - s t e p  G u i d e  t o  S P S S  f o r  

S p o r t s  a n d  E x e r c i s e  S t u d i e s . :  L o n d o n :  R o u t l e d g e .  

7 2 .  D i c k s o n - S p i l l m a n n  M ,  S i e g r i s t  M  ( 2 0 1 1 )  C o n s u m e r s '  

k n o w l e d g e  o f  h e a l t h y  d i e t s  a n d  i t s  c o r r e l a t i o n  w i t h  d i e t a r y  

b e h a v i o u r .  D i c k s o n .  2 4 ,  5 4 - 6 0 .  

7 3 .  P a r m e n t e r  K ,  W a r d l e  J  ( 2 0 0 0 )  E v a l u a t i o n  a n d  D e s i g n  o f  

N u t r i t i o n  K n o w l e d g e  M e a s u r e s .  J  N u t r  E d u c .  3 2 ,  2 6 9 - 2 7 7 .  

7 4 .  S a p p  S G ,  J e n s e n  H H  ( 1 9 9 7 )  R e l i a b i l i t y  a n d  V a l i d i t y  o f  

N u t r i t i o n  K n o w l e d g e  a n d  D i e t - H e a l t h  A w a r e n e s s  Te s t s  

D e v e l o p e d  f r o m  t h e  1 9 8 9 – 1 9 9 1  D i e t  a n d  H e a l t h  K n o w l e d g e  

S u r v e y s .  J  N u t r  E d u c .  2 9 ,  6 3 - 7 2 .  

7 5 .  A n a s t a s i  A ,  U r b i n a  S  ( 1 9 9 7 )  P s y c h o l o g i c a l  Te s t i n g ,  7 t h  

e d n .  N e w  J e r s e y :  P r e n t i c e  H a l l .  

7 6 .  Ve r e e c k e n  C ,  D e  P a u w  A ,  V a n  C a u w e n b e r g h  S  e t  a l .  

( 2 0 1 2 )  D e v e l o p m e n t  a n d  t e s t - r e t e s t  r e l i a b i l i t y  o f  a  n u t r i t i o n  

k n o w l e d g e  q u e s t i o n n a i r e  f o r  p r i m a r y - s c h o o l  c h i l d r e n .  P u b l i c  

H e a l t h  N u t r .  1 5 ,  1 6 3 0 - 1 6 3 8 .  

7 7 .  D e  V r i e n d t  T ,  M a t t h y s  C ,  Ve r b e k e  W  e t  a l .  ( 2 0 0 9 )  

D e t e r m i n a n t s  o f  n u t r i t i o n  k n o w l e d g e  i n  y o u n g  a n d  m i d d l e -

a g e d  B e l g i a n  w o m e n  a n d  t h e  a s s o c i a t i o n  w i t h  t h e i r  d i e t a r y  
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b e h a v i o u r .  A p p e t i t e .  5 2 ,  7 8 8 - 7 9 2 .  

7 8 .  P i n n a  G D ,  M a e s t r i  R ,  To r u n s k i  A  e t  a l .  ( 2 0 0 7 )  H e a r t  r a t e  

v a r i a b i l i t y  m e a s u r e s :  a  f r e s h  l o o k  a t  r e l i a b i l i t y .  C l i n  S c i  

( L o n d ) .  1 1 3 ,  1 3 1 - 1 4 0 .  

7 9 .  W i s e m a n  N ,  H a r r i s  N  ( 2 0 1 5 )  A  S y s t e m a t i c  R e v i e w  o f  D a t a  

C o l l e c t i o n  Te c h n i q u e s  U s e d  t o  M e a s u r e  P r e s c h o o l  C h i l d r e n ’ s  

K n o w l e d g e  o f  F o o d  a n d  N u t r i t i o n .  J  N u t r  E d u c  B e h a v .  4 7 ,  

3 4 5 - 3 5 3 . e 3 4 1 .  

8 0 .  T i m l i n  M T,  P e r e i r a  M A  ( 2 0 0 7 )  B r e a k f a s t  f r e q u e n c y  a n d  

q u a l i t y  i n  t h e  e t i o l o g y  o f  a d u l t  o b e s i t y  a n d  c h r o n i c  d i s e a s e s .  

N u t r  R e v .  6 5 ,  2 6 8 - 2 8 1 .  

8 1 .  Yo k o y a m a  Y,  O n i s h i  K ,  H o s o d a  T  e t  a l .  ( 2 0 1 6 )  S k i p p i n g  

B r e a k f a s t  a n d  R i s k  o f  M o r t a l i t y  f r o m  C a n c e r ,  C i r c u l a t o r y  

D i s e a s e s  a n d  A l l  C a u s e s :  F i n d i n g s  f r o m  t h e  J a p a n  

C o l l a b o r a t i v e  C o h o r t  S t u d y .  Yo n a g o  a c t a  m e d i c a .  5 9 ,  5 5 - 6 0 .  

8 2 .  K u l l e n  C J ,  I r e d a l e  L ,  P r v a n  T  e t  a l .  ( 2 0 1 5 )  E v a l u a t i o n  o f  

G e n e r a l  N u t r i t i o n  K n o w l e d g e  i n  A u s t r a l i a n  M i l i t a r y  

P e r s o n n e l .  J  A c a d  N u t r  D i e t .  1 1 6 ,  2 5 1 - 2 5 8 .  

8 3 .  P a r m e n t e r  K ,  W a l l e r  J ,  W a r d l e  J  ( 2 0 0 0 )  D e m o g r a p h i c  

v a r i a t i o n  i n  n u t r i t i o n  k n o w l e d g e  i n  E n g l a n d .  H e a l t h  E d u c  

R e s .  1 5 ,  1 6 3 - 1 7 4 .  

8 4 .  N e l s o n  L a s k a  M ,  L a r s o n  N I ,  N e u m a r k - S z t a i n e r  D  e t  a l .  

( 2 0 1 0 )  D i e t a r y  p a t t e r n s  a n d  h o m e  f o o d  a v a i l a b i l i t y  d u r i n g  

e m e r g i n g  a d u l t h o o d :  d o  t h e y  d i f f e r  b y  l i v i n g  s i t u a t i o n ?  

P u b l i c  H e a l t h  N u t r .  1 3 ,  2 2 2 - 2 2 8 .  



97 

8 5 .  J u n g  C H ,  L e e  J S ,  A h n  H J  e t  a l .  ( 2 0 1 7 )  A s s o c i a t i o n  o f  

m e a l  f r e q u e n c y  w i t h  m e t a b o l i c  s y n d r o m e  i n  K o r e a n  a d u l t s :  

f r o m  t h e  K o r e a  N a t i o n a l  H e a l t h  a n d  N u t r i t i o n  E x a m i n a t i o n  

S u r v e y  ( K N H A N E S ) .  D i a b e t o l  M e t a b  S y n d r .  9 ,  7 7 .  

8 6 .  L e e c h  R M ,  L i v i n g s t o n e  K M ,  W o r s l e y  A  e t  a l .  ( 2 0 1 6 )  M e a l  

F r e q u e n c y  b u t  N o t  S n a c k  F r e q u e n c y  I s  A s s o c i a t e d  w i t h  

M i c r o n u t r i e n t  I n t a k e s  a n d  O v e r a l l  D i e t  Q u a l i t y  i n  

A u s t r a l i a n  M e n  a n d  W o m e n .  J  N u t r .  1 4 6 ,  2 0 2 7 - 2 0 3 4 .  

8 7 .  H u a n g  C ,  M o m m a  H ,  C u i  Y  e t  a l .  ( 2 0 1 7 )  I n d e p e n d e n t  a n d  

c o m b i n e d  r e l a t i o n s h i p  o f  h a b i t u a l  u n h e a l t h y  e a t i n g  

b e h a v i o r s  w i t h  d e p r e s s i v e  s y m p t o m s :  A  p r o s p e c t i v e  s t u d y .  J  

E p i d e m i o l .  2 7 ,  4 2 - 4 7 .  

8 8 .  P e n d e r g a s t  F J ,  L i v i n g s t o n e  K M ,  W o r s l e y  A  e t  a l .  ( 2 0 1 6 )  

C o r r e l a t e s  o f  m e a l  s k i p p i n g  i n  y o u n g  a d u l t s :  a  s y s t e m a t i c  

r e v i e w .  I n t  J  B e h a v  N u t r  P h y s  A c t .  1 3 ,  1 2 5 .  

8 9 .  厚 生 労 働 省  ( 2 0 1 7 )  平 成 2 8 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 .  

h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p / b u n y a / k e n k o u / e i y o u / h 2 8 -

h o u k o k u . h t m l  [ c i t e d  2 0 1 8 / 1 2 / 2 8 ] .  

9 0 .  W o r l d  H e a l t h  O r g a n i z a t i o n .  ( 2 0 1 6 )  W o r l d  H e a l t h  

S t a t i s t i c s  2 0 1 6  

h t t p : / / w w w . w h o . i n t / g h o / p u b l i c a t i o n s / w o r l d _ h e a l t h _ s t a t i s t i c s /

2 0 1 6 / e n /  [ c i t e d  2 0 1 8 / 1 2 / 2 8 ]  

9 1 .  S a i t o  A ,  I m a i  S ,  H t u n  N C  e t  a l .  ( 2 0 1 8 )  T h e  t r e n d s  i n  

t o t a l  e n e r g y ,  m a c r o n u t r i e n t s  a n d  s o d i u m  i n t a k e  a m o n g  

J a p a n e s e :  f i n d i n g s  f r o m  t h e  1 9 9 5 - 2 0 1 6  N a t i o n a l  H e a l t h  a n d  
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N u t r i t i o n  S u r v e y .  B r  J  N u t r  1 2 0 ,  4 2 4 - 4 3 4 .  

9 2 .  K a s h i n o  I ,  N a n r i  A ,  K u r o t a n i  K  e t  a l .  ( 2 0 1 5 )  A s s o c i a t i o n  

o f  d i e t a r y  p a t t e r n s  w i t h  s e r u m  a d i p o k i n e s  a m o n g  J a p a n e s e :  a  

c r o s s - s e c t i o n a l  s t u d y .  N u t r  J  1 4 ,  5 8 .  

9 3 .  B r e e n  C ,  R y a n  M ,  G i b n e y  M J  e t  a l .  ( 2 0 1 5 )  D i a b e t e s -

r e l a t e d  n u t r i t i o n  k n o w l e d g e  a n d  d i e t a r y  i n t a k e  a m o n g  a d u l t s  

w i t h  t y p e  2  d i a b e t e s .  B r  J  N u t r  1 1 4 ,  4 3 9 - 4 4 7 .  

9 4 .  B r u n n e r  E J ,  M o s d o l  A ,  W i t t e  D R  e t  a l .  ( 2 0 0 8 )  D i e t a r y  

p a t t e r n s  a n d  1 5 - y  r i s k s  o f  m a j o r  c o r o n a r y  e v e n t s ,  d i a b e t e s ,  

a n d  m o r t a l i t y .  A m  J  C l i n  N u t r  8 7 ,  1 4 1 4 - 1 4 2 1 .  

9 5 .  S h i k a t a  K ,  K i y o h a r a  Y,  K u b o  M  e t  a l .  ( 2 0 0 6 )  A  

p r o s p e c t i v e  s t u d y  o f  d i e t a r y  s a l t  i n t a k e  a n d  g a s t r i c  c a n c e r  

i n c i d e n c e  i n  a  d e f i n e d  J a p a n e s e  p o p u l a t i o n :  t h e  H i s a y a m a  

s t u d y .  I n t  J  C a n c e r  1 1 9 ,  1 9 6 - 2 0 1 .  

9 6 .  H u  E A ,  P a n  A ,  M a l i k  V  e t  a l .  ( 2 0 1 2 )  W h i t e  r i c e  

c o n s u m p t i o n  a n d  r i s k  o f  t y p e  2  d i a b e t e s :  m e t a - a n a l y s i s  a n d  

s y s t e m a t i c  r e v i e w .  B M J  ( C l i n i c a l  r e s e a r c h  e d )  3 4 4 ,  e 1 4 5 4 .  

9 7 .  M i y a k i  K ,  S o n g  Y ,  T a n e i c h i  S  e t  a l .  ( 2 0 1 3 )  S o c i o e c o n o m i c  

s t a t u s  i s  s i g n i f i c a n t l y  a s s o c i a t e d  w i t h  d i e t a r y  s a l t  i n t a k e s  

a n d  b l o o d  p r e s s u r e  i n  J a p a n e s e  w o r k e r s  ( J - H O P E  S t u d y ) .  I n t  

J  E n v i r o n  R e s  P u b l i c  H e a l t h  1 0 ,  9 8 0 - 9 9 3 .  

9 8 .  A s a k u r a  K ,  U e c h i  K ,  M a s a y a s u  S  e t  a l .  ( 2 0 1 5 )  S o d i u m  

s o u r c e s  i n  t h e  J a p a n e s e  d i e t :  d i f f e r e n c e  b e t w e e n  g e n e r a t i o n s  

a n d  s e x e s .  P u b l i c  H e a l t h  N u t r .  1 9 ,  1 - 1 3 .  

9 9 .  O k u b o  H ,  S a s a k i  S ,  M u r a k a m i  K  e t  a l .  ( 2 0 0 8 )  T h r e e  m a j o r  
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d i e t a r y  p a t t e r n s  a r e  a l l  i n d e p e n d e n t l y  r e l a t e d  t o  t h e  r i s k  o f  

o b e s i t y  a m o n g  3 7 6 0  J a p a n e s e  w o m e n  a g e d  1 8 - 2 0  y e a r s .  I n t  J  

O b e s  ( L o n d )  3 2 ,  5 4 1 - 5 4 9 .  

1 0 0 .  R o b e r t s  C K ,  B a r n a r d  R J  ( 2 0 0 5 )  E f f e c t s  o f  e x e r c i s e  a n d  

d i e t  o n  c h r o n i c  d i s e a s e .  J  A p p l  P h y s i o l  ( 1 9 8 5 ) .  9 8 ,  3 - 3 0 .  

1 0 1 .  W o o  J  ( 2 0 0 0 )  R e l a t i o n s h i p s  a m o n g  d i e t ,  p h y s i c a l  

a c t i v i t y  a n d  o t h e r  l i f e s t y l e  f a c t o r s  a n d  d e b i l i t a t i n g  d i s e a s e s  

i n  t h e  e l d e r l y .  E u r  J  C l i n  N u t r .  5 4  S u p p l  3 ,  S 1 4 3 - 1 4 7 .  

1 0 2 .  H a r r i s  J R ,  W a l l a c e  R B  ( 2 0 1 2 )  T h e  I n s t i t u t e  o f  

M e d i c i n e ' s  n e w  r e p o r t  o n  l i v i n g  w e l l  w i t h  c h r o n i c  i l l n e s s .  

P r e v  C h r o n i c  D i s .  9 ,  E 1 4 8 .  

1 0 3 .  G o p i n a t h  B ,  F l o o d  V M ,  B u r l u t s k y  G  e t  a l .  ( 2 0 1 4 )  

P a t t e r n  a n d  p r e d i c t o r s  o f  d a i r y  c o n s u m p t i o n  d u r i n g  

a d o l e s c e n c e .  A s i a  P a c  J  C l i n  N u t r .  2 3 ,  6 1 2 - 6 1 8 .  

1 0 4 .  M a t s u m o t o  M ,  I k e m o t o  S  ( 2 0 1 7 )  T h e  N e c e s s a r y  I t e m s  f o r  

I n c l u s i o n  i n  a  Q u e s t i o n n a i r e  f o r  A s s e s s i n g  t h e  N u t r i t i o n  

K n o w l e d g e  o f  Yo u n g  J a p a n e s e  C h i l d r e n .  J  N u t r  S c i  V i t a m i n o l  

( To k y o )  6 3 ,  8 - 1 4 .  

1 0 5 .  G o w e r  J R ,  M o y e r - M i l e u r  L J ,  W i l k i n s o n  R D  e t  a l .  ( 2 0 1 0 )  

V a l i d i t y  a n d  r e l i a b i l i t y  o f  a  n u t r i t i o n  k n o w l e d g e  s u r v e y  f o r  

a s s e s s m e n t  i n  e l e m e n t a r y  s c h o o l  c h i l d r e n .  J  A m  D i e t  A s s o c  

1 1 0 ,  4 5 2 - 4 5 6 .   

1 0 6 .  厚 生 労 働 省  ( 2 0 0 4 )  『 楽 し く 食 べ る 子 ど も に ～ 保 育 所 に お

け る 食 育 に 関 す る 指 針 ～ 』 .  

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / s h i n g i / 2 0 0 7 / 0 6 / d l / s 0 6 0 4 - 2 k . p d f  [ c i t e d  
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2 0 1 9 / 3 / 2 1 ] .  
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表
１

. 
 各
国
の
栄
養
知
識
を
評
価
す
る
調
査
票
の
質
問
項
目
数
（点
）

栄
養
情
報
に
関
す
る

理
解

食
品
に
含
ま
れ
る

栄
養
素
の
知
識

食
品
を
選
ぶ
能
力

食
事
と
疾
病
の
関
係

に
つ
い
て
の
理
解

合
計

イ
ギ
リ
ス

 (
4

8
)

1
1
　
点

6
9
　
点

1
0
　
点

2
0
　
点

1
1
0
　
点

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

 (5
5

)
1
3
　
点

7
0
　
点

1
0
　
点

2
0
　
点

1
1
3
　
点

ト
ル
コ

 (5
6

)
1
1
　
点

7
3
　
点

7
　
点

4
4
　
点

1
3
5
　
点
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表
２

. 
栄
養
知
識
を
評
価
す
る
調
査
票
の
質
問
項
目
に
含
め
る
か
に
つ
い
て
の
決
定
に
際
し
参
考
と
し
た
根
拠
資
料

食
生
活
指
針

食
事
摂
取

基
準

食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド

国
民
健
康
・

栄
養
調
査

P
ub

M
ed

1
.　
栄
養
情
報
に
関
す
る
理
解

○
○

○

2
.　
食
品
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
の
知
識

○
○

○

3
.　
食
品
を
選
ぶ
能
力

○
○

4
.　
食
事
と
疾
病
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解

○
○

○

5
.　
栄
養
表
示
の
理
解

○

栄
養
知
識
を
評
価
す
る
調
査
票
の
領
域

決
定
に
用
い
た
根
拠
資
料

○
は
根
拠
と
し
て
参
考
に
し
た
こ
と
を
示
す

.
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表３. イギリス版の調査票から日本版の調査票への食品変換リスト

イギリス 日本

主食として問う場合の「パスタ」 「ごはん」

「低脂肪スプレッド」 「植物油」

「ベイクドビーンズ」 「大豆（ゆで）」

「ランチョンミート」 「ハム」もしくは「ウインナー」

「はちみつ」 「水あめ」

「スコッチエッグ」 「卵」

「ナッツ」 「落花生（ピーナッツ）」

「カッテージチーズ」 「プロセスチーズ」

「オートミール」 「コーンフレーク」

「キッパー」 「あじの干物」

「生クリーム」 「牛乳」

「ミューズリバー」 「コーンフレーク（牛乳かけ）」

「全粒粉クラッカーとチーズ」 「チョコビスケット」もしくは「ショートケーキ」

「焼きりんご」 「りんご」

「グリルチキン」 「焼き鳥」

「グリルターキー」 「鶏モモ肉のステーキ」

「クリームチーズをのせた人参ケーキ」 「メロン」



105 

 

栄
養
情
報
に
関
す
る

理
解

食
品
に
含
ま
れ
る

栄
養
素
の
知
識

食
品
を
選
ぶ
能
力

食
事
と
疾
病
の
関
係

に
つ
い
て
の
理
解

栄
養
表
示
の
理
解

合
計

イ
ギ
リ
ス
の
調
査
票
の
質
問
項
目
（点
）

 (4
8

)
1
1
　
点

6
9
　
点

1
0
　
点

2
0
　
点

-
1
1
0
　
点

管
理
栄
養
士
に
よ
り
追
加
も
し
く
は
削
除
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
後
の
質
問
項

目
（点
）→

P
ilo

t-
JG

N
K

Q
完
成

3
2
　
点

1
3
4
　
点

7
　
点

2
3
　
点

1
7
　
点

2
1
3
　
点

【
P

ilo
t-

JG
N

K
Q
】

内
容
妥
当
性
を
満
た
し
た
質
問
項
目
（
点
）

7
　
点

7
2
　
点

4
　
点

1
7
　
点

1
3
　
点

1
1
3
　
点

内
容
妥
当
性
は
満
た
さ
な
か
っ
た
が
、
管
理

栄
養
士
に
よ
り
質
問
票
に
含
む
べ
き
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
質
問
項
目
数
（点
）

＋
 2
　
点

＋
 2

4
　
点

+
 1
　
点

+
 3
　
点

+
 4
　
点

+
 3

4
　
点

栄
養
知
識
を
評
価
す
る
調
査
票
の

最
終
質
問
項
目
数
（点
）→

JG
N

K
Q
完
成

9
　
点

9
6
　
点

5
　
点

2
0
　
点

1
7
　
点

1
4
7
　
点

【J
G

N
K

Q
)】

図
１

. 
栄
養
知
識
を
評
価
す
る
調
査
票
（日
本
版
）の
質
問
項
目
数
決
定
の
流
れ

.

 各
領
域
の
点
数
を
示
す

.
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表４. 【研究Ⅰ】の対象者特性 (n=1182)

n

性別

  男性 506

  女性 676

年齢（歳）

  18-29 83

  30-39 223

  40-49 553

  50-64 323

学歴

  大学院卒業 60

  大学卒業 431

  短期大学もしくは専門学校卒業 359

  高校卒業 321

  中学校卒業 11

婚姻状況

  未婚 123

  既婚 1059

子供の人数

  いない 86

  １人 261

  ２人 601

  ３人 204

  ４人以上 30

世帯年収

  200万円未満 38

  200万円以上600万円未満 313

  600万円以上1000万円未満 495

  1000万円以上 336

就業状況

  正社員 540

  アルバイト・パート 186

  主婦・主夫 290

  その他 166
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表
５

. 
４
カ
国
で
開
発
さ
れ
た
栄
養
知
識
を
評
価
す
る
調
査
票
の
内
部
信
頼
性
の
比
較

栄
養
情
報
に
関
す
る

理
解

食
品
に
含
ま
れ
る

栄
養
素
の
知
識

食
品
を
選
ぶ
能
力

食
事
と
疾
病
の
関
係

に
つ
い
て
の
理
解

栄
養
表
示
の
理
解

日
本

 (
n=

1
1
8

2
) 

(本
研
究

)
0

.7
8

0
.9

4
0

.3
1

0
.8

1
0

.8
6

0
.9

5

イ
ギ
リ
ス

 (
n=

1
6
8

)(4
8

)
0

.7
0

0
.9

5
0

.7
6

0
.9

4
-

0
.9

7

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

 (
n=

1
5
6

)(5
5

)
0

.5
3

0
.8

8
0

.5
5

0
.7

3
-

0
.9

2

ト
ル
コ

(n
=

1
9
5

)(5
6

)
0

.4
7

0
.8

8
0

.4
3

0
.8

1
-

0
.8

9

デ
ー
タ
は
ク
ロ
ー
ン
バ
ッ
ク

α
の
信
頼
係
数
を
示
す

.

領
域

総
合
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表
６

. 
【
研
究
Ⅱ
】
の
対
象
者
特
性

 (
n=

1
4
0
)

年
齢

 (
歳

)
0
.6

4
6

同
居
家
族
の
人
数

  
０
人

  
１
人

  
２
人

  
３
人
以
上

世
帯
年
収

  
2
0
0
万
円
未
満

  
2
0
0
万
円
以
上

6
0
0
万
円
未
満

  
6
0
0
万
円
以
上

1
0
0
0
万
円
未
満

  
1
0
0
0
万
円
以
上

年
齢
は
平
均
値
（
標
準
偏
差
）
で
示
し
、
栄
養
学
科
の
学
生
と
栄
養
学
科
以
外
の
学
生
間
を
独
立
し
た
サ
ン
プ
ル
の

t検
定
に
よ
り
比
較
し
た

.

同
居
家
族
の
人
数
と
世
帯
年
収
は
人
数
（%
）
で
示
し
、
栄
養
学
科
の
学
生
と
栄
養
学
科
以
外
の
学
生
間
を

χ2
検
定
に
よ
り
比
較
し
た

.

2
1
.9

 (
1
.0

)
2
2
.0

 (
1
.3

)

栄
養
学
科
の
学
生

栄
養
学
科
以
外
の
学
生

p
(n

=
9
6
)

(n
=

4
4
)

2
0
 (

2
0
.8

)
1
1
 (

2
5
.0

)

0
.7

3
4

1
2
 (

1
2
.5

)
3
 (

6
.8

)

1
7
 (

1
7
.7

)
9
 (

2
0
.5

)

4
7
(4

9
.0

)
2
1
 (

4
7
.7

)

1
5
 (

1
5
.6

)
1
1
 (

2
5
.0

)

0
.5

5
3

3
6
 (

3
7
.5

)
1
5
 (

3
4
.1

)

3
1
 (

3
2
.3

)
1
1
 (

2
5
.0

)

1
4
 (

1
4
.6

)
7
 (

1
5
.9

)
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最
低
点

最
高
点

中
央
値

(2
5
%
タ
イ
ル
値

 -
 7

5
%
タ
イ
ル
値

)
最
低
点

最
高
点

中
央
値

(2
5
%
タ
イ
ル
値

 -
 7

5
%
タ
イ
ル
値

)

栄
養
情
報
に
関
す
る
理
解

 (
9

)
4

9
7

.0
 (

7
.0

 -
 8

.0
)

0
9

5
.0

 (
3

.0
 -

 6
.0

)
<

 0
.0

0
1

食
品
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
の
知
識

 (
9

6
)

1
9

8
5

6
3
.0

 (
5

8
.0

 -
 6

7
.5

)
0

6
2

4
3
.0

 (
3

1
.5

 -
 5

3
.5

)
<

 0
.0

0
1

食
品
を
選
ぶ
能
力

 (
5

)
0

5
4

.0
 (

3
.0

 -
 4

.0
)

0
5

2
.0

 (
1

.0
 -

 3
.0

)
<

 0
.0

0
1

食
事
と
疾
病
の
関
系
に
つ
い
て
の
理
解

 (
2

0
)

1
1
8

1
5
.0

 (
1

4
.0

 -
 1

6
.0

)
0

1
8

9
.0

 (
6

.0
 -

 1
1

.0
)

<
 0

.0
0

1

栄
養
表
示
の
理
解

 (
1

7
)

6
1
7

1
7
.0

 (
1

5
.0

 -
 1

7
.0

)
0

1
5

1
0
.5

 (
7

.5
 -

 1
2

.0
)

<
 0

.0
0

1

総
合
得
点

(1
4
7

)
4
2

1
3
3

1
0
4

.0
 (

9
8
.0

 -
 1

1
1
.0

)
0

1
0
1

6
8
.0

 (
6

0
.5

 -
 8

1
.5

)
<

 0
.0

0
1

*
 栄
養
学
科
の
学
生
お
よ
び
栄
養
学
科
以
外
の
学
生
の
各
領
域
お
よ
び
総
合
点
数
の
中
央
値
を

M
an

n-
W

hi
tn

ey
の
検
定
に
よ
り
比
較
し
た

.

栄
養
学
科
の
学
生

 (
n=

9
6
)

栄
養
学
科
以
外
の
学
生

 (
n=

4
4
)

p
*

表
７

. 
栄
養
学
科
お
よ
び
栄
養
学
科
で
な
い
学
生
に
お
け
る

1
回
目
の
栄
養
知
識
を
評
価
す
る
調
査
票
（日
本
版
）の
最
高
点
、
最
低
点
、

中
央
値

 (
2

5
%
タ
イ
ル
値

 -
 7

5
%
タ
イ
ル
値

)　
(n

=
1

4
0

)

知
識
の
領
域

 (
満
点

)
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表
８

. 
栄
養
知
識
を
評
価
す
る
調
査
票
（日
本
版
）の
再
テ
ス
ト
信
頼
性
の
値

 (
n=

7
5
)

知
識
の
領
域

 (
満
点

)
1
回
目
の
点
数

2
回
目
の
点
数

p
†

S
p
ea

rm
an
の
相
関
係
数

栄
養
情
報
に
関
す
る
理
解

 (
9
)

7
.0

 (
6
.0

 -
 8

.0
)

7
.0

 (
6
.0

 -
 8

.0
)

0
.2

0
3

0
.6

7
4

*
*

*

食
品
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
の
知
識

 (
9
6
)

5
9
.0

 (
5
4
.5

 -
 6

4
.0

)
6
2
.0

 (
5
6
.0

 -
 6

6
.0

)
0
.1

0
7

0
.6

7
4

*
*

*

食
品
を
選
ぶ
能
力

 (
5
)

3
.0

 (
3
.0

 -
 4

.0
)

3
.0

 (
2
.0

 -
 4

.0
)

0
.9

6
9

0
.4

3
8

*
*

*

食
事
と
疾
病
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解

 (
2
0
)

1
5
.0

 (
1
2
.0

 -
 1

6
.0

)
1
5
.0

 (
1
2
.0

 -
 1

7
.0

)
0
.2

0
8

0
.6

8
0

*
*

*

栄
養
表
示
の
理
解

 (
1
7
)

1
6
.0

 (
1
3
.0

 -
 1

7
.0

)
1
6
.0

 (
 1

5
.0

 -
 1

7
.0

)
0
.5

2
8

0
.6

1
3

*
*

*

総
合
得
点

(1
4
7
)

1
0
1
.0

 (
8
8
.0

 -
 1

0
8
.0

)
1
0
2
.0

 (
9
1
.5

 -
 1

0
9
.5

)
0
.1

4
4

0
.7

5
1

*
*

*

デ
ー
タ
は
中
央
値

(2
5
%
タ
イ
ル
値

 -
 7

5
%
タ
イ
ル
値

)で
示
す

.

*
*
*
 p

<
0
.0

0
1

†  W
ilc

o
xo

n’
sの
符
号
付
順
位
和
検
定
に
よ
り

1
回
目
と

2
回
目
の
点
数
の
中
央
値
を
比
較
し
た

.
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９

. 
４
カ
国
で
開
発
さ
れ
た
栄
養
知
識
を
評
価
す
る
調
査
票
の
再
テ
ス
ト
信
頼
性
の
相
関
係
数
の
比
較

知
識
の
領
域

イ
ギ
リ
ス

(n
=

1
0
5

)†（
4

8
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

 (
n=

5
7
)†（

5
5
）

ト
ル
コ

(n
=

1
2
5

)†（
5

6
）

日
本

 (
n=

7
5
)‡

(本
研
究

)

栄
養
情
報
に
関
す
る
理
解

0
.8

0
0

.3
7

0
.5

6
0

.6
7

食
品
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
の
知
識

0
.9

4
0

.8
5

0
.8

5
0

.6
7

食
品
を
選
ぶ
能
力

0
.8

7
0

.7
5

0
.5

7
0

.4
4

食
事
と
疾
病
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解

0
.9

7
0

.7
4

0
.6

0
0

.6
8

栄
養
表
示
の
理
解

-
-

-
0

.6
1

総
合

0
.9

8
0

.8
7

0
.8

6
0

.7
5

†  P
ea

rs
o

nの
相
関
係
数
を
用
い
て
算
出

.
‡
 S

p
ea

rm
an
の
相
関
係
数
を
用
い
て
算
出

.



112 

 

  

 

A
ll

L
o
w
群

M
id

d
le
群

H
ig

h群

(n
 =

 1
1
6
5
)

(n
 =

 3
9
2
)

(n
 =

 3
9

7
)

(n
 =

 3
7
6
)

<
0
.0

0
1

男
性

4
9
8
 (

4
2
.7

)
2
1
4
 (

5
4

.6
)

1
6

4
 (

4
1

.3
)

1
2
0
 (

3
1
.9

)

女
性

6
6
7
 (

5
7
.3

)
1
7
8
 (

4
5

.4
)

2
3

3
 (

5
8

.7
)

2
5
6
 (

6
8
.1

)

4
3
.8

 (
8
.9

)
4
4
.1

 (
9
.0

)
4
3
 (

9
.8

)
4

4
.4

 (
7

.8
)

0
.0

5
4

0
.0

9
3

大
学
卒
業
以
上

4
8
3
 (

4
1
.5

)
1
5
8
 (

4
0
.3

)
1
5
4
 (

3
8
.8

)
1

7
1
 (

4
5

.5
)

短
期
大
学
も
し
く
は
専
門
学
校
卒
業

3
5
2
 (

3
0
.2

)
1
0
9
 (

2
7
.8

)
1
2
8
 (

3
2
.2

)
1

1
5
 (

3
0

.6
)

高
校
も
し
く
は
中
学
校
卒
業

3
3
0
 (

2
8
.3

)
1
2
5
 (

3
1
.9

)
1
1
5
 (

2
9
.0

)
9
0

 (
2
3

.9
)

0
.0

5
3

  
2
0
0
万
円
未
満

3
7
 (

3
.2

)
1
3
 (

3
.3

)
1

3
 (

3
.3

)
1
1

 (
2
.9

)

  
2
0
0
万
円
以
上

6
0
0
万
円
未
満

3
0
7
 (

2
6
.4

)
1
0
3
 (

2
6
.3

)
1
2
1
 (

3
0
.5

)
8
3

 (
2
2

.1
)

  
6
0
0
万
円
以
上

1
0
0
0
万
円
未
満

4
9
0
 (

4
2
.1

)
1
7
7
 (

4
5
.2

)
1
5
8
 (

3
9
.8

)
1

5
5
 (

4
1

.2
)

  
1
0
0
0
万
円
以
上

3
3
1
 (

2
8
.4

)
9
9
 (

2
5
.3

)
1
0
5
 (

2
6
.4

)
1

2
7
 (

3
3

.8
)

<
0
.0

0
1

正
社
員

5
3
4
 (

4
5
.8

)
2
0
9
 (

5
3
.3

)
1
7
7
 (

4
4
.6

)
1

4
8
 (

3
9

.4
)

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト

1
8
5
 (

1
5
.9

)
6
0
 (

1
5
.3

)
5
5
 (

1
3
.9

)
7
0

 (
1
8

.6
)

主
婦
・
主
夫

2
8
3
 (

2
4
.3

)
6
6
 (

1
6
.8

)
1
0
8
 (

2
7
.2

)
1

0
9
 (

2
9

.0
)

学
生

6
0
 (

5
.2

)
2
0
 (

5
.1

)
2

6
 (

6
.5

)
1
4

 (
3
.7

)

そ
の
他

1
0
3
 (

8
.8

)
3
7
 (

9
.4

)
3

1
 (

7
.8

)
3
5

 (
9
.3

)

0
.1

5
7

未
婚

1
2
2
 (

1
0
.5

)
3
5
 (

8
.9

)
5
1
 (

1
2
.8

)
3
6

 (
9
.6

)

既
婚

1
0
4
3
 (

8
9
.5

)
3
5
7
 (

9
1
.1

)
3
4
6
 (

8
7
.2

)
3

4
0
 (

9
0

.4
)

0
.0

0
2

い
な
い

8
6
 (

7
.4

)
2
5
 (

6
.4

)
4

0
 (

1
0
.1

)
2
1
 (

5
.6

)

１
人

2
5
1
 (

2
1
.5

)
7
5
 (

1
9
.1

)
8

0
 (

2
0
.2

)
9
6

 (
2
5
.5

)

２
人

5
9
9
 (

5
1
.4

)
2
2
1
 (

5
6
.4

)
1

8
1
 (

4
5
.6

)
1
9

7
 (

5
2
.4

)

３
人
以
上

2
2
9
 (

1
9
.7

)
7
1
 (

1
8
.1

)
9

6
 (

2
4
.2

)
6
2

 (
1
6
.5

)

6
9
.3

 (
2
3
.7

)
4
2
.0

 (
1
4
.2

)
7

2
.3

 (
6
.4

)
9
4

.4
 (

8
.7

)
<

0
.0

0
1

婚
姻
状
況

, 
人
数
（

%
）

子
供
の
人
数

, 
人
数
（

%
）

デ
ー
タ
は
人
数
（

%
）
も
し
く
は
平
均
値
（
標
準
偏
差
）で
示
す

.

 †
 L

o
w
群
、

M
id

d
le
群
、

H
ig

h群
間
に
お
い
て
、
平
均
値
は
一
元
分
散
分
析

 (
A

N
O

V
A

)に
よ
り
、
割
合
は

χ2
検
定
を
用
い
て
比
較
し
た

.

栄
養
知
識
の
点
数

, 
平
均
値
（標
準
偏
差
）

性
別

, 
人
数
（

%
）

就
業
状
況

, 
人
数
（

%
）

表
1
0
. 
【
研
究
Ⅲ
】
の
対
象
者
特
性

 (
n=

1
1
6
5
)

世
帯
年
収

, 
人
数
（

%
）

学
歴

, 
人
数
（

%
）

年
齢
（
歳
）

, 
平
均
値
（標
準
偏
差
）

P
†



113 

 
 

 

 

  

L
o
w
群

 (
n 

=
 3

9
2
)

M
id

d
le
群

 (
n 

=
 3

9
7
)

H
ig

h群
 (

n 
=

 3
7
6
)

p
†

と
て
も
難
し
い

2
7
 (

6
.9

)
1
5
 (

3
.8

)
1
4
 (

3
.7

)
0
.2

8
8

や
や
難
し
い

3
6
 (

9
.2

)
4
6
 (

1
1
.6

)
5
1
 (

1
3
.6

)

ど
ち
ら
で
も
な
い

2
8
 (

7
.1

)
3
1
 (

7
.8

)
2
2
 (

5
.9

)

あ
ま
り
難
し
く
な
い

6
2
 (

1
5
.8

)
6
4
 (

1
6
.1

)
6
1
 (

1
6
.2

)

ま
っ
た
く
難
し
く
な
い

2
3
9
 (

6
1
.0

)
2
4
1
 (

6
0
.7

)
2
2
8
 (

6
0
.6

)

表
1
1
. 
栄
養
知
識
の
レ
ベ
ル
に
よ
り
分
類
さ
れ
た
３
群
間
に
お
け
る
座
っ
て
朝
食
を
食
べ
る
時
間
を
と
る
こ
と
の
難
し
さ
の
比
較

 (
n=

1
1
6
5
)

デ
ー
タ
は
人
数
（%
）
で
示
す

.
†  L

o
w
群
、

M
id

d
le
群
、

H
ig

h群
間
の
割
合
を

χ2
検
定
に
よ
り
比
較
し
た

.



114 

 
 

 

L
o

w
 群

(n
 =

 3
9

2
)

M
id

d
le

 群
(n

 =
 3

9
7
)

H
ig

h群
 (

n 
=

 3
7

6
)

p
†

p
‡

5
.3

 (
0

.1
)

5
.6

 (
0

.1
)

5
.7

 (
0

.1
)

0
.0

3
8

0
.0

4
7

表
1

2
. 
栄
養
知
識
の
レ
ベ
ル
に
よ
り
分
類
さ
れ
た
３
群
間
に
お
け
る
１
週
間
あ
た
り
の
食
事
回
数

デ
ー
タ
は
平
均
値
（
標
準
誤
差
）で
示
す

.
†
 L

o
w
群
、

M
id

d
le
群
、

H
ig

h群
間
に
お
い
て
、
食
事
回
数
の
平
均
値
を
性
（男
性
、
女
性
）
、
就
業
状
況
（
正
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
、
主
婦
・
主
夫
、
学

生
、
そ
の
他
）
、
子
供
の
数
（
い
な
い
、
１
人
、
２
人
、
３
人
以
上
）で
調
整
後
、
共
分
散
分
析
（A

N
C

O
V

A
）
に
よ
り
分
析

.
‡

 L
o

w
群
、

M
id

d
le
群
、

H
ig

h群
間
に
お
い
て
、
食
事
回
数
の
平
均
値
を
性
（男
性
、
女
性
）
、
就
業
状
況
（
正
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
、
主
婦
・
主
夫
、
学

生
、
そ
の
他
）
、
子
供
の
数
（
い
な
い
、
１
人
、
２
人
、
３
人
以
上
）、
年
齢
で
調
整
後
、
共
分
散
分
析
（A

N
C

O
V

A
）
に
よ
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Appendix 1 
 

イギリス成人を対象とした 

栄養知識を評価する調査票（GNKQ） 

  



初めに、食の専門家が私たちにどのような助言をするか、あなたのお考

えをお聞きします。 

1. 食の専門家は、次にあげる食品について、より多い、今と同じ、ま

たはより少ない量の中で、どの量を摂取するように推奨すると思い

ますか。（各食品につき 1 つ選んで下さい。） 

            より多い量  同じ量  より少ない量  わからない       

野菜類              □     □     □     □ 

砂糖を多く含む食品       □     □     □     □ 

肉類              □     □     □     □ 

でんぷんを多く含む食品      □     □     □     □ 

脂肪分を多く含む食品       □     □     □     □ 

食物繊維を多く含む食品     □     □     □     □ 

果物              □     □     □     □ 

塩分を多く含む食品          □     □     □     □     

                         

 

2. 食の専門家は、果物や野菜を 1 日に何サービング食べるようにアド

バイスをすると思いますか。 

(例：1 サービングはリンゴ 1 個、刻んだ人参ひとつかみ分) 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

                                  

 

3. 食の専門家は、次にあげる項目の中で、どの種類の脂肪の摂取を減

らすことが最も重要であると言うと思いますか。（1 つ選んで下さ

い。） 

(a) 一価不飽和脂肪酸                     □ 

(b) 多価不飽和脂肪酸                     □ 

(c) 飽和脂肪酸                         □ 

(d) わからない                                            □ 

                                  

 

4. 食の専門家は、次にあげる項目の中で、どの種類の牛乳乳製品を摂

取すべきであると言うと思いますか。（1 つ選んで下さい。） 

(a) 全脂肪                          □ 

(b) 低脂肪                          □ 

(c) 全脂肪と低脂肪の混合                    □ 

(d) どちらでもなく、牛乳乳製品の摂取を減らすべきである    □ 

(e) わからない 

                                       

 

 

 

 

食の専門家は、食品をグループに分類します。ここでは、食品がどのグ

ループに分類されるかをおたずねします。 

1. 次の食品は、砂糖を多く含む食品であると思いますか、それとも少

ない食品であると思いますか。(各食品につき 1 つ選んで下さい。) 

                      多い     少ない    わからない        

バナナ                 □      □       □      

プレーンヨーグルト            □      □       □     

アイスクリーム                □      □       □     

オレンジスカッシュ            □      □       □     

(希釈用オレンジジュース) 

トマトケチャップ              □      □       □     

ストレートジュースにつけられた果物の缶詰  

 □      □       □     

                                                                          

2. 次にあげる食品は、脂質を多く含む食品であると思いますか、それ

とも少ない食品であると思いますか。(各食品につき 1 つ選んで下

さい。) 

                    多い    少ない     わからない         

パスタ(ソースを除く)            □      □       □      

低脂肪スプレッド              □      □       □     

ベイクドビーンズ                  □      □       □     

(白いんげん豆のトマトーソース煮) 

ランチョンミート                □      □       □     

はちみつ                   □      □       □     

スコッチエッグ            □      □       □     

(メンチカツの中に卵が入っているもの) 

ナッツ                □      □       □     

パン                 □      □       □     

カッテージチーズ           □      □       □     

多価不飽和脂肪酸入りマーガリン    □      □       □     

                                                                          

3. 食の専門家は、次にあげる食品はでんぷんを多く含む食品に分類す

ると思いますか。(各食品につき 1 つ選んで下さい。) 

                     はい     いいえ     わからない    

チーズ                □      □       □     

パスタ                □      □       □     

バター                □      □       □     

ナッツ                □      □       □     

ご飯                  □      □       □     

オートミール              □      □       □     

                                                                            

  



4. 次にあげる食品は塩分を多く含む食品であると思いますか、それと

も少ない食品であると思いますか。(各食品につき 1 つ選んで下さ

い。) 

                    多い     少ない    わからない     

ソーセージ             □      □       □     

パスタ                □      □       □     

キッパー(ニシンの燻製)          □      □       □     

赤身肉               □      □       □     

冷凍野菜              □      □       □     

チーズ                □      □       □     

                                                                           

5. 次にあげる食品はタンパク質を多く含む食品であると思いますか、

それとも少ない食品であると思いますか。(各食品につき 1 つ選ん

で下さい。) 

                    多い     少ない    わからない     

鶏肉                □      □       □     

チーズ               □      □       □     

果物                □      □       □     

ベイクドビーンズ          □      □       □   

(白いんげん豆のトマトーソース煮) 

バター                  □      □       □     

生クリーム               □      □       □     

                                                                          

6. 次にあげる食品は食物繊維を多く含む食品であると思いますか、そ

れとも少ない食品であると思いますか。(各食品につき 1 つ選んで

下さい。) 

                    多い     少ない    わからない     

コーンフレーク            □      □       □     

バナナ                □      □       □     

卵                  □      □       □     

赤身肉                    □      □       □     

ブロッコリー                □      □       □     

ナッツ                  □      □       □    

魚                   □      □       □    

皮つきのポテト焼き          □      □       □ 

(ジャガイモのオーブン焼き)    

鶏肉                        □      □       □    

ベイクドビーンズ            □      □       □ 

(白いんげん豆のトマトーソース煮) 

                                                                          

 

 

 

7. 次にあげる脂肪分の多い食品は、飽和脂肪酸を多く含むと思います

か、それとも少ない食品と思いますか。(各食品につき 1 つ選んで

下さい。) 

                    多い     少ない    わからない     

鯖                   □      □       □     

全乳                   □      □       □     

オリーブオイル             □      □       □     

赤身肉                    □      □       □     

サンフラワーマーガリン             □      □       □  

(ひまわり油マーガリン)    

チョコレート               □      □       □    

                                                                          

8. 脂肪を多く含む食品の中で、コレステロールを含まない食品はある

と思いますか。 

(a) あると思う        □ 

(b) ないと思う        □ 

(c) わからない        □ 

                                         

9. 食の専門家は、次にあげる食品を、赤身肉の健康的な代替食品とし

て推奨すると思いますか。(各食品につき 1 つ選んで下さい。) 

                     はい    いいえ     わからない        

レバーパテ(レバーのペースト)         □      □       □     

ランチョンミート           □      □       □     

ベイクドビーンズ           □      □       □ 

(白いんげん豆のトマトーソース煮) 

ナッツ                □      □       □     

低脂肪チーズ                □      □       □     

キッシュ                 □      □       □  

(ベーコンやほうれん草など好みの具材を生クリームと卵に混ぜ、タルト生地に流

しいれてオーブンで焼いたもの)    

                                                                          

10. コップ 1杯分の甘味料を含まないフルーツジュースは、果物の摂取

に相当すると思いますか。 

(a) 相当すると思う       □ 

(b) 相当しないと思う      □ 

(c) わからない        □ 

                                         

11. 主に、飽和脂肪酸を含む食品はどれだと思いますか。(1 つ選んで

下さい。) 

(a) 植物油        □ 

(b) 乳製品        □ 

(c) (a)と(b)の両方       □ 

(d) わからない                        □ 



12. ブラウンシュガーは白砂糖の健康的な代替食品になると思います 

か。 

(a) なると思う        □ 

(b) ならないと思う       □ 

(c) わからない        □ 

                                      

13. コップ一杯分の全乳は、コップ一杯分のスキムミルクよりもタン 

パク質を多く含んでいると思いますか。 

(a) 少ないと思う        □ 

(b) 少ないと思わない      □ 

(c) わからない        □ 

                                     

14. 多価不飽和脂肪酸を多く含むマーガリンは、バターと比較して脂

質量が少ないと思いますか。 

(a) 多いと思う        □ 

(b) 多くないと思う       □ 

(c) わからない        □ 

                                     

15.  次にあげるパンの中で、最もビタミンやミネラルを含むものはど

れだと思いますか。（1つ選んで下さい。） 

(a) ホワイトブレッド(小麦パン)      □ 

(b) ブラウンブレッド(ライ麦パン、胚芽パン)     □ 

(c) 全粒粉パン        □ 

(d) わからない                        □ 

                                     

16. バターと一般的なマーガリンは、どちらの方がカロリーが高いと

思いますか。(1つ選んで下さい。) 

(a) バター        □ 

(b) 一般的なマーガリン      □ 

(c) 両方とも同じくらいであると思う     □ 

(d) わからない        □ 

                                     

17. 次にあげる食品の中で、最も一価不飽和脂肪酸を多く含むものは

どれだと思いますか。(1つ選んで下さい。) 

(a) ココナッツ油        □ 

(b) ひまわり油          □ 

(c) オリーブ油        □ 

(d) パーム油       □ 

(e) わからない        □ 

                                     

 

 

 

18. コップ一杯分の全乳は、コップ一杯分のスキムミルクよりカルシ

ウムを多く含んでいると思いますか。 

(a) 多いと思う        □ 

(b) 多いと思わない       □ 

(c) わからない        □ 

                                     

19. 次にあげる項目の中で、同量で比較した場合に、最もカロリーの

含有量が高いものはどれだと思いますか。(一つ選んで下さい。) 

(a) 砂糖        □ 

(b) でんぷん食品       □ 

(c) 食物繊維        □ 

(d) 脂質                                           □ 

(e) わからない        □ 

                                     

20. 次にあげる項目の中で、硬化度が最も高い脂質はどれでしょうか。

(一つ選んで下さい。) 

(a) 一価不飽和脂肪酸          □ 

(b) 多価不飽和脂肪酸         □ 

(c) 飽和脂肪酸        □ 

(d) わからない                                            □ 

                                     

21. 次にあげる食品の中で、多価不飽和脂肪酸は、主にどの食品に多

く含まれていますか。(一つ選んで下さい。) 

(a) 植物油       □ 

(b) 乳製品       □ 

(c) (a)と(b)の両方       □ 

(d) わからない                                            □ 

                                     

 

  



次に、食品の選択についてお聞きします。 

ここでは、個人の好き嫌いに問わず、質問されたことについてお答えく

ださい。 

例えば、「もしある人が脂質を減らしたいと言った場合、どの種類の 

チーズを選ぶことが良いと思いますか。」 

 (a) チェダーチーズ 

(b) カマンベールチーズ 

(c) クリームチーズ 

(d) カッテージチーズ           

という質問があるとします。もしカッテージチーズが嫌いであっても

それが回答であると認識している場合には、カッテージチーズを選択

し、チェックを入れて下さい。 

 

1. 次にあげる食品の中で、低脂肪、高食物繊維であり、間食する際に   

最も適しているものはどれだと思いますか。(一つ選んで下さい。) 

(a) ダイエットいちごヨーグルト                    □ 

(通常のヨーグルトよりもカロリーが低いヨーグルト) 

(b) レーズン        □ 

(c) ミューズリーバー       □ 

  (オートミールなどの穀粒とドライフルーツや種子類などを 

混ぜ合わせたシリアルバー) 

(d) 全粒粉クラッカーとチェダーチーズ                 □ 

                                     

2.  次の食品の中で、低脂肪、高食物繊維であり、軽食するに際に、

最も適しているものはどれだと思いますか。(一つ選んで下さい。) 

(a) グリルチキン(焼鳥)          □ 

(b) 全粒粉パンのチーズトースト          □ 

(c) 全粒粉パンのトースト、ベイクドビーンズのせ                □ 

(d) キッシュ 

(ベーコンやほうれん草など好みの具材を生クリームと卵に混ぜ、タル 

ト生地に流しいれてオーブンで焼いたもの) 

                                     

3.  次にあげる食品の中で、どちらのサンドイッチがより健康に良い

と思いますか。(一つ選んで下さい。) 

(a) 薄切りのチェダーチーズ入りの厚切りパンのサンドイッチ     □ 

(b) 厚切りのチェダーチーズ入りの薄切りパンのサンドイッチ     □ 

                                     

4.  多くの人がスパゲティーボロネーゼ(トマトとミートソースのパ

スタ)を食べています。次の中で、どちらがより健康に良いと思い

ますか (一つ選んで下さい。) 

(a) 多量のパスタに少量のソースをかけたもの            □ 

(b) 少量のパスタに多量のソースをかけたもの           □ 

                                     

5. 日常の食事で摂取する脂質を減らしたい場合、次の食品の中で、ど

の料理を選ぶことが最も良いと思いますか。(一つ選んで下さい。) 

(a) グリルステーキ(ステーキの網焼き)           □ 

(b) グリルソーセージ(ソーセージの網焼き)              □ 

(c) グリルターキー(七面鳥の網焼き)               □ 

(d) グリルポーク(豚の切り身の網焼き)              □ 

                                     

6.  日常の食事で摂取する脂質を減らしたいが、フライドポテトを食

べることをやめたくない場合、次の中でどれを選ぶことが最も良

いと思いますか。(一つ選んで下さい。) 

(a) 厚切りのフライドポテト          □ 

(b) 薄切りのフライドポテト          □ 

(c) 波型切りのフライドポテト          □  

                                     

7. 何か甘いものを食べたい気分であるが、砂糖の摂取は抑えたい場合、

次の食品の中でどれを選ぶことが最も良いと思いますか。(一つ選

んで下さい。) 

(a) はちみつトースト(はちみつのかかったトースト)              □ 

(b) シリアルバー            □ 

(c) 全粒粉ビスケット           □ 

(d) バナナのヨーグルトかけ           □ 

                                     

8. 次の食品の中で、最も健康的なデザートはどれだと思いますか。 

(一つ選んで下さい。) 

(a) 焼きりんご            □ 

(b) いちごヨーグルト           □ 

(c) 全粒粉クラッカーとチェダーチーズ          □ 

(d) クリームチーズをのせた人参ケーキ         □ 

                                     

9. 次の食品の中で、より脂質含有量の低いチーズはどれだと思います

か。(一つ選んで下さい。) 

(a) プレーンクリームチーズ       □ 

(b) エダムチーズ        □ 

(c) チェダーチーズ        □ 

(d) スティルトンチーズ （英国を代表するブルーチーズ）      □ 

                                     



10. 日常の食事で摂取する食塩の量を減らしたい場合、次の料理の中 

でどれを選ぶことが最も良いと思いますか。 (一つ選んで下さ 

い。) 

(a) 市販の冷凍シェパーズバイ          □ 

(シェパーズパイ：ひき肉の煮込みの上にマッシュポテトをのせてオー 

ブンで焼いたもの) 

(b) 塩豚のパイナップル添え             □ 

(c) マッシュルームオムレツ          □ 

(d) 醤油の野菜炒め           □ 

                                     

 

次は、健康問題と疾病についてお聞きします。 

1. あなたは果物や野菜の摂取量が少ないことが健康上の重大な問題、

または疾病と関連があると思いますか。 

(a) はい             □ 

(b) いいえ           □ 

(c) わからない           □ 

 

 「(a)はい」と答えた場合、果物や野菜の摂取量が少ないことが、ど

のような疾病や健康問題に関係していると思いますか。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

                                     

2. あなたは食物繊維の摂取量が少ないことが健康上の重大な問題、ま

たは疾病と関連があると思いますか。 

(a) はい           □ 

(b) いいえ           □ 

(c) わからない           □ 

 

 「(a)はい」と答えた場合、食物繊維の摂取量が少ないことが、どの

ような疾病や健康問題に関係していると思いますか。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

                                     

3. あなたは砂糖の摂取量が健康上に重大な問題、または疾病と関連が 

あると思いますか。 

(a) はい           □ 

(b) いいえ           □ 

(c) わからない           □ 

 

 

 「(a)はい」と答えた場合、砂糖がどのような疾病や健康問題に関係

していると思いますか。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

                                  

4.  あなたは食塩またはナトリウムの摂取量が健康上、重大な問題、

または疾病と関連があると思いますか。 

(a) はい             □ 

(b) いいえ          □ 

(c) わからない          □ 

 

 「(a)はい」と答えた場合、食塩やナトリウムの摂取量が、どのよう

な疾病や健康問題に関係していると思いますか。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

                                          

5. あなたは脂質の摂取量が健康上に大きな問題、または疾病と関連が

あると思いますか。 

(a) はい          □ 

(b) いいえ          □ 

(c) わからない          □ 

 

   「(a)はい」と答えた場合、脂質がどのような疾病や健康問題に関

係していると思いますか。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

                                         

6. 次にあげる項目が、特定の癌の発生を低減する可能性があると思い

ますか。(各項目につき一つ選んで下さい。) 

                      はい    いいえ    わからない     

より多い量の食物繊維を摂取する     □      □       □     

より少ない量の砂糖を摂取する      □      □       □     

より少ない量の果物を摂取する      □      □       □     

より少ない量の食塩を摂取する      □      □       □     

より多い量の果物と野菜を摂取する     □      □       □     

より少ない量の添加物を摂取する      □      □       □    

                                                                          

  



7. 次にあげる項目が、心臓の疾患を予防するうえで役立つと思います

か。（各項目につき一つ選んで下さい。) 

                     はい    いいえ    わからない     

より多い量の食物繊維を摂取する    □      □       □     

より少ない量の飽和脂肪を摂取する   □      □       □     

より少ない量の食塩を摂取する     □      □       □     

より多い量の果物と野菜を摂取する    □      □       □     

より少ない量の添加物を摂取する     □      □       □    

                                                                          

8. 次の項目の中で、血清コレステロール値を上昇させる可能性がある

のはどれだと思いますか。(一つ選んで下さい。) 

(a) 抗酸化物質        □ 

(b) 多価不飽和脂肪酸      □ 

(c) 飽和脂肪酸        □ 

(d) 食事由来のコレステロール                                 □ 

(e) わからない        □ 

                                      

9. 抗酸化ビタミンという言葉を聞いたことがありますか。 

   (a) ある        □ 

   (b) ない        □ 

                                     

10. 9 の質問で「(a)ある」と答えた場合、次にあげるビタミンは、抗

酸化ビタミンであると思いますか。(各項目につき一つ選んで下さ

い。) 

                     はい    いいえ    わからない  

ビタミン A         □      □       □     

ビタミン B 群             □      □       □     

ビタミン C         □      □       □     

ビタミン D              □      □       □     

ビタミン E          □      □       □     

ビタミン K               □      □       □    

                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、あなた自身についてお聞きします。 

1. あなたの性別を教えて下さい。 

  (a) 女性        □ 

  (b) 男性        □ 

                                  

2. あなたの年齢を教えて下さい。 

(a) 18 歳未満         □ 

(b) 18－24 歳         □ 

(c) 25－34 歳         □ 

(d) 35－44 歳         □ 

(e) 45－54 歳         □ 

(f) 55－64 歳         □ 

(g) 65－74 歳         □ 

(h) 75 歳以上         □ 

                                     

3. あなたは、下にあげる項目のどの状態にありますか。 

(a) 未婚である         □ 

(b) 既婚である         □ 

(c) 同棲している         □ 

(d) 別居している         □ 

(e) 離婚している         □ 

(f) 死別している         □ 

                                           

4. あなたの人種を教えて下さい。 

(a) 白人          □ 

(b) 黒人のカリブ人         □ 

(カリブ海諸国から米国へ入国した黒人系住民)  

(c) 黒人のアフリカ人        □ 

(d) 黒人その他         □ 

(e) インド人         □ 

(f) パキスタン人         □ 

(g) バングラディッシュ人        □ 

(h) 中国人         □ 

(i) アジア人その他         □ 

詳細を記述して下さい。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

   (j) その他         □ 

詳細を記述して下さい。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

                                             

  



5. お子様の人数を教えて下さい。 

(a) いない         □ 

(b) 1 人         □ 

(c) 2 人         □ 

(d) 3 人         □ 

(e) 4 人         □ 

(f) 4 人以上         □ 

                                       

6. 一緒に住んでいる 18 歳以上のお子様はいますか。 

(a) はい         □ 

(b) いいえ         □ 

                                             

7. あなたの最終学歴は以下のうちの、どれですか。 

(a) 小学校         □ 

(b) 中学・高校         □ 

(c) O level/GCSE         □ 

 (一般教育修了資格：義務教育修了段階(16 歳)で受験し修得)  

(d) A レベル         □ 

(上級教育終了資格：義務教育修了後の後期中等教育機関での２年間の 

学習後に受験し習得) 

(e) 機械学校・技能学校修了        □ 

(f) ディプロマ(卒業証明証、学位・準学士号、選択したコースを正式に 

修了し、単位を取得したことを認める資格) 

(g) 大学過程終了：学士        □ 

(h)大学院課程修了：修士        □ 

                                               

8. 健康や栄養に関連している資格を取得していますか。 

   (a) はい         □ 

詳細を記述して下さい。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

   (b) いいえ       □ 

                                           

9. 職業を教えて下さい。現在勤めていない場合、普段はどのようなことをして 

いますか。(詳細を記述して下さい。) 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

                                      

 10. 奥様や旦那様がいらっしゃる方は、お相手の職業を教えて下さい。現在勤め

ていない場合、普段はどのようなことをしていますか。(詳細を記述して下さ

い。) 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

                                      

 

11. あなたの現在の雇用状態を教えて下さい。 

(a) 常勤労働者         □ 

(b) パートタイム労働者        □ 

(c) 無職         □ 

(d) 家事従事者(主婦・主夫)         □ 

(e) 定年退職者         □ 

(f) 学生         □ 

(g) 身体障害者または健康的問題により労働不可能状態      □ 

                                          

12. あなたは現在、食事療法の指導をうけて、食事をしていますか。 

  (a) はい            □ 

詳細を記述して下さい。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

   (b) いいえ       □ 

 

おわり 

                                             

質問票の回答にお時間を費やしていただき、ありがとうございました。この質問票

について何かコメントがありましたら、ぜひとも下にお書き下さい。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

 

 



Appendix 2 

栄養知識を評価する調査票（Pilot-JGNKQ） 



ID（ここには何も記入をしないでください。） 質問票の記入日：

年 月 日

これから、12ページにわたり栄養の知識に関する質問をします。

● お答えいただく際には、何も見ずにお答えください。

● 整数と記載されている部分は整数を入れ、そうでない項目に関しては、最も当てはまる回答に✔を

入れてください。

　　 初めに、食の専門家が私たちにどのような助言をするか、あなたの考えをお聞きします。
 　　すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いします。

    も積極的に摂ることを推奨していますか。各項目につき、ひとつ✔を入れてください。

積極的 控えめ

にとる にとる わからない

野菜類

脂肪を多く含む食品

食物繊維を多く含む食品

果物

食塩を多く含む食品

カルシウム

２．「食事バランスガイド」についてお聞きします。

①「食事バランスガイド」を知っていますか。

 内容まで知っている  聞いたことがある  わからない

　  また、分類されたものにおいて、成人の一日あたりの必要なサービング数はいくつからいくつであると
　  思いますか。わからない方は、”わからない”だけに✔を入れてください。

主食 主菜 副菜 果物 乳製品わからない サービング数 わからない 

【主な供給源】 整数で

炭水化物

整数で

たんぱく質

整数で

整数で

カルシウム

整数で

ビタミンC、カリウム

SV

SV

平成

～

～

 　 ②  次にあげる項目は、主食、主菜、副菜、果物、乳製品の中でどれに分類されますか。

～

～

～

　 ビタミン、ミネラル、
食物繊維

１．食の専門家は、次にあげる食品または栄養素について、控えめに摂ることを推奨していますか、それと

SV

SV

SV
1



３．食事摂取基準についてお聞きします。

① 食事摂取基準を知っていますか。

 内容まで知っている  聞いたことがある  わからない

    ができるとされていますか。各項目につき、ひとつ✔を入れてください。

できる できない わからない

推定エネルギー必要量

（1日あたり個人の必要と推定されるエネルギー量）

BMI（体格指数）

体重

ウエスト周囲長

　  ご自身の目標とするべきBMI（体格指数）はいくつだと思いますか。

数字で
わからない

 あると思う  ないと思う  どちらでもよいと思う  わからない

５．次の食品は、朝食のメニューに入れるものとして適していると思いますか。
 各食品につき、ひとつ✔を入れてください。

適している 適していない わからない

菓子パン

おにぎり

サンドイッチ

目玉焼き

チョコレート

サプリメント

ヨーグルト

サラダ

ソーセージ

４．ご自身の健康を維持するために、朝食を食べる必要があると思いますか。

② 食事摂取基準（2015年版）において、次にあげる項目は、エネルギーの摂取量の過不足を判断する事

～

③ 日本人の食事摂取基準（2015年版）では、成人の目標とするBMIが定められています。
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るかをおたずねします。
すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いします。

 各食品につき、ひとつ✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

バナナ

ヨーグルト

アイスクリーム

缶詰の果物（シロップ漬け）

２．次にあげる食品は、脂質を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思いますか。
 各食品につき✔を入れてください。

多い 少ない わからない

ご飯

食物油

大豆（ゆで）

ハム

ウインナー

水あめ

卵

落花生

食パン

プロセスチーズ

マーガリン

牛もも肉

牛ばら肉

３．２番で脂質が多い食品と選んだものにおいて、コレステロールを全く含まないものはあると思いますか。

 わからない

 ないと思う

１．次にあげる食品は、砂糖を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思いますか。

 あると思う
２番の食品の中から選ぶ（複数回答可）

次に、食の専門家が、食品をグループに分類するとします。ここでは、食品がどのグループに分類され
る

3



４．次にあげる食品は、炭水化物（でんぷん）を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品で
 あると思いますか。各食品につき✔を入れてください。

多い 少ない わからない

チーズ

パスタ

バター

じゃがいも

桃

トマト

ご飯

コーンフレーク

５．次にあげる食品は、食塩を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思いますか。
 各食品につき✔を入れてください。

多い 少ない わからない

ウインナー

ご飯

食パン

パスタ

あじの干物

梅干し

プロセスチーズ

かまぼこ

６．次にあげる食品は、たんぱく質を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思い
 ますか。各食品につき✔を入れてください。

多い 少ない わからない

鶏もも肉（皮つき）

プロセスチーズ

果物

大豆（ゆで）

バター

牛乳

納豆

ジャガイモ

鮭

4



７．次にあげる食品は、食物繊維を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思いま
 すか。各食品につき✔を入れてください。

多い 少ない わからない

コーンフレーク

バナナ

卵

赤身肉

ブロッコリー

ピーナッツ

魚

ジャガイモ

鶏肉

大豆（ゆで）

８．次にあげる食品は、飽和脂肪酸を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思い
 ますか。各食品につき✔を入れてください。

多い 少ない わからない

さば

オリーブオイル

牛乳

牛肉もも肉（赤身）

牛ばら肉（脂身つき）

マーガリン

チョコレート

プロセスチーズ

９．100%のフルーツジュースの摂取は、同量の果物の摂取に相当すると思いますか？

 相当すると思う  相当しないと思う  わからない

１０．コップ一杯の普通牛乳は、コップ一杯の低脂肪牛乳よりもたんぱく質を多く含んでいると思いますか。

 多いと思う  少ないと思う  わからない

１１．多価不飽和脂肪酸を多く含むマーガリンは、同量のバターと比較して、脂質量が少ないと思いますか。

 多いと思う  少ないと思う  わからない

１２．次にあげる米の中で、同量で比較した場合に、最もビタミンやミネラルを含むものはどれである
    と思いますか。

 精白米  玄米  胚芽米  わからない

 同じくらいである
 と思う

 同じくらいである
 と思う

5



１３．バターとマーガリンは、同量で比較した場合に、どちらがエネルギーが高いと思いますか？

 バター  マーガリン  わからない

１４．次にあげる食品で、同量で比較した場合に、最も多く一価不飽和脂肪酸を含む食品は、どれであると
    思いますか。

 なたね油  ラード  オリーブ油  大豆油  わからない

１５．次の脂肪酸の中で、常温で固体になりやすい性質をもつものはどれだと思いますか。
    ひとつに✔を入れてください。

 わからない

１６．植物油とラードは、同量で比較した場合に、どちらのほうが多価不飽和脂肪酸が多く含まれると思い
    ますか？

 植物油  ラード  わからない

１７．コップ一杯分の普通牛乳は、コップ一杯分の低脂肪牛乳よりもカルシウムを多く含んで いると思いま
    すか。

 わからない

１８．次にあげる項目で、同量で比較した場合に、最もエネルギーが高いものはどれであると思いますか。

 砂糖  食物繊維  脂質  たんぱく質  わからない

１９．次にあげる食品は、ビタミンAを多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思
    いますか。各食品につき✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

にんじん

だいこん

ほうれん草

いくら

たらこ

プロセスチーズ

牛乳

２０．次にあげる食品は、ビタミンB１を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思

    いますか。各食品につき✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

牛もも肉

豚もも肉

鶏もも肉（皮付き）

さば

うなぎ

なす

大豆（ゆで）

 同じくらいである
 と思う

 一価不飽和
 脂肪酸

 同じくらいである
 と思う

 でんぷん
 （炭水化物）

 多いと思う  少ないと思う

 飽和
 脂肪酸

 多価不飽和
 脂肪酸
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２１．次にあげる食品は、ビタミンB６を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思

    いますか。各食品につき✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

まぐろ

鶏むね肉（皮付き）

いわし

たら

ウインナー

かぼちゃ

ピーマン

２２．次にあげる食品は、カリウムを多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思い
    ますか。各食品につき✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

納豆

卵

まぐろ

アボガド

里芋

ほうれん草

２３．次にあげる食品は、マグネシウムを多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると
    思いますか。各食品につき✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

いくら

大豆（ゆで）

あさり

牛もも肉

ピーマン

２４．次にあげる食品は、亜鉛を多く含む食品であると思いますか、それとも少ないと思いますか。
      各食品につき✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

牛もも肉

プロセスチーズ

さば

牛乳

たまねぎ

バナナ
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２５．次にあげる食品は、ビタミンCを多く含む食品であると思いますか、それとも少ないと思いますか。
    各食品につき✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

ピーマン

いちご

桃

オレンジ

たまねぎ

しいたけ

大豆（ゆで）

じゃがいも

２６．次にあげる食品は、ビタミンB２を多く含む食品であると思いますか、それとも少ないと思いますか。

    各食品につき✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

たらこ

うなぎ

いわし

卵

鮭

じゃがいも

ほうれん草

バナナ

２７．次にあげる食品は、鉄を多く含む食品であると思いますか、それとも少ないと思いますか。
    各食品につき✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

納豆

あさり

しいたけ

なす

えだまめ

ひじき

プロセスチーズ

ピーマン
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【例示】

もしある人が脂質を減らしたいと言った場合、どの種類の料理を選ぶ事がよいと思いますか。

✔ ゆでたいも（バターなし）

 ゆでたいも（バターあり） （お願い）

 炒めたいも

 フライドポテト

　
１．低脂肪・高食物繊維であり、おやつ（PM3時ごろに食べる）として最も適しているものはどれであると

 思いますか。ひとつに✔を入れてください。

 低脂肪ヨーグルト  プルーン

 チョコビスケット  わからない

２．目玉焼きに同じ量をかける場合、塩分量が最も多い調味料はどれであると思いますか。
 ひとつに✔を入れてください。

 こいくちしょうゆ  うすくちしょうゆ  ウスターソース

 ケチャップ  わからない

３．日常の食事で摂取する脂質を減らしたい場合、次の食品の中で、同じ量を食べるとしたら、どの料理を
 選ぶことが最も良いと思いますか？

 豚ロース肉のステーキ  焼きウインナー 牛肉のサーロインステーキ

わからない

４．日常の食事で摂取する脂質を減らしたい場合、次の食品の中で、同じ量を食べるとしたら、どの料理法
 を選ぶことが最も良いと思いますか？ひとつに✔を入れてください。

わからない

５．何か甘いものを食べたい気分であるが、砂糖の摂取を抑えたい場合、次の食品の中でどれを選ぶことが
 最も良いと思いますか。ひとつに✔を入れてください。

 はちみつトースト  グラノーラの牛乳かけ  全粒粉ビスケット

 わからない

６．食事バランスガイドをもとに考えたとき、次の食品の中で、最もデザートに適さない食品はどれである
 と思いますか？ひとつに✔を入れてください。

 りんご 1/2個  ヨーグルト カップ１個  ショートケーキ　1個

 メロン 1/6個  わからない

７．次の食品のなかで、最も脂質含有量の低いパンはどれだと思いますか。ひとつに✔を入れてください。

 食パン  ロールパン  クロワッサン

 フランスパン  わからない

続いて、食品の選択についてお聞きします。
ここでは下にあげる例示を参考とし、個人の好き嫌いを問わず、質問されたことについて
お答えください。
すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いします。

ゆでたいも（バターなし）が嫌いであっても、
それが正答であると考える場合は、
ゆでたいも（バターなし）を選択し、チェックしてください。

 鶏もも肉のステーキ
 （皮あり）

 コーンフレーク
（牛乳をかけたもの）

 波型切りの
 フライドポテト

 薄切りの
 フライドポテト

 バナナの
 プレーンヨーグルトかけ

 厚切りの
 フライドポテト
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ここからは、健康問題と疾病についてお聞きします。
すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いいたします

１．あなたは果物や野菜の摂取量が少ないことが健康上の重大な問題、または疾病と関連があると思います
 か。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

２．あなたは食物繊維の摂取量が少ないことが健康上の重大な問題、または疾病と関連があると思いますか。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

３．あなたは砂糖の摂取量が多いことが健康上の重大な問題、または疾病と関連があると思いますか。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

４．あなたは食塩やナトリウムの摂取量が健康上の重大な問題、または疾病と関連があると思いますか。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

５．あなたは脂質の摂取量が健康上に大きな問題、または疾病と関連があると思いますか。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

果物や野菜の摂取量が少ないことが、どのような
疾病や健康問題に関係していると思いますか。

砂糖の摂取量が少ないことが、どのような
疾病や健康問題に関係していると思いますか。

食塩やナトリウムの摂取量が、どのような
疾病や健康問題に関係していると思いますか。

脂質の摂取量が、どのような疾病や健康問題に
関係していると思いますか。

食物繊維の摂取量が少ないことが、どのような
疾病や健康問題に関係していると思いますか。
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６．次にあげる項目が、特定の癌の発生を低減する可能性があると思いますか。
 各項目につき✔を入れてください。

はい いいえ わからない

より多い量の食物繊維を摂取する

より少ない量の砂糖を摂取する

より少ない量の果物を摂取する

より少ない量の食塩を摂取する

より多い量の果物と野菜を摂取する

より少ない量の添加物を摂取する

７．次にあげる項目が、心臓の疾患を予防するうえで役立つと思いますか。
 各項目につき✔を入れてください。

はい いいえ わからない

より多い量の食物繊維を摂取する

より少ない量の飽和脂肪酸を摂取する

より少ない量の食塩を摂取する

より多い量の果物と野菜を摂取する

より少ない量の添加物を摂取する

８．次の項目の中で、血清コレステロール値を上昇させる可能性があるのはどれだと思いますか。
 ひとつに✔を入れてください。

 抗酸化物質  多価不飽和脂肪酸  飽和脂肪酸

 わからない

９．抗酸化ビタミンという言葉を聞いたことがありますか。

 はい 　「はい」とお答えの方  ビタミンA  ビタミンE

 いいえ  ビタミンB群  ビタミンK

 ビタミンC  わからない

 ビタミンD

次のページにお進みください

 食事由来の
 コレステロール

次にあげるビタミンは、抗酸化ビタミンである
と思いますか。各項目につき✔を入れて下さい。
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最後に、栄養成分表示についてお聞きします。
すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いいたします

１．次にあげる栄養成分は、食品のパッケージに成分表示をするように義務付けられていると思いますか。

はい いいえ わからない はい いいえ わからない

エネルギー 糖類

たんぱく質 食物繊維

脂質 ビタミン類

飽和脂肪酸 ナトリウム

コレステロール 鉄

トランス脂肪酸 カルシウム

炭水化物 カリウム

亜鉛

２．栄養を強化する食品として特定保健用食品と栄養機能食品があります。
 次の項目が示すのはどちらのタイプの食品であると思いますか？
 特定保健用食品であると思うものには①、栄養機能食品であると思うものには②、わからない場合は、
 わからないに✔をいれてください。

①又は②
わからない

①又は②
わからない

質問の回答にお時間を費やして頂き、ありがとうございました。
この質問票について何かコメントがございましたら、ぜひともお書きください。

  個々の製品ごとに消費者庁長官に許可を受けて、
  保健の効果を表示することができる食品

  個別に消費者庁長官の許可を受けてはおらず、
  国が定めた栄養規格基準に合致している食品
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Appendix 3 
 

日本人成人を対象とした 

栄養知識を評価する調査票（JGNKQ） 

  



ID（ここには何も記入をしないでください。） 質問票の記入日：

年 月 日

これから、10ページにわたり栄養の知識に関する質問をします。

● お答えいただく際には、何も見ずにお答えください。

● 整数と記載されている部分は整数を入れ、そうでない項目に関しては、最も当てはまる回答に✔を

入れてください。

　　 初めに、食の専門家が私たちにどのような助言をするか、あなたの考えをお聞きします。
 　　すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いします。

1．「食事バランスガイド」についてお聞きします。

①「食事バランスガイド」を知っていますか。

 内容まで知っている  聞いたことがある  わからない

　 わからない方は、”わからない”だけに✔を入れてください。

主食 主菜 副菜 果物 乳製品 わからない 

【主な供給源】

炭水化物

たんぱく質

カルシウム

ビタミンC、カリウム

2．食事摂取基準についてお聞きします。

① 食事摂取基準を知っていますか。

 内容まで知っている  聞いたことがある  わからない

    ができるとされていますか。各項目ごとに、ひとつ✔を入れてください。

できる できない わからない

推定エネルギー必要量

（1日あたり個人の必要と推定されるエネルギー量）

BMI（体格指数）

体重

ウエスト周囲長

平成

② 食事摂取基準（2015年版）において、次にあげる項目は、エネルギーの摂取量の過不足を判断する事

 　 ②  次にあげる項目は、主食、主菜、副菜、果物、乳製品の中でどれに分類されますか。

　 ビタミン、ミネラル、
食物繊維
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るかをおたずねします。
すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いします。

1．次にあげる食品は、脂質を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思いますか。
各食品ごとに✔を入れてください。

多い 少ない わからない

ご飯

植物油

水あめ

卵

落花生

プロセスチーズ

牛もも肉

牛ばら肉

２．１番で脂質が多い食品と選んだものにおいて、コレステロールを全く含まないものはあると思いますか。

 わからない

３．次にあげる食品は、飽和脂肪酸を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思い
       ますか。各食品ごとに✔を入れてください。

多い 少ない わからない

さば

オリーブオイル

牛肉もも肉（赤身）

牛ばら肉（脂身つき）

マーガリン

チョコレート

プロセスチーズ

４．次にあげる食品は、炭水化物（でんぷん）を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品で
 あると思いますか。各食品ごとに✔を入れてください。

多い 少ない わからない

チーズ

バター

桃

コーンフレーク

次に、食の専門家が、食品をグループに分類するとします。ここでは、食品がどのグループに分類され
る

 ないと思う

 あると思う
１番の食品の中から選ぶ（複数回答可）

2



５．次にあげる食品は、たんぱく質を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思い
 ますか。各食品ごとに✔を入れてください。

多い 少ない わからない

プロセスチーズ

バター

納豆

ジャガイモ

鮭

６．次にあげる食品は、ビタミンAを多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思
 いますか。各食品ごとに✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

にんじん

だいこん

ほうれん草

たらこ

牛乳

７．次にあげる食品は、ビタミンB１を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思

 いますか。各食品ごとに✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

牛もも肉

豚もも肉

鶏もも肉（皮付き）

さば

うなぎ

なす

大豆（ゆで）

８．次にあげる食品は、ビタミンB２を多く含む食品であると思いますか、それとも少ないと思いますか。

 各食品ごとに✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

たらこ

うなぎ

いわし

卵

鮭

じゃがいも

ほうれん草

バナナ
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９．次にあげる食品は、ビタミンB６を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思

 いますか。各食品ごとに✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

まぐろ

いわし

たら

ウインナー

ピーマン

１０．次にあげる食品は、ビタミンCを多く含む食品であると思いますか、それとも少ないと思いますか。
    各食品ごとに✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

ピーマン

桃

たまねぎ

しいたけ

大豆（ゆで）

じゃがいも

11．次にあげる食品は、鉄を多く含む食品であると思いますか、それとも少ないと思いますか。
   各食品ごとに✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

納豆

あさり

しいたけ

なす

えだまめ

プロセスチーズ

ピーマン

１２．次にあげる食品は、亜鉛を多く含む食品であると思いますか、それとも少ないと思いますか。
      各食品ごとに✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

牛もも肉

プロセスチーズ

牛乳

たまねぎ

バナナ
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１３．次にあげる食品は、マグネシウムを多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると
    思いますか。各食品ごとに✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

いくら

大豆（ゆで）

あさり

牛もも肉

ピーマン

１４．次にあげる食品は、食塩を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思い
 　ますか。各食品ごとに✔を入れてください。

多い 少ない わからない

ウインナー

食パン

パスタ

かまぼこ

１５．次にあげる食品は、カリウムを多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思い
    ますか。各食品ごとに✔を入れて下さい。

多い 少ない わからない

納豆

卵

まぐろ

アボガド

里芋

ほうれん草

１６．次にあげる食品は、食物繊維を多く含む食品であると思いますか、それとも少ない食品であると思い
 　ますか。各食品ごとに✔を入れてください。

多い 少ない わからない

赤身肉

ブロッコリー

ピーナッツ

ジャガイモ

大豆（ゆで）

5



１７．マーガリンは、同量のバターと比較して、脂質量が少ないと思いますか。

 多いと思う  少ないと思う  わからない

１８．次にあげる食品で、同量で比較した場合に、最も多く一価不飽和脂肪酸を含む食品は、どれであると
    思いますか。

 なたね油  ラード  オリーブ油  大豆油  わからない

１９．植物油とラードは、同量で比較した場合に、どちらのほうが多価不飽和脂肪酸が多く含まれると思い
    ますか。

 植物油  ラード  わからない

２０．コップ一杯の普通牛乳は、コップ一杯の低脂肪牛乳よりもたんぱく質を多く含んでいると思いますか。

 多いと思う  少ないと思う  わからない

２１．コップ一杯分の普通牛乳は、コップ一杯分の低脂肪牛乳よりもカルシウムを多く含んで いると思いま
    すか。

 わからない

２２．100%のフルーツジュースの摂取は、同量の果物の摂取に相当すると思いますか。

 相当すると思う  相当しないと思う  わからない

２３．次にあげる項目で、同量で比較した場合に、最もエネルギーが高いものはどれであると思いますか。

 砂糖  食物繊維  脂質  たんぱく質  わからない

 同じくらいである
 と思う

 同じくらいである
 と思う

 でんぷん
 （炭水化物）

 同じくらいである
 と思う

 多いと思う  少ないと思う
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【例示】

もしある人が脂質を減らしたいと言った場合、どの種類の料理を選ぶ事がよいと思いますか。

✔  ゆでたいも（バターなし）

 ゆでたいも（バターあり） （お願い）

 炒めたいも

 フライドポテト

　
１．低脂肪・高食物繊維であり、おやつ（PM3時ごろに食べる）として最も適しているものはどれであると

 思いますか。ひとつに✔を入れてください。

 低脂肪ヨーグルト  プルーン

 チョコビスケット  わからない

２．目玉焼きに同じ量をかける場合、塩分量が最も多い調味料はどれであると思いますか。
 ひとつに✔を入れてください。

 こいくちしょうゆ  うすくちしょうゆ  ウスターソース

 ケチャップ  わからない

3．日常の食事で摂取する脂質を減らしたい場合、次の食品の中で、同じ量を食べるとしたら、どの料理法
 を選ぶことが最も良いと思いますか。ひとつに✔を入れてください。

わからない

４．次の食品のなかで、最も脂質含有量の低いパンはどれだと思いますか。ひとつに✔を入れてください。

 食パン  ロールパン  クロワッサン

 フランスパン  わからない

５．次の食品のなかで、最もミネラルやビタミンが含まれている米はどれだと思いますか。
　　ひとつに✔を入れてください。

 精白米  玄米  胚芽米

 半つき米  わからない

 波型切りの
 フライドポテト

 薄切りの
 フライドポテト

ゆでたいも（バターなし）が嫌いであっても、
それが正答であると考える場合は、
ゆでたいも（バターなし）を選択し、チェックしてください。

次のページにお進みください

 厚切りの
 フライドポテト

続いて、食品の選択についてお聞きします。
ここでは下にあげる例示を参考とし、個人の好き嫌いを問わず、質問されたことについて
お答えください。
すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いします。

 コーンフレーク
（牛乳をかけたもの）
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ここからは、健康問題と疾病についてお聞きします。
すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いいたします

１．あなたは果物や野菜の摂取量が少ないことが疾病と関連があると思いますか。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

２．あなたは食物繊維の摂取量が少ないことが疾病と関連があると思いますか。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

３．あなたは砂糖の摂取量が多いことが疾病と関連があると思いますか。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

４．あなたは食塩やナトリウムの摂取量が多いことが疾病と関連があると思いますか。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

５．あなたは脂質の摂取量が疾病と関連があると思いますか。

 はい 　「はい」とお答えの方

 いいえ

 わからない

食塩やナトリウムの摂取量が、どのような
疾病に関係していると思いますか。

脂質の摂取量が、どのような疾病に関係
していると思いますか。

食物繊維の摂取量が少ないことが、どのような
疾病に関係していると思いますか。

果物や野菜の摂取量が少ないことが、どのような
疾病に関係していると思いますか。

砂糖の摂取量が多いことが、どのような
疾病に関係していると思いますか。
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６．次にあげる項目が、特定のがんの発生を低減する可能性があると思いますか。
 各項目ごとに✔を入れてください。

はい いいえ わからない

より多い量の食物繊維を摂取する

より少ない量の砂糖を摂取する

より少ない量の食塩を摂取する

より多い量の果物と野菜を摂取する

より少ない量の添加物を摂取する

７．次にあげる項目が、心臓の疾患を予防するうえで役立つと思いますか。
 各項目ごとに✔を入れてください。

はい いいえ わからない

より多い量の食物繊維を摂取する

より少ない量の飽和脂肪酸を摂取する

より少ない量の食塩を摂取する

より多い量の果物と野菜を摂取する

８．次の項目の中で、血清コレステロール値を上昇させる可能性があるのはどれだと思いますか。
 ひとつに✔を入れてください。

 抗酸化物質  多価不飽和脂肪酸  飽和脂肪酸

 わからない

９．抗酸化ビタミンという言葉を聞いたことがありますか。

 はい 　「はい」とお答えの方  ビタミンA  ビタミンE

 いいえ  ビタミンB群  ビタミンK

 ビタミンC  わからない

 ビタミンD

次のページにお進みください

次にあげるビタミンは、抗酸化ビタミンである
と思いますか。各項目ごとに✔を入れて下さい。
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最後に、栄養成分表示についてお聞きします。
すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いいたします。

１．次にあげる栄養成分は、食品のパッケージに成分表示をするように義務付けられていると思いますか。
 各項目ごとに✔を入れて下さい。

はい いいえ わからない はい いいえ わからない

エネルギー 糖類

たんぱく質 食物繊維

脂質 ビタミン類

飽和脂肪酸

コレステロール 鉄

トランス脂肪酸 カルシウム

炭水化物 カリウム

亜鉛

２．栄養を強化する食品として特定保健用食品と栄養機能食品があります。
 次の項目が示すのはどちらのタイプの食品であると思いますか。
 特定保健用食品であると思うものには①、栄養機能食品であると思うものには②、わからない場合は、
 わからないに✔をいれてください。

①又は②
わからない

①又は②
わからない

質問の回答にお時間を費やして頂き、ありがとうございました。
この質問票について何かコメントがございましたら、ぜひともお書きください。

  個々の製品ごとに消費者庁長官に許可を受けて、
  保健の効果を表示することができる食品

  個別に消費者庁長官の許可を受けてはおらず、
  国が定めた栄養規格基準に合致している食品

食塩相当量
（ナトリウム）
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ID（ここには何も記入をしないでください。） 質問票の記入日

年 月 日

ご自身およびご家族のことについてお答えください。
整数と記載されている部分は整数を入れ、そうでない項目に関しては、最も当てはまる回答に✔を
入れてください。
すべての質問にお答えくださいますよう、よろしくお願いいたします。

１．あなたの性別を教えてください。

男性 女性

２．あなたの生年月日を教えてください。(年号には✔、年月日には整数を記入してください。）

昭和 平成

年 月 日

３．あなたは下にあげる項目のどの状態にありますか。

未婚である 離婚している

既婚であり同居している 死別している

既婚であり別居している 同棲している

４．お子様の人数を教えて下さい。

いない 1人 2人 3人 4人以上

5．いまあなたと一緒に住んでいる人の人数を教えてください。０（ゼロ）の場合は０と入れてください。

人 人

人

人 人

６．あなたの最終学歴を教えてください。

大学卒業 高校卒業 中学卒業

７．健康や栄養に関連している資格をお持ちですか。

ない ある 　具体的に資格名をお書きください

８．現在の就業状況をお答えください。また、その他の方は（　　　）にご記入ください。

正社員 学生

９．職業を教えてください。現在お勤めをしていない場合、普段はどのようなことをしていますか。

 具体的な内容をお書きください。

１０．奥様や旦那様がいらっしゃる方は、お相手の職業を教えて下さい。現在お勤めしていない場合、普段
    はどのようなことをしていますか。具体的な内容をお書きください。

大学生以上
の子どもは

65歳以上
の人は

平成

小学生・中学生・高校生
の子どもは

幼稚園以下の
の子どもは

あなた自身を含めて
全員で

大学院卒業
以上

その他

（　　　　　）
パート・
アルバイト

短大・専門学校
卒業

主婦・主夫
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１１．あなたの世帯の過去1年間の年間収入を教えてください。

200万円未満 1,000万円以上

１２．あなたは、現在、日常的に薬を服用する必要がある疾患をお持ちですか。

ない ある

１３．あなたは、現在、食べ物に対するアレルギーをお持ちですか。

ない ある    具体的に食品名をお書きください

１４．あなたは現在、医師、管理栄養士の指導の下で食事をしていますか。

してない

１５．朝食・昼食・夕食に関して、以下の質問にお答えください。０（ゼロ）の場合は０と入れてください。

   ① 週あたりで外食を含めて、何回食べていますか。

      朝食 整数で

　 （右参照）
回

      昼食 整数で

週に 回

      夕食 整数で

週に 回

   ② 普段、座って食事をする時間を取るのは難しいですか、それとも難しくありませんか。

      朝食 とても難しい やや難しい どちらでもない あまり難しくない まったく難しくない

      昼食 とても難しい やや難しい どちらでもない あまり難しくない まったく難しくない

      夕食 とても難しい やや難しい どちらでもない あまり難しくない まったく難しくない

   ③ 自宅での夕食は何人で食べていますか。 整数で

       （典型的な人数を教えてください）
およそ 人

   ④ 夕食で、自分や家族のために週に何回くらい料理をしましたか。「10分以上台所に立っていたら料理を
  した」と考えてください。手伝った時間も含めてください。食卓の準備と後片付けなどは含めないでく
  ださい。０（ゼロ）の場合は、０をご記入ください。

    　料理をした頻度 回

分間

人

    １回以上である場合は、
     以下の質問にお答えください。

その料理を
食べた人の人数

         料理をしたときのおよその平均的
         な時間を教えてください。台所に
         立っている時間を答えてください。

         料理をしたとき、それを食べた人数
        （あなた自身を含めて）を教えてく
         ださい。人数が一定でない場合は典
         型的な人数を答えてください。

１回の料理に
およそ

整数で

整数で

(12:00-13:59)

(16:00-19:59)

週に

   600万円以上
1,000万円未満

200万円以上
600万円未満

具体的に指導内容をお書きくださいしてる

整数で

週あたりにして
およそ

朝食 とは、以下の条件をすべて満たしたときに１回とします。

・ 一日の最初の食事

・ 日常の活動を開始する前、もしくは開始時に食べる

・ 起床から２時間以内

・ １０時前に食べる

・ １日の食事の量の２０～３５％を占める
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１６．あなたが軽食を食べたい場合、低脂肪・高食物繊維の食品を選ぶとしたらどれを選びますか。

      ひとつに✔をしてください。

焼き鳥（塩味） 全粒粉パン、プロセスチーズのせ

玄米のご飯 かけうどん

１７．目玉焼きには、どの調味料をかけて召し上がりますか。

こいくち醤油 うすくち醤油 ケチャップ ウスターソース

１８．料理をすることは好きですか、嫌いですか。

とても好き やや好き どちらでもない やや嫌い とても嫌い

１９．料理をすることは得意ですか、不得意ですか。

とても得意 やや得意 どちらでもない やや不得意 とても不得意

２０．料理をしなくても、金銭的に問題なく、だれかが料理を作ってくれたり、食べ物を提供してくれる

とても思う やや思う どちらでもない あまり思わない まったく思わない

２１．食べものを食べることに興味がありますか、ありませんか。

とてもある ややある どちらでもない あまりない まったくない

とても思う やや思う どちらでもない あまり思わない まったく思わない

    できるとします。そのとき、料理した食べものを食べたいと思いますか、思いませんか。
２２．料理を食べなくても、サプリメントやドリンク剤などでじゅうぶんな栄養が取れ、健康な暮らしが

    とします。そのとき、料理をしたいと思いますか、思いませんか。

その他

（　　　　　）
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